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J亨   

紹如占0年川つrlき狛ナ」り督珍Kよって恒凋両摘堆銅相場－れ軒卜軋  

板。L8年玖上欄さ、り簡勧こ、璃ちれ1L、ノ・穴邑を向就け＝¢ラン正′躇あ鋲かぃ、レ  

ー琶蔓り占耳ふ¢匡噂っ蕗執こ直通して，入時臥ヂラゴ、て友㌧トよ′、レノ皆呈再曙逐  

年日柄と丁ゝ「モミ好けJ′アL月灯tT一叫風とLて手はしたうで射。   

その一席守丁てき付ナ」は川冒白人確聞伺軌温l雄っ久す初号掬ぃこ東行礪サ′ ム  

目貫K岨ホ、ら佃触（、一夜∫00¢坤㌢も破し久‘   

ニ中城給摺せ徹り才⊥う壇的であ7たL号的鋼線塊巳   

1．各凱腋】柵血圧射玖も   

え、餓軸Kあ、ノr3嘩在碑・妃上叫り励麦   

∂．乳量向愛内払追捕√丁）潔断紛仲ち、㌻d、乳友  

一甘えかLこ直球叫っつみノ′よkチエう日釣であ3対賢胤プラガマ欄地価、よベー蕗を  

呵隻句竣碑石絶叫古経緯され柏ウノ扱い－くつか、力如すべ、ミ観瑚錆凍力漕ら作て  

い3。「ミきゃごけ」lt卵皇も入線凧呵軌＆上ら克行し′賂和い年う汽l＝－こl‡ハ  

レ一郎刃棉町㈲鮒7po柵▲て蕗皿11子息で郎。   

こ勺ゞうrr「ミミボけ」り成功うみしらみけて′？L月ⅣET一月はいよいよ躍如  

らロ年冨鰐17月、り一3S正一ユキ稗l⊂よ川エげられi。？LAトlモ丁－A再軋  

判り主日和まっkそライてンアルファ線し＝Iし斉）いり長′左肘称こよヽ′、レー  

粥叫凍って畑取扱とノ村暴風lヤみどび、フ祓っ「・fりイオン・射川柳帰り′  

コて十王朽′新中礫碕拍糊しょぅりぅもりであ1．   

＝れらの日舶鴫け一拍のに′アL錮∈Tイlは′、し一考号の液〔荊あのlロロ  

す竹山円lこ涛止Tl＝ヒ与自碍tして打エ叶う小1一   

緒和い年∂員10Bにけハレー琶宅少ゞ食逸周t血軋（酔え旦血乱）す1クJ■′ ニウ  

い萌綾に∨モ年月－1′V巳年A－ま′下し月山∈T－Aノ ミさか叩′缶10TT  

O′ 工C亡q b時々轍〆碑かt■ハレ一撃旦l．こ蕗蛙L′ミiで雪花観執盲行う。これ  

ら欄耶毒草甘同陣場咤融為鰍判1月C卑官盈∫てÅ町こ顔良川．ハレ一智もりえ  

後場晒しょうとす且射司轡か威卑拍車紳lて’絢す｝ニいこ巧うう∂  
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繰  

1） ミ  ッ   シ  ョ   ニ／  

l．まえか（、き   

汰く知られてい吉よラ■ご′ノ、レー菅生は盲くク、ら丸竜一て乞つ衰軋ボ妃殊叫て－き  

巨大滴嘗であって，1ドヒンr・′、レ一打そ中間期七省凰してノフナ♂～9年り生  

乳包子与しモえし⊂それ本尊絶ミれてク、らそれ鳥が汀サられk習堅てノほゞ7‘年み一て入  

掛く蕗吐Ti．和如成し取l？10年一ては人そをl∫0庵〃hたって岬d■た長大甘  

尾ボ線香さ帆たば’りで作くノ杷か乞り几≒碑伊フ穴ので世ウヤーこさ王ご主なエピ  

ソード中里ん昆、掛よ相見であ・1。えー1q曾』卑り及戊り階う軌血輔周ヒ軍持ク．  

劾緑木餌場串、う邑て爪繰の克り帥て托3ので池上き、与り韓紳な紗町よ留机い  

わヾ．和宣のわ晰）れlこは字句戚軸坤ぃう師付与軸（あク′ま坤姥碕「吉他動技術  

も和司い古根lこ托ら叫号数且していiので′風向で御lてい髄刺舛企風ミれ久   

働に′、レー・テンナーレ時宜れ亘、掩えしたN〈うAり喜一よネ乍・こして托巧してし  

i7机ごノモS月ノ1SAS，tNT印C05MOSれ相硬いで、ノ、レー鸞里穂斬†  

風辱a肴し′食強に…SAも旭巧8鶴で紘1こ持上′でられていた曙々撒1SEE－3  

（伎，こ1こEヒ扶縁）ち乏確軌鼠官女えして㌃ヤコビL・じ、ンヤー 習邑早観潮しk緑  

ハレー智邑、こ恥仁l毛↑色毎也わー二と∴Kllっ「k 

＝乃よう－こ叫り専有御母乃っ陀ちノ敏タく匁塊＝琶呈り■fで特K／、し一撃皇tこ  

向・丁ミせた夜曲はス・よそ硬巧ようによと乃うれ3であうう。   

背1・こ′′、し一智呈は離郎（え00年沈下の智呈っlドは最も見化してし、互いもの  

の一フで，大きい急務巧高いコマ′70ラズ、て句Åヒ㌢ストり尺ノ蔵相摘す傾打い  

びい7ト楓象旬どの 替星kし1の三富勧ウすべてダ三舌護／て虫硯す3チヒがヤ動でさ！ J  

撃与であ‡ニヒ。   

嘗ユド，軌逢ゎ（干く知られてい葛誓隻句、干で鴫も㈲許で′か牒組ヤ刺餌、  

他沌何卵堅りや＝00緒も人ミレこヒb  
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芳Jlこ、抗即l？LO年9免租舟lても入組根は地上観利暦軌’敬わ、ルて入せりデー  

タカぐ縁られていiうで′ケ拘りデー′と比乾岬東すユニヒしてよウ芦く巧御母竹成果  

が朝練与れもこと血キで■あ3．そ■れでばノ、し一守亀とはどぅ徳化痛且bもつと月んう  

此てV・ユりであうラク＼。  

ヱ．ノ、レ一撃皇うもデ′レ   

ニれよでハい智堅や叱り雀覧も観利＝こ揮発hウ′みよそ竣り確旬モデ、叫ヾ、射  

ら此ていl∂（p・k・Yそ川尻nタノl『含j）   

管呈は通年入れてノ承ノコマ′足っjっ句句小声、ら亘って、、3。或は沌神官（  

タ、tスト）が政人し丁こ瓦経綽∫にmの氷う塊で▲′き）4日与信い周期ご棒Lて＼13グ手な  

背与は10tlも≠稗如、あー。   
＝q鹿わヾ’入終に攻才lて終止すiとノ入時り鴨折鶴っ次の7k各列－ダフトセ作って鞋発  

し顧問呵K続タごク，コマと舶、れも武鑑り碑浄明＝ス坤七貯各所す｝。外剛蕗岨で  

も入時わ、らり距恥（占パリ（1AUけ人格とが轟1り千両紬′針＝，rイもK刊）に血  

すIhた碩（lq冒千句lロ昌）かうコマかご斧壬し睦めたニヒ〆妃上司官立経で級動ミ  

れて∨、3 

日生0十hト→H十OH  ＿ rl十hU一→H†十8  

0H十kv一う，8十lJ  Hユ0十んソ→H且0十十色  

0十ルーづ・C十巳  CH十hソ→OH十十巳  

Tiビ、のえ解馳′絶食絶息やノイオン分㌢ゑん木虻有すふ。二れうフk旦丸笹揖の昂｝  

′分‡′イオンの他－こ′ ブ、ストかち枚阜されlミ象王－い茶侃‡ノ合ナノイオンいて  

り■トこ合よれさ。   

プては碑コてぃト句コマしこ分けら叫メ輯p⊃てけl♂KⅥ続如人写さ㌔もち′  

廠の卵川渾匪り稀薄kカ‖ス咋で克・されていid二仁てヘヤ1′千帖ガスり一郎左入吟  

風プラス、一之の†ドも如ヾ、1ゎで′入P暴風ゃり。bトンと今夜狩吏接lこぃても宮勧J、  

生す、さ。え電線でノ締出皇－こよってノ主じなりンヒ卑i摩りト句ってりl千・こ7。うズ、てセ  

両し，八潮軋7。ラゴーz巨利旦咋呵Lて如、ら10ノ）ユβ万に佃勾あたりに軒尾花七  

脅もミせ）。   

ってりてうイオンわ†八幡胤に叛王領れ3とヤp色中尾しアラでて．の見）硝併し  

′′干壮齢ふ寸ヤダストは入ア歩哨紆圧で離れてウP亡一皿り良しダスト句風）もゃ  

ぺ1、．、  

・‾オノ†糎埼雁‡は戎敬してコマ功しか）′⊂血イi10γK叩Kも及′L’匡入帥青ノ吏と  

住1。こり庸曾は′■人P多放細り′千つ碕ラ1マン7ル7F維し1え＝パ）セ妾鳴  

徹れすまぅで′二勺躇長句えで観朝Tれば哺｝く率いて軋Lム考であふ．  
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3．？L月N∈T一月り観測日約   

γL月NET一月には，観剖粗として長生管叶勅竜粍逢しUYエ）とノÅ略風諷  

刺敬呈しESア）か†確萄ミi】tてい1。こりうち∪∨い捕碩で適1・たハレー智冬木玖  

の別に大きく統＝′摘要の窄も綿痛風粒岬緑地に観測すいヒセβ鶴しして  

い1。リViはフにキライてンアルフ戸綿に試じ、l埴生思七持っ矢績喰敬置丁言乃で′共  

鳴如しミ机た）k寺ライてンア・レファ絶にといk昂ノ吏う徳もトらえもこい＼てさ｝。苗  

場で心、kようlこ．畝からのHlOり温ノ驚ノ Hぇ0わ、らりHり傍観ノ伸こよ1水音ラうて  

ンTlしファ札巧射皇敢軋のイすれ巧過粗も人格えり経度・て伏うターlして呈でぅとろえ1ヒ、  

入略軋1械夜は入港♪＼ち撃を盲で最巨縫うユ苦－て良如け盲ク、ウノこり此経「製綿で  

あiいうの壮奇骨巧盛漉巧沌釘よ．粗h近似で・鶉巨如躇・て如叫す＝ろんら  

れl。   

Uv上け．？L′川ET－βわ（、ノ、し一望蔓に竜蕗止すユ輯とり敏ナ丹前ク、ち薇侃≒  

間岬し′斬呑吐7机す能Tま略り樹え韓を申子足であうりt、，そりF盲未年解印すれ・よ、  

上言いよう叛t卜しが且L…カ＼どうか、〆叩椚い等であ∂。   

EsPは才了上小机い日韓主てp、ら太陽軋アラでぞ′干り丘イオンとノを‡句観剰セ  

てうーい、ノもり1ネ再、一余年ヒ軋むす｝。ハし一朗・二軸虹㌻脾こは，瑚暴風7D  

うでて・千l扱＼した粥和郎りうオン机†叫さ机∋引地ヾ、句ンノikヤ」…  

ET一陣準如沌両旭し取払ふ・二はそり雪恥甘け史一こ塚ま1。PL月付亡丁一月  

レ、し一醜q紳古座凡・繊細≒には約りOKmカe。であiぅでノエネル十分竹  
ポ精君タ、う碑巧守q智号令キ竹丁もニヒ声ヾ、でさゝニいて持｝。   

ニqように？L月U巨T⊥Rは軌卦こ守ってp、ら長執句にノn七って触町新町い  

。ニう且で′斬を丘吟・親刈1罠′干して弓〒う守一oTTCのミ、ンしっンヒ？日付E  

T一月巧トソしランはえうく貫、てい）。   

4、し寸ご  

各層つノ、し一撃星章組脚恒ノ刹妄h苑軸坤こよ摘む馴ヒ′l申）〔工訂汀伸t－、抑止  

恥劇り し品十LL）の細域下相丹巨状上敏郎桝協力して温めら叶う。そ肌いれ  

り紳いよ′ハし一撃旦う呼称嵐りケしす、っ旦っ反面欄柵朋飢tしてレへつっで′や  

ぁ、てこり、らり敵叫域恥し′ノまt弟ち仙・ざノハし一朝り令柵欄叶叫ってつ  

人き†£前払¢（虹られ1であうう。叫UndtのγL月～「ET一月も乞q一翼七建って…  

－りで′ニつミ、フしラン痛∇蝿・こ壇曙し敬いと贋フていま。   

二のノトえ㌔終いてあたソ′ニれまで？L川モT一月計如臭か患ヵミれ攻守亀  

坪左折戦え扱り阜ば「rり盲旦ヵヒ克行かこ跨lへ軟毛ヒ軸もや左します。  

手旬御母隼斬†咋蕗竜也   
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ユ：2） シ  ニス  うこ  ム  言塗  言十  

PLANE T－A／MS－T5の開発は、昭和54年度に行われたミッション解析および概念設計に塞   

き、昭和55年6月3日第1回設計会議により正式に開始された。P L．qN E T－＿へ計画としては、試験   

探査機MS－T5とハレー彗星探査横PLANET－Aの2概を同－プロジェクトとし］て、搭載ざれろ観   

測機器及びそれらに付随した若干の部分を除いて殆んど同一設計で進めることとした。探査機の設計検討   

は、培造、電源、通信、制御等々各サブシステム毎にワーキング・クループで行ない、システム設計グルー   

プで調整の上、設計会議で報告、決定するという形式で進められた。  

昭和57年度に両探査機共通のブロトモデルが完成、振動試験、熟真空試験等の各種環境試験を含む縫   

合試験結果をフィードバ、ソクしてフライトモデルの設計が実施きれた。昭和59年度に完成したP LAN   

ET－Aのフライトモデル乙まト′TS－T5（さきがけ）打上げ直後の昭和60年1月28日より相模原キ十   

ンバスで総合試験か開始され、7月までの約半年間を貴して機械的・電気的な全てのチェックを完‾アした。   

以下に探査機P LANE T一入のシステム概要について述べる。P LANE T－Aほハレー彗星の水素   

コマの紫外線写真撮像と太陽風の7●ラズマ担う∴観測を目的としたものでろり、昭柑60年8月、鹿児島宰   

領空間観測所（Ⅰ（S（二）から、M－3SⅢ－2号俄によって打上けられ、太陽を回る軌道を約半年間・飛行   

した後、昭和61年3月上旬にハし一望星に約20万kmまで接近することが予㌧毒されている。   

P LAN E T－Aの主目的である撼俊という面から考えると∴招査機が高速でスピンしていることば好   

ましくない。一方探査機を3軸制御方式とすることは、重畳、熟設計、制御を初めとすろ運用上の問題揖   

いづれからも得策でないという結論が得られた。その結果、探査機の基本システムとしノて以下の方式が選   

ばれた。即ち探査機の姿勢安定は基本的には探査機本体のスピンによる方式とすろ。打上け時約2rpミ、の   

スピンは、キックモーター切離し′後直ちに30rpmに減速され、太陽捕捉制御（スピン軸と太陽方向との   

成す角e＄ を900 へ）を行って、探査横側面に貼られた太陽電池からの電力を確保すると共に地球にア   

ンテナが向く姿勢をとる。MS－T5に於いては安全を見て第2パスで行った約6rpl［へのスピンダウン   

をPLANET－Aでは第lバスに行って、スタースキャナーを用いた姿勢決定を可能にすろ。以後巡航   

状態ではこの約6rpmのスピンを保持し、速度修正及び姿勢制御にはヒドラジンを燃料とした6基のガス   

ジェット共産（RCS）を用いる。地球局との通悟には主として膵査機上郎に搭載したオフセット・‘パラ   

ボラ型のメカニカル・デスバン・アンテナを使用し、これをスピンに影響きれす‘に地球を指向させる方式   

とする。紫外接提俊装置（UVI）によるハレー彗星掘像時にはスピンを0．2l・Pm まで減速させ、この  
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間姿勢はモーメンタム・ホイールを約2000rpmで回転させ安定化をはかる。掘像にはUVカメラの〔   

C［〉面上の画像をスピンに同期させてシフトし、約1秒間蓄積する方式を採用している。  

以下にPLANET－Aの総合的諸元、性能、機器配置等を示す。  

固  I PLANET－A （丁＝1985．8．17） 軌道団  
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団  2  PLANET－A 外 臨 団  

図  3  ナステ▲ブロック国  
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B］ 4 PLANET－A 母語配置（1／3）L  
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詞  4 PLANET－A 桜等配置（プラtlトホー上面）（2／3）  
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回 4 PLANET－A機器配置（フラット六一下面）（3／3）  
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衛星乾煉重量  129．8 柏  

重   量  RC白燃料  9．9 kg  

合  計  139．7 辱   

RCS燃料9．9k9  

重心位置  

J二‾ヒ完面   

IY ＝21・Okg・m  

Ip ＝22・8k9・m  

IR＝32・Okg・m  

慣性モーメント  

oRCS燃料は・9・9k9・デスバンス乱ホイー  

ルロータ部を含む借である。  

0デスノくソス部惧性モーメソト＝0．20kg・〟  

0ホイー几′ロータ部  〝  ＝0．0953k夢・ガ   
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表 2  総合諸元  

項  目   諸  元   傭  考   

1．ミ ッミ′ ヨ：／   0ハレー彗星の紫外領域ての写真掘影  

○太陽風ブラズ▼観測   

之 ミ ッションライフ  （ハレー彗星との最接近は1986年3月の予定）  

3．軌  道   （1）打上げ日  1985年8月   

（2）軌  道   図  1  

4．打上げロケット   M－3日Ⅱ 2号機  

5．システム全般  州 外  観 1■4m声×0・7mの円筒型   図一一 2  

12） γステムブロ ック図   図3  
（3）搭載機器一覧及び重量  

刷ロケットイン∵ターフ工イス  

ロケγト忙組込まれた探査機の状態  図5  

（5）搭載機器配置   図一‘ 4  

（引：質量特性   表 1  

け）スピン方向  

KM接続部から見てCW（時計方向）   

6．熟制御系   （1）制御方式 ○サーマルルーバ忙よる能動制御  

0ヴァクシーヨンコントロール系の 

配管等はヒータによる制御  

（2）温度予測   
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項   目 諸  元 備  考   

7．電源系  

7．1太陽電池  （1）方  式  ボディマウント   

（SC－P）  

打上げ初期（βs＝900）  

BUS 20V  68W  

BUS23，5V  79W  

（3）素子  

1400枚  2×6 d        2×2c戎 336枚  
0タイプBSFR  コングクティ ブ  

0カバーガラス ヒューズドッリカ  コーティングは行  

（溶融石英）0．1昆nmt  わなレ㍉  

0変換劾室 12．9帝以上  

7．2蓄電池   

（BAT）  

（3）充電制御  ハイレート充電／トリクル充電  

7．3電力制御器   

（PCU）  面 上限制御電圧 24V  

（3）最大シャント電力  

（4）充電電流 H川H；1／2C以下，LOW；1／50C  
（ノミナル）   
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項  目   諸  元  備  考   

7．4  コンノミ－ク   （‖ 入力電圧  ＋16V一－＋24V  

（CN．Ⅴ）  

CNV－A  

出力電圧  電圧変動範囲  雑 音  リップル  負荷容量  

＋15 V  ＋14．5－＋15．3  1∝hⅣpp  50ITⅣpp  2．14A  

＋12 V  十11．7、＋12．4  〝   〝  2．O A  

－12V  －11・7・－12・4l〝  〝  0．8 A  

十 5V  ＋ 4．7、」－ 5．3  〝   〝  1．5 A  

－ 5 V  － 4．7一－－ 5．3  〝   〝  1．O A  

CNV－B  

出力電圧  電圧変動儲贋  雑 音  リップル負荷容量  

＋28V  ＋26．9、■－29．1  1∝hVpp  5qlⅣpp l．5A  

（3）発振周波数  30KHz±20節  

7．5電流センサ  

（2）BAで充放電電流 ⊥2．5－2．5A 3，0一－0V  

（3）負荷電流  0～6A O－3． 

7．6イク■ナイメ  
電源  
（2）入力層圧  ＋17一－＋24V  

（IO－PS）  
（3）静電容量  330〟F  

（4）充電時定数・0．5砂  

7．7電力解析   略  

（2）運用モード別消費電力  略・   
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項  目   諸  元   備  考   

8．通信系  

8．1Sバンド受  （‖ 受信周波数  2．1 GHz帯   SBR－A，B   

受信機  i2）復調方式  PC入1－PSK－PM（コマソト●）   2台搭載   

（SBR，）  Tone－PM（レンジノダ）  変調度  

（3）サブキャリ7周波数 512Hz（コマンド）   サ7■キャリア  

（4）入力レベル  ー140dBm～一60d8m   レンジング  

（5）帯域幅  1．5MHヱ（レン′ジニ／ク）   ‥・0．6rad  

8．2Sバンド送信機                               （1）送信間政教  2．2 0Hz帯   

（TMS）  （2）送信電力  5W／70mW切換  

（3）変調方式  

テレトタ＼2048b？S…憲二吉二 
psK  

128bps…・・・NRZ－1－  データレTトは  

0加爪℃瓜UTIO  

NRZ－S－  64bps （コンポリューショナル  コ丁ド） l 
レンジングーTONE   

l  

（4）サブキャリア  

テ レメーク  2048bps……  8192Hz   

128bps …‥・ 8192Hz  

15）変調度   

テレメ‾メ8 

＼：：；ごご∴： 

レンジング…………・＝………  0且 rad  

（1）型  式  無指向性クロスダイポール  

（2）利  得  一視Bi以上（±860コーン内）  

＋5dBi（ピーク）   

（3）偏  波  右旋円偏波  

8．3 カ・ムニアンテナ  

（LGA）  
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項  目   諸  元   備  考   

8．4 中利得アンテナ  （1）型式 3段コルニア7レー  

．（MGA）  

rO・5d8i■以上（±160内）  

（3）偏波 直  線  

8・5高利得デスパン   

7ンテ  
（2）利得 （受信）＋21．5d8imax  

（HOA）  
（送信）＋23．1dBimaX  

ぃずれも±50コーン上にて別Bd。Wn  

（3）偏波 右旋円偏波  

8．6亡【－メリー                （1）チャンネル数  ′1ch  

ジョイント  
（2）周 波 数  2．1、2，3GHz  

（RJ）・  
（3）通 過 電 力  5W  

（4IVSWR  l．2以下  

8．7回感設計  （1）DOWN】」NK（UDSC）   

（Sノくンド）   LGA・・・＝………・∴…‥川……．．．．．．  

MGA ……………………・…‥‥‥‥  

HOA ＝‥……‥‥・…・・・…………，，．  

（2）bpIJIⅣK（Ul）SC）  
呵  

⊥GA ＝‥・‥‥…………‥…．………  

MOA …………………………‥．…  

HOA …‥・……‥＝‥…………‥‖．．   
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項  目   諸  元   備  考   

9．打上げタイマー  （1）機能 2段目タイマーエりスタート信号をうけ   

（EPで－SA）   IG系ゾーケンス信号を出力する。  

t2）制御項巳と設定秒曙  

設定秒時項  目   備 考  

Y十 0 月；アT－SA一スタート  Ⅹ＋246  

Y＋ 2  YSA→P3mode  

Y十 3 M3B点火  

Y＋110 P 3一→PKMmode  P3用PS－OftF  

Y十115 M3B分離  

Y＋117 PKM点火  

Y十250 PKM・・→YSA mode  PKM用PS－OFF  

Y＋252 PKM分・譲  

Y＋255l臥PT－SA－ストッブ  

（3）出力抄時偏1秒  

（4）パックアップ電源  

（5）T凡／Sl）コネククイン′ターフェイス…‥‥‥…   吼  

10．コマン■ド及び  路・  

データ処理系  

10，1コマニ／ド   

デコーダ  
DPUへ送出する。  

（CMt））     【2）入力信号形式  

PCM（PN）－PSK  

（3） コマンドコードのビットレート  

16bps  

（4） コマニ′ド送信コードフォーマット…‥・‥…・…   鴫・  
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備  考  諸  元  項  目  

（1）機能 0コマンド信号の各機器への出力0  

0プログラムコマンド忙よる自動管制  

信号の出力  

0データ編集  

0撰測その他に必要なメイミンク信号  

の出力。   

12）コマンド項目（リアルタイム）  

○ディスクリートコマンド項目  

224項目max  

oブロ ックコマンド項目  

8bit／／項日  

（3）コマニ／ド（リア几′タイム）出力方法  

0ディスクリユトコマンド1項目の  

NO－CH月CKでの乗行  

0ディスクリートコマンド1項目の  

CHECK（テレメータで確認）後の実  

行。  

0ディスクリートコマンド1～15項目  

のCHECK後の実行。  

0ブロックコマン′ド1項目（8bit）の  

10，2 データプロ  

セッ1′／ク  

エ・ニ ット  

（DPU）  

CIil∃CX後の英行。  

＜注＞ リアルタイムといってもコマシ′ドが届く  

は1AUで約8．3分かかる。  

（4）プログラム 

（5）ブ 

128秒／512秒／2048秒  

（6）プログラムコマンド制御時間（（5）×256）  

9．1時間／36．4時間／6．0日  
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項  目   諸  元   備  考   

17）ビットレート 2048／64bps（データ忙対して  

ただし，64bpsはコンポリューシ′ヨナル  

コードに変換するためテレメークの送信レ  

－トは128bpsである。  

18） ワード長  8bit／word  

（9I 7レーム長   128word／frame  

uo） メイン7レーム長 256frame．／1Ⅷin frame  

仙 フレーム同期  3W（FAf1320）  

仏力 メインフレーム同期 FI  

丑3） データフォーマット  

5モード（観測）  

2モード（RAM照合）  

Ml／レ1変換時間 138／Jsec  

咽・ん／℃変換出力 8bit  

吐6）」レ旬変換精度 土0・8鱒以下  

（入力信号4．5Iiz以下に対して）  

川 PCM出力信号  

2048bps PCM（NRエーL－NRZ－S）  

128bps PCM（NRZ－L－NRZ－S－  
CONVOLUTION）  

10．3 データレコーダ                                                                                         （1）型  式  磁気バブルメモリ   

（R）  （2）記憶容量  1Mbit（256KbitX4）  1024F   

（3）記録時間  8分32砂（2048bps時）  

4．55時間（64bps時）  

（4）再生時間  4．55分男（64bps時）  

8分32秒（2048bps時）  

10．4ハウ子  （1）測定項目数 64項目   
キーピング  

（2）軌道項目と物理盈換算式 …………・・……・・‥  路  

（HK）  
（3）構休閑係温度センサ貼付位匿 ‥・……・・……・   崎、   
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項  目   諸  元   備  

11．姿勢計測系  （‖視野角 精分解絶 

11．1サン・ヒンサ  
てAz方向 00  
El方向 士50   

（SAS）  紛鞘＼Az方向 00  

El方向A－380～＋抑  

B＋400一－－・・・・8㌘  

（2）分 解能 稽   ±■0．0250 00  

粗   土0．50  

（3）検出素子  

（4）出力データ 租一 7bitクレイコード  

精一 アナログ 2ch  

11．2スタースキャナー  Aスリット：スピン軸と並行  

（1）視野 角  El＝200 
（STS）  Bチリット：スピン軸と200  

（2）視野中心とスピン軸とのオフセット角140  

（3）形  式 Ⅴスリ ット  

（4）検出素子 シリ コンフォトダイオード  

（5）■出力データ アナログ   

12．軌道．姿勢   （1）機  能0リ7クションコントロールジェッ   

制御系   トによるスピンレート，ス豆ン軸  

制御及び軌道修正。  

0モーメンタムホイーノレにエるスビ  

ン制御  

t2） スピンレート  

打上げ時…‥・‥・120rpm  

自動太陽捕捉時・‥‥‥…… 打上げ直後のみ  

時……………  6rpm   
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項  目  諸  元  備  

（1）機  能0ジェットスラスタの制御  

○ホイールのレート制御  

0姿勢データの計測  

0姿勢関係のヒータ制御   

12） ジェットスラスタ制御  

噴射位相設定精度 …・・・・・・……・0．0880  

′′  範囲 …………… 0－3600  

噴射幅設定精度 ………………0．OS80  

〝  董囲・・・……………  0～360Q  

くり返し回数設定菰囲 ………… 0－1023回   

（3）ホイールのレート制御  

範囲：2000土300 rpm  

設定精度：0．954〟sec（0．064rpm）  

（4）姿勢データの計測  

0スピン同期計測  

HTSpin時（6rpm）0．244msec／bit  

IJ－Spin時（0＿2rp叩）7．8125msec／bit  

Oスターセンサ信号忙エるスターパルスのサ  

ン∴パルスからの遅れ時間と強度の計測  

時間計測精度 7．8msec  

時間計測範眉l（ト511sec（0．117rpm）  

計測スターパルス個数 8個X2一スリ ット  

12．1軌道，姿勢  

制御回路  

（ACEユ）  

サ／パルス基準  

（1）角：運動量  20N msec   

12）回 転数  2000±300rpm   

13）形  式  DCブラシレスサーボモータ  

（4）ロータ慣性能率 0．0953 kクガ  

12，2 ホイ ーノレ  
ドライバ  

（WDE）  

キーメ／クム  

ホイール  

（MWA）  
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項  目   諸  元   備  

12，3リ7クシ′ヨニ／  （1）スラスタ配置  

コント ローノレ   アキシャルノニット・・・・・‥－  2ケ各3N   

（RCS）  キヤンティトてジェット‥川…・ 4ケ各3N  

（2）ジェット燃料 ヒドラジン 10kg  

1：三．1ニューテーi′ヨン          （1）形 式 シリコンオイル封入塵円環ダ／ノさ  

ダンパ  

（Nt））   

13．デスノペン制御系  

13．1デスパン  （1）デスパンアンテナ制御可能スピンレート  
制御回路  

‘4・－8 rpm， 0ユーー0．5rpm  
（DCEi）  

（2）デスバン7ソテナ指向角度設定精度0・70  

（3）制御信号精度  0．0880  

（4）二7dクラム制御 0．08ツsec－0．ど／day  

（5）角度デー久精度 0．0880（6rpm時） 

0．0880（0．2rpm時）  

（6）二スピン周期計測  

精  度  7．8msec  

範  囲  0～511sec（0．117rpm）  

13．2デスンくγモータ  DCブラシレスモータ  

（ADM）  16   

モータ  
ドライバ  

（Ml）豆）   
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項  巳  諸  冗   備  行  

1も 覇 測 宗   （1）観測目的  

14．1ハレー彗星   彗星の水素コマの水煮ライマンα倭の損傷   

Ulr撮儒装置  は）観測装置わ概要   

（UVI）  ・イメージ検出部……イメージイ／テンシファイア‾  

（マイクロチャネルプレート  

内蔵）  

2次元CCI）  

・内蔵マイクロコンピュータ……CMOS（8bit）  

・高圧電源  

14．2太陽風  （1）観測日的  

観測装置   太陽風ブラズマの荷電粒子の観測   

（ESP）  （2）観測装置の概要  

微分型静電アナライザー（2700球塾）  

マルチチャンネルプレート  

14．3 

計測蓑眉  

（INS）  
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1． 純  絹Il  横  着諸  

1． 1 真空紫クt】腐茎イヌ象謹宅f室生 （TJV I）  

金口1 」   

J＿ 叔普→   

／タ〝－〟斗・こ連峰TJ′＼レ一昔星の辟盈l封呑ク乙（て打エすが行舶td・  

花月碓「小こ膵租叫∂礪（α物けわ々Jん㌍√・夙†〟〆ヱと喝j乙）オ・  

彗鮎蝉1鳩打j付物と々C♂〝4（7Kま華）硝酸イ〔の戯珊・lと・肥媒  

酌軋ミ粗lてβ岳首倣射K文革（伝∂Cの几d）確軒更叫、、花ルアトJ’  

兇臆エかう椚。d、．乃イ昨「小つ′＼レ一考皇帝藤直町、ごオきサjプK景草成風やり  

碗郎■せ・水ま畢り発射場みり蜘1丸＝†う。こつ厳‡J働如痛いて、水ま草  

り林産と射ム、－こl．てつ鷹坤席錦町丁∂辛か、〃〟－こ奇才う如i／こ∂  

ミ・7レヨンである．   

水素尊lさ入懲り∠′－∝（叛息／ノ′Jノ）え沌鰯Lさイて疎く應・緑育膵亙か、  

可隠とねる．〃仏ま、凰蝉寸象り卿粧ふ｛て．波長′J／ん十紺色・こ壌人丸友と  

有TJ哀史祭れた如次元棚登とlた。〃〝て▲、り薇象－こ豪、、てlま．乃〟好ケ〟  

つ各軸1附こスピン令息忙方‾八と絃和た呵値上，神体り醜lこ摺って私生Tj像つ  

ル細心Tj危轟がある。三の力貞む乙、凍像の、枇と倍｛て泉社T古か、  

触螺子とlて佼析け∂ユ次尼CCD（軸漆ナ）を．瑚一っ亀ぬもか首糊  

ミイ7こ触級t一騎す3窄鮒キと斬姐風私卜廉恥否。L／〝・‡  

ハードウエア‘りtこ船齢・漉食中∈利払紆乱として有Tj・マイ／ロコン亡㌧一ノー  

システムこ鴫丁ヰかへ妹る。このマイ7ロコンでエリーシス子らは、予の  

地味⊥？局（UDざC）カーう乃パルFトイ・こ卑俺さ肌合瑚僻に徒、、・憤次に  

柵行と行、、・風位慮及としてつ叔象年と脚7し血像ナ、一／つ碑と行う。  

血俊ず一／・J・敬軋さ机たモートミ対ふ丁占地理と経て．村上のデー／レコーダー  

へ永わそ肌5∴   

U〝り姉＼レ一書星衆知姉は＿方刑〃1・′ルー眉星¢瀦経線っ  
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涙腺かう、一み／胱柱′バ胸句かう掛斗月泉虹と予赴かれる。L／〝と一心二の  

動和Ⅴ、潮、】巨歩痺良く行うみこ、ハレー彗星りj神政宋乙醤吟とlた却下モイ  

印ギ、渡来之イ已j姐tてある．このモー「下でり朗に古か＼レー普邑於丸後、  

U〝の葡イモ乙健刺乙イーニゼ碑へ．血象デー′り綿を行う。〃〝・こよ占虚像  

聯繕ば、軒工つデリレコーダー会食・こよって・上恥、租刺され舟象デーノ・こ  

対↑j属嶺処断行った埼合で£．／句碑ま（希う机うりは・桝∂シーソ観  

てあ3。水素華ゃで兢尊句碑サつ汎隠lこ禄、、てば、デー／か血玖叶取払をこる  

永紅世才（か烏、救レぺ 呵鍬師◆珊久・こ豊丘れデーノレコゾー愈登  

による判㈲き座す・沸、軋り娩性乙鹿款丁錦咋そ一ト、と髄lた。（ノルま・  

ハレー豊軸－こ．このそ一「已起動さイて．せ各項髄恥≠拠すj耳にねる。   

／タ〝一ガ‘斗相棒に隠しし′＼レ一書蔓触lと銅ひとlて打ヒ恒爪j  

界吏衝心乃イ〝r「〟の他こ・”ざ′b肋′′′′′物－′J一ノ”ヵ鳩ブ・こり他こd  

入ペースシャトレによ3〟∫7牙クイ計如一子えき武て点さ。史ド、ロケ・7卜  

隻戯臣卦こよ5潮即行せ机・ニれ的触トよ余て・J〝〝（ムね′鶴漬、伽〃／  

似り鵬血車中灘摘軋（紬叫喚師．いプ・こよ占  

虹脚叶主と【て板¢液止錬り魂泉lこ句けう机る為、水東華御車行j可隠岐  

か一あるり・才、リレヱ盲酎丁ば、荊わ〟占用♂－／計血と可・7卜こ髄ミ心事∫こ  

舶。象って＿醸呈丸正已と3乃〟甘r〟カ、うり観抑J、だ成均皿でり触－】こ  

印＝∴水ま華りJ沢棚恥こ－訂不可欠で如と丸こ・ハレー彗星Å卑グ湛旬  

と水素単とり檻蛙に怠、、てつ布津兼且っエで、音容7J㈲与ぇ舟ヰとね占。  

昭攣所沌甘／タ7痛感い粗描′こ勘魚エ、小米つ句やlこ射ての水素単級削  
が、′＼レ一書里触t快エでの触り恥とd3享は▲巌りて患阜ぼ、、。  

プ・銅む及び、蟻   

0抑2によ∂脅♂一品わー〝ゐ〃如蕃象り巌朝潮朝・げ  

き矩威斡こ瓦経／〆励と題ヤぼ∠′仰〃〃一αつ′l、u一車軸りて働、1三船後・  

βe〝ピrと．／わカク〟作れル如己郵貯、、て擁凍l．た彗蔓lこ畑て行ば机7ミ  
哀史新米鮎帖、、研仰ぎ藤娘入ノ’、v一れ私鼠◆lて郎争、感わ川7こ。  
欄棚絢γ－頼り㈱1こよる、この／、、¢一叫離・、とりあかソ・こ秘  

すjサルぴe几G〝ク（水煮華）が彪鼠lて郎亨つ馳であ孟。一甘・二柵  

の蕃星に患、lてり鮒棚、lカ、う、川見の鹿、、歌肘（液良J∂タ♂〟）あ母衣丁る  

耳呵うかlこわ札た。ニ机各軸・序か与・尊皇顕すり水仙β）碑ム〈雉、  

粉町て・〃と鋤〈鱗ミ距亨オ〈索郎爪、翫和射りi錮柚て  

丑♂の借確か求心射れ′ヰこ′Jる  
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亮♂の光軸臥こよj〟餌生卑こ於、、てlま、大々、風和J超勤ち声′げ一旦  

恥㌢ナ5過勤瀦、l桝解l．ふ嘩雪山生年ヽつキ坤、ま、頗・こ線  

lてβる。心室毎裾〃は・彗勤如、j扮、、て7K碑モ形吋咋－こ′Jる択  

均々り〃は．ノ㈱りプロレとり食滞兵康．〟つ戯醜茸勧構Lこよ，て．  

前掛て行く。私ウてt噸華り虎欽、如サ常々略す、彪♂り彗塗厳かうり  

衡ヰ．／ナっ鹸飾点び、〃e拗已、こよって粗ヨ机る．こ机射水韓の  

軸と舶ブ∂パテ〆一／一心卓宴珊瑚（R。）舶・胸板グ渦畝とlて  
βへる軒瓶である。爛蛎崎に発見すj、水素畢勅り、彗星首輪に  
患、、てd・取扱利根／紘一こんⅣ亜御飯デ岬濾てj爪て虐j∂り占あき。  

良し下ろ＿食掛こげ．鰯、持球と飾ウモデIレ￥の相直、称こ．血判■む融姉像でつ  

下適各棟lこ薇†3価否淋漣瑚朋、洋、今攻つ軒ぁこ無恥㊨妙音タ、、。史、こ＿  

触・ジェットと斬訳る、彗星如、う瑚馳せ銅線Lこ恥が牽亡j机て如か∴  

このj嫁り考量鮭如こ与へ孟イパルこ私、lて－～．刺す減剋鴫卜隠師  

如5村か碩息lて濃く′ム車か璃5。．こ巧液7ょう陳かう見て、、そり句碑かへ翻】  

さ礼且・東／触接細部矩弟るハレ孝針潤して湖そ机城即よ、掛り  

河ぬこ粁す∂、斬る雁払こ簡シず．今後〆新蝕且lこ糾・ヰ尊′よケ隠りと撤  

す坤と′ょうう。   
ハレー彗勤壊華棚注主人さミ、ソションとす∂〟〝は、称＼レ一書藍  

勧哺駆lて．一ふ／叫／／碑弼－㌔Jサケ旺え紘一ぴる。二の町  

花〟∧ど芦パり・ハレー考望郷トJ蝉8）を凍瑚サ鱒を恥lて－才，  

廟毎秒こ鱒草餅磯と称、、翻赦を髄挽け5。j、・轍り・  
水蝉繊細こ－ま・軸匝イりて楓こよって・璃渾？足音顧みり幽軋  

を行う。上わJ箇月瑚潮舶、′＼い蕃星？か心匪阻心／・タイ〟カ、う、  

血8・もでq♂・g〟〟きゑし／√〟〟吐如才る。考量水素華・こ対ナる．命ブ、乙り  

聯〕軸＼、∴腺よ欄・斗・Å組ね常0で嘲廿蝉嘩恥  

衝恥．奄晋両のと′dる。小．乃〟酵戸小二よ7てヌ桝て雅と′よった、  

璃埠ヰで甥葦育稗み碩良心水飽こぼけ3淑ア、、デーノこl乙、赴亀  

さ机て慮る戊聯鍾デーいこ卓納受審d飽こ舶。   

こ祀・f〟〟傘下欄舶・】こ破算・こよソl・∽ヴ吋′）凋華りJ次瑚  

j細・ヱ）シ1、ソト草縦軸嫁？㌧雪駄㈱敏雄属汀る、水ま争こ緑す  

イパハ、J）瑚軋・登絢の相互仰り櫛華、ミ津田お黎培、蕃妄銀  
牌ク碑叶こ薇ケい媛組う辛と7dる勺 旬批ゼよ、U〝は、ハレー尊皇  

触埠上・相可坤かう恥ド加へう舶相澤ク頑のす／員lこ、、乙の健郎球と  
記痺こ7よ5。  
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3．．凍キ   
〟〝り巌転モ．オ／かブ叫プ舛ア′、、ラムてネ伏。勧に姐ヾた  

廉く、レ〝を．轍を軸謝恩として有す岳．マイ／ロコンピ⊥－ター・  

システムこ噺ヨネご餌があ3の－ま・軸、う如かtあう）。オノ即・えケ  

ネ外にある、榔濃かう速へ、3。．棚遺贈緑、／＼レー彗毒瑚服略こ．  

′〈・レスモー′一によフて．稚の印㈹）和こ敬三れる千痘痕（勅れ「）と．こ如こ  

よって葛入ミ爪た凰陣後り東禰鮎．イノーレ凍由やlこ糾す孟レ乃艶  

レンズ、（仰山r∠印∫）より恒。猶．〝〝り邦轍蛸、（＆〝長〃∫針）は、  
宜鼠レンスー、嘲ねに棉かへ入ソ、イメージ状痺－こ異常馳邑与へる困t力、へ射・、／こ  

埼釦こ、」藷分離鮎癖釘こ剖也とかトメ々こかレシ与ッ′一己触る，舶略  

章醜ミゼ蹄こよソ・食草鮎劇山行通り∂りぐある。   

イメージ検波軸心紫外九泉の刊姐像へり晩髄と、優っ増凍を行う．  

マイ7ロチャネ・レプレート嘩り．イトレインテンシ7ァイ7－（〟躍）と  

〟〝∫り蛍え戯・こ7アイベープレートこよって駄されたCCヱ）ぐ5Jcc∂）及び、．  

哺蹄扇臥（餌佗r）より玖孟。軋C⊂D甑、頗」ミ懲サ∂、  

スピン乍鞘髄（SJ・－5カカサ〃ぐん℃〝′geノ崩ゲと）巌動こ息りては・鮎ナ∂。  

ビデつ増悌（侮○脇ア．）．グビッり血轍（〟鋸は、一時賂鈍化ソー  

（β〟供r〃e川αγ）とヰ、こ、信旗郵緒点けd。β〟航r〝e仰ケ（塵‥  

Jゲ〝卑とe）心ゲ〝∠けりC仰∫湖〃チッ7P／／覇王バッケーレ、Jた  

川砂托のノⅥブリ、ソトメモ仁景子曙こよ7て観で肌て郎。  

か凰 U〝眉映7、、ロックダイアグラム  
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マイクロコンビ1一夕瑚卑心C材口占♂ビットマイ′ロ70ロゼッサー  

（CD戸／㌔β～）皇中細鎖線と仁貞∽′＼イブ、ソ、バ、・／モリー素子七凍尽  

さ机る．鶴野簡賂（∫c仰た長尾J）船・中衛プロ′叫ラム・拗  
ソフトカ、増血枇．即〃と盲盛男濃とlてれ．入虫わざート（〟匂みと）互  

井し．弁卑乙の億号寂受・劾棒御き布ラ。コマンド発句賂（Co仰錮Jかe〔0用わ  

U〃7軸足せ松（〝′∫0〝Ce）かへ、上弦の把．〃〝の綻勤／ムベーとtて  

拳す、抽3。）対・こ，U〝主審席東館の′槻芝嚇乙丁孟。  

れえ 主郷  

名称   艶軸連メーカー   主審軋あ、   

仰〃℃′∠e〃云   t体茫学工常   
隻ヱ朔度：Jユ加ん川鍋豹賂／j′〟）．良材ル7  

勝二畑〒／、〆て像仰八一－：杉こ〝、J桝時）   

U〃了■   さ軸心トニ′入   
マイ7ウイ赤tレルート」玖新鹿般．兄密計  

蛍わ亀：アーj∂．ネ怜：貴大～JO‘   

印J〟用一〟∫（ア′レミ適え7r琳）  

CCD 掴＼電礼  
ェけンげ，チノ少仙〟ケ眈勧轍：放仰蜘   

CDP／ぎβ2   RCA   
C〃クざダメ〃・マイ7ロブロ廿アナー  

榊ごタ／．抽／ロ7／二／嘲   

／＼げり、7卜   元々少〝e   ひク♂5桝．館二抑砂セ．卿ム：娩〟Jec   

メモソーお－   焼畑e点dr∂〝／ヒ∫  碑鯉軋こ勒J岬ンバ宥、仰ご／月〟〃仇．   

〝レふ〟化e   州姑煩 
丸わ：〟1一鋤1／（ケJ）・〔か′〟ん√〝〆榊  

蹄努や専‥／／クク明〟（仙）  

ま督・萌飽かに払、てl宜、わふこ、大々り佐モ忠lた。竜せは、Pル7  

イ碑如ス∫埴の略こ刺て・師∫傍魂姐と′よ7穴■ 二掴糊  

神領求、判明lた乳単糸串仇て■、刺サミ起均すj、戯払射繹tこ伴って、  

玖呈上7こ占りである。貢咋・湖戚よ）筐御極っ埠貌と行、、・魂丈魂卑へつ  

野動きオフ．属汲lミよる戯東泉碑？頑叔邑虐げd如碓・こよる。こ璃り・  

青首砲でのトレードオ7打U〝嘲で■挿珊であ7入蝉ヰとl托へ・  

鹿わて達敵7J亨とねった。酎所定・こ患、、てオ、レ〝逢判称こ長泉〟．鞘押I  

7■、ロ・7′コマント■（βC）の1珊1和銅クとlた．βC盲E臆細川りや時  

触〔互行77こ為、〟〝肝昨♂嫡於如かへ♂、／〝赦グ増加とむこカ、へ．彿吋  

♂滴矩心称こ橡命吋－こ審、－て．二韓浸り削郎行）宰相き7こ。  
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わÅ 頂膏・漱如  

U〝鹿妻せ   －′ ′－′一   

い〃守一ト   
十∫峰   十別様   →〟レ釆  ナJグレ長   銅㈲組  

明月  〟  州〟  〟  桝イ  レレ  川イ  〟   〝   

OFF   ／  ♂．♂／  ∫  ∂．OJ  ∫  ∂．〃‘  β  β、∂∂  ∂．人タ   

ST舶D－8Y  ∂0  ク．JO  ∫ア．  β，7／  田  β．Jゲ  J7・  0、7J  ノ．／♂   

喩錮憾昭一属繭  ／ゲJ  β．7j  タ／♂  ∫〆J  ㌔メ  ／、β／  ノ 

後部   ／ケj  β、7／  ノ♂‘  ノ、タ7  ′♂  ／．げ  ヱダ  βイ7  ダ．タJ  

鼎こ、CCDりS3郎豹にあ、lて料ヾる。一頒．こ靡象lこかて一昔、触乳  

嘲でり入む爾の馳、へ、宅舞昭吊にタブ頑こてあ肌、行ば机てβる。称こ  

側敦レべ－レでβ頒線で■心Sル托向上塊．戊潮両級前部物納  

て、ある。 嘩り廃線lこ於、、ては・乙の咽き／仰（仰ご′♂タフ払ノ  
。椚j・Je＝か）と敬しかへ、花躍「月｝こ轍7よ張紙∫こよって．  

根細山／軋〈適線デー／を肺∂為lこ・ま、2秒噛の入雛替飛掛両港  

と7J孟。スピン批  
shjft by splnning  

imageァ ＝＝＝＝＝＝ウ ア  
賦り拳野師乞行う  

花月〟F芦月で・ま、根  

埼嘲り億号富徳と席伊り  

1軸、ら生ず5像のプレ／  

呼止と乏砲丸ミせる唖・へ  

ある。花〟〟F7一月  

でtま、〃レ∫呵つ  

テん〈西棟を卿る  

spin－SynChroniz8d＄州t   

ア ＝＝＝＝＝＝〇 ア  
cha（gePattern  inte9raledchargepattern  

CCD  

わ凰 SJも一卜凝勧旬咋乳鉢壇  

争壕かフ／藩、侃スピン速度†に希、、て．ユ次軋CCDの使恥こよヅ、過失茂呈  

軒指事こ′よる卿式っノ終折っ尺。．スピン欄組（Sリ駈釣と五  

こり脚下でりCCヱ）り顔如一卜て、あ孟。1ぺトわ跡こよって・  

範単に翻する。如友瑚＼lこふLた扱く CC工）騨lこ観刺対象り  

革学齢、入わさ爪孟と、てり礎、倣ゴ断る竜野紛て⊂かブ軒に尼炬舶。  

スピンドよ7て健測線は・仰加r⊥e〃∫の湖納き御す紆・こ机L寸・  

CCD知率エの兇澄優り帝知とぁたろ丁。根像ば・考淘後占声浪tこ▲瀦橡亘  

CCDデ軒l滅私ミ・C5が．こC）阻CCD杓0）翻へ．丸尊命り智劾に高潮．  
桝スピンlこよる詔勅に結滞卜して尾勅よ、．ゎ哺の瀦線と斬に形吹ミ拙  
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るのとかルる辛7＝CCDデ蝉で加早さ机．薇㈱暴か生ず孟手こねる。   

桝掃射瀬餉欄恥CCD轡て凝＆する鴫能如・CCD軋かこ称丁る  

タールべ・レを、可取ソの猿女ユキでゼるとえう＿有曾7抱響を阜へる。こり為、  

CCヱ）表ナ下卑・こ神政き取付け、これと斬り下卑プレトとモ伽に泰乱丁て  

CCDを瑚で｛て・鴫食ゎ嘲皇郎吋葦毛鶉卜吾。こ鳴渡．ccか泰郎  

隼吋綽渡り錘とlた亨ゐあり・′－t一ルべ・川、〝〝橡仰和典入櫛り  

蔵人し花勅ち仁万且訃L）鮎剰、（和む虻）で，フルンレーりぉけメ  

尋級に押へ3亨かへ蕗．逓戊1こよる史郎藤のて夕′J、、争瑚5かとd77ミ。   

勧に、U〝lこ称丁孟紅絹瀬玖・こ恵、、て嵐べる亨とする。〃〝は、その  

恥に乳、て、棚濃と風嘩乳とす5．マイプロコンビ⊥－ゾシステムである  

とlて馴1と行りてネか、・花々碓トイ腐や隠こlてり席瀬朋⊥の調叶う、  

こ・りコンビェー／－システム・才、〃〝坤lこ革、lて・、オ70ション旬イ乍神祖師範長泉  

とlて附加丁孟亨き強付と（て．てり使軸、べ亀のうれ7こdのこ’ある。飯って  

レ〝は、コンビ⊥－／一点りトラ7、、・頼、再・覇醜わ恥骨碑勧昭生1た秘  

・こIJ・コマントこよって、コン亡㌧－ノー糸り朝飯し皇行ワて、柳刺・血玖  

デー′り馳とえ）・翻っ恩中郷け卿る一可放て一郎風灘仁断  

ごれて虐5。  

鼠・術隠   

〟〝ば、地味勧、うりコマ雄二よフてノ礪紗こ晒さ桐臍几一九ア  

制御で速覇王机る。レ〝の丼飯をこの嵐こ倣lた戊㊨は、Cゐ∫e〆イ♂グ叫卿  

とlた掛こ／纏とねるセガー臥こよ5車軸如碩産戒めす挽かある。  

Å17う、′し7／／’、ラテントレヾlレかう状れこ増えlっ、．夫妻上已崖如lて行く  

ハレー婆卦こ舟す5虐柵－こかて・、そり頗傭泉・舷とC／♂J2〆一／♂ゲ・こ  

焚けさ冶イ鳩仲こ春繭るとlて∂・御上グ鴻、こぼ・兇困デリ声炒略こ醜仁  

餅姐に刃古跡丁る事こ′ょる。この嵐こlて軋るこ．C／β∫eれイク岬軸P  

互凍揮ける賦払博れる事｛次郎舞㊨とd，て、∂アe〃一／♂∂ア革、師捕り  

藤板7ょった。■唯・叩e〃一／♂ロ戸車御でり盛郎、乃J〈好Fパの獅坤敦・  

′＼レー尊皇及び’乃〝r胸軋出碑・こ心弼lこ痕停了る事こ購。   

レレ∫食仰時のハレー善臣へりボインティン7－■）す、子の入かごれてβる・息  

楓頼経】と■の・隼触びす札角（艮埼糾）に恩、、て称才れる。蝕、l願出繍  

ご机るデー／q漆勒古・心緒：げ3（〝）スノノブ（レ）り鳳雛武をとって  

足ソ・こ机え■コマバ■薄紅1二よる厳丸こ絶って、枇講座怠りす細波盈（p戸山  

へ糾す5。輔粛勤、ら．CCD告十王鵬紅鮒呈已有丁3．ううク′イ7ク  
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とJた賦轄上、UVJ亜源一オ，／t〆70〔〝）ズ／・打βルノと7J・った。ニ勅こ伴、、、  

薇飢綱川／．∫ネタに史えぞれた。（／〝には．薇革鴫作モートデーノ厳科〈  

常在するカ・へ．1ぺ7にての喩ぇ疲紅丁る。   

d）．ノ＼－「ウエア亡一ト’  

マイ7ロコ／ビュー／一己碗t雛断簡咋き行うかりで・エマージェンン 

． にメ誠β－べく哉良三机／こ。錮デー／ヰ乞ベIJ．厚ヤ娘て■あソ．ボインナイン／－よ  

／初句り指定カ、－す経である。   

ム〉．ノ観削七〆トい  

リレJ旬作り主審モノト乙、あソ．マイ7ロコンぜ⊥一′一の柵三村呵すき。  

ボインナインハニ於ける斬騎えー訂．牽犬／J且子鹿て■ある。納デーノ考科せ．  

〈わぬ像（けぬ0）・（わ舶甑邑遠来級レベtレ酬〔々加び仰〃）の向  

そ一ドの朽射、き晰孟。仙／伊何例モート一心′＼レー彗蜘の、  

水韓動的と、のが郎嫁み相良を速絶lて軋漉・こ哉足そ弟た的t－ある。  

け擁沌一ドでの朝練緑・∝）・思ゎ．タ）朗吟媚玖折撒て如。ぬ俊足鶉  

lこば，水車畢り厳に湖凍の烏、lぬ像）こ柑仁て粛冷奉っ侯、、．嘲研聯踊や  

酎射丸   

c）．叔翫一「   

ルー尊皇り虐卿隠宅岬lこ和みこ談サう拙£りて射。如一トー舶  

ボインナインノ、御（舵可乾：／朝）とヤ′eとlて、朗吟る3X3の大更嚇を、  

摘㈱－こ戯たする7久ピンて潮刺子る。机ト′弟キ】す、ブロキン／－、ヱ使線  

である。この詔穴史ぬこよ）．幹／・∫ズ／〆ビ7トう應観臆廠一彦．ふた「ビ・，卜こ  

郎齢成．デー／仏膣エりネ・アブ・硝酎刷．ヌ碑良く硬祭き行j事・一首針ネる。  

虚像ヱ任私の粗け・コマントニよる殖ぇ占可能て■ある。軋って．ハレー彗星り  

触かi均丸へて．鯛肺魚とえ了そ＜る阻′＼レ一昔星の軌こふぃ乙馳と上す．  

デづりSノ〟几と向エミズて．働瑚娘、こ東、lて隠と行）耳摘凍る。   

二の肥．〟レ∫はCCかデー／レべlレ／、FP払組版lこ寵、lて．．こ机キほわ  

デー′－こ御伽して且姐トナー夕顔里吋・こ眉逓了さ辛化思る厳に頑強、してある。  

∫．糾御・渡瀬   

勧・こ、争抑 ・こ使料丁5D・C（戸C）及わ・、且Cに思、、て底へ－る．Uレヱ串仰  

ウル藤森勺紬ノ郎．あ昆㊨漁プリモ・ソト／レクースキっ・軒那0／汀叩  

朝野を†′せに．せ皐d占りはD、Clこよって行），、旬、．私刑㌫㌧小一魁碕  

かう非諷（卑、、l合・相和賦払）水隠し上紘の利肇匹行う′纏す硝舟ヾ、才一  

財㌻紆を賄お才のアC七一トニよって行j．〟〝の触．九尊風ボインディ／／‥  
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和泉 レ〝制御的∂・C（戸C）項批判御醸  
コート、∧b．  

XY  ．も 二称   制御粗凰   

ヱ  β  Uレ′ β〟   亀浪0〟   

J  C■  Uレ′∫（祈r   乾漆0〝－   

ヱ  ∂  C戸〟 0〃   ノ材7ロコン⊂；－仁ゑ0〟（才瞭髄・1叫瑚髄珊）   

2  β  Cアリ αア   βゲ（八一ト■－ウェアモード葡丹波）   

2  C  〝／プ明仁洋了   蓬渡せ隠プリセット（樹下ス／ンバイ）   

2  D  万巨植」召せ   解除   

3  8  古山－5ん舵r〟〟7℃   サン沫、γ／一（碓鹿）坪肌的輔慨作馳   

3  C  5仇一朗〃〟er〟〃〟ん明⊥   棚卜可刊桝腔奴   

j  D  5ム几一5れ打er Oだ■〟   鬼糾射水、   

3  王  5〃〃一朗ん船r C∠05ぞ   恥1瑚艶   

田  β  郎卸町〟 ノ牝庇   政令そ一「旬イ乍韻丸   

4  C  0β5∫斤レルタ0ゐ   働洲セイ句作豪軋   

J  吉  〟∫∫rロ脚〟   弘や子’」川～べニセスけラム（7煙細普昏掛醜）   

・2  E  〝∂ど0   ‥ 

卒  か  ○ぬer′．S乃斤r   ふゑ州．蜘†恥胎   

夕  左  ’○如er√ ∫γ0戸   ふゑム汗．胡線和一 止（腺鮒fス／ン′W）   

解吋樹下りパテ〆一ノー親は一触州御こ胤lたβ・C叶〆て融か  

仲秋5。 和泉、こ・ か・C（アC）コマントJ如と・て‘沖怖醸とネlた。  

和泉は．8．Clこ町子るわりて、める。  

制御項習   制 御・軋．臥   
甘血属7ト、レ久  ポーソ敢ン′、徽角如トー伏（∂～け撤．他とペ7と彼呵   

す吐乳如丸   エ立像アル入楓．♂し、財を／∂ビ・，⊥り㈱t寸絶   

仰角アド、レ入   く翻ン旬ソ′一御免軸内了卜路（∂～け）搬．仰角瓜とヾアぐ偵輸   

・仲卸直   上軸組了ルス醸、．♂・JJOステ770ぐ声叛兼良   

逢剤レ7工ンス   触lこ升賦睾帝ン寿げ碑アト、夙（か～l用絶と．レヨ・7圧政く板Iり欄＆   

叔鳶一利五泉   雅紀一トでり．漑ヤ・ぜの甘鯛阻βし励○音〟ビ・7トっ徹て粗   

漁師輔   仰声依．∂・J／pスナ770ぐ礪馳＿   

封組成確   聴モード血像ナ」ノヱ釘（料職住頑丸（♂～来け）  



メモソー頒アドレス  ノヾ777／モト■見疏細（∂〉7）隠βC脚れり・アルス㈲）敵   

07〃研一／、   Uレ打毎毎〔…／）馳．サーチモイ風儀ヱ肘L鞘互瀕択（テ初一レ堆／  

コマント寵見放），触葡如イ韻叔（漸レイエンス敵アトレス4、jのl敵方略す  

荊7ル八っ飽け7で入）．ショフ1モー欄駅（周／速施）   

0フ竹節－ヱ   晶條チエ／猟榔（虎融象座頭細線）▲CCDノニルヾ・レデリ膿状  

（YESル0）．あぇモユ′一デー／麒（TFS／凧）．ハ■17年ノモリー  

含む禁た掻択（YES／〟0＝ニり呵野灯把上郷・こ粗），  

鶉政敵わモート瀦択（仰：デ布巾碓カマント■儀細）   

CCl）尤威ライ／  CCT）踊り7K千万勘′∫Jj峰っ兄頚髄叔  

U〝ステータスりうう、花月酵六月媚軒体料二官尊ポ輝と郎す  
∽〝∂〟／β〝‾．〃レ飢ノ肝卦こ恵、、て・J、心フォーマ、ソト其凰で．う叔  

7レ丁ム（Fユ作目）ヰのワ一トー／＝帆）に如ミ爪てβる。取ソの一年心  

UV∫の蠍座7才一マット（ゐ川根－C′－ど），ふ7レーム（h）やの勅ア叫に  

鮎、さ机てβるかへ・拓鵬7β′～＃1り八子ー′ス吋如の長ふステー′八とデリ  

御車こふうれ孟如く ハーけエアモードこ■－－訂一’との巧汲メへ臭って郎。二机尊  

）人外のもり－こ乳、、て】訂・β、C必妄り慮泌鳩lこ敬二＝机尺‖ル7チⅠフ／モート‥′（  

昂′伽丁一言）■こよってβ亀モ行う。   

U〝瑚直りアナ7オーマ、7巨雷・′ろ仰々いぐ．・・一∫カーあ岳、沃象・こ希・lて  

騨lこ御願和．  

か良 庵ふステー／ス・データー戦局・l  

斤＼7√一マ71㌔…．咄  レ〝呵紘一ちト㍍．眈ア     U〝渓悼み一や1ん，咄   
ノ   

8。  リレJ   口  ∂〟  B。  テリ弟ベ  ■  ヒスけ玖  B。  UVJDのね    有効    ♂  β／ア    0  風儀    0  食勅   
ロ  C〃D   

BI  Cアリ   

ロ  0∧／   

β  β声ア  
／   両5  B■  ミラー奴級      Bl  U〝晶豹  

．三色′0   Bユ  竹互7／一討轡  l  ノ吋J〟U  ち  ミト仕定  口  7ル八勅．  
■  0ア∫／ゾ   

ち  丁ソシ魯ターボ隠      Bj  サンセゾ「一  q  De／モ（亡   

q  0如．   ■  か∂r   Bj   ／  β†  勅fモイ      Bサ  ミラー間断  ∂   

／  加他   〟0  

B∫  揖像   口  ぶ乃搾r  B∫  C乃／JねねJ      払  CCD瑞轍  ■      0  ∫乃戸    ♂  β〝∫y    ∂  †即   

ロ  J万れe   y7ざ  

B‘  仰鞠勃咋  口  熟Jぞ亡  8‘  厳鮎歌      吼  〟レそプー  ■      0  範ふ∫e    ク  C川ー．    ♂  ルβ   
B7  〟レ   

■  声ズ   
l  ∂／ノ  B7  アルスア7セ八  87  鯛わ賦  ロ  艮鵡  
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α）Lハ／′モー「（／b仰の√－C）  

姉’一／の糾机7オーマットであブ．取鎗ト′一＝マントこよって希え  

ご爪′ミ大々亀有り乾鮭で、レ〝とDアリとのハント■シェイプカnこれたフレーム  

ン・ノ浄に．ふ7レームの仙モん放とlて，滅罪音吐よ判る。ノ臥ト′の足跡寸．  

W気80のビットオンlこょってj野1ち弟る。軋二りフレ人の軌…／、板～JJ  

トこり㌣り殿御軒ばインチィン／や軋甘政司り齢へセ・7トづ胡て点るりさ・  

順手嘲lこ利杓す孟二軒へ弘承る。   

A）∽〝チエ、ソ7モート（7あ∧御r－ど）   

β、C7ン丁一ベッ′放かりフォーマッい、ある。このアン丁－′（ックデー／は  

′′レレ′イ〟F川′′のコマン「已受塙礁の豪打け布巾′ろ、摘出机孟。患テい一／つ  

温払けノ／フレームでえ了丁る叶次りモー「領えコマ／ト受イ孟且っ軋この／／  

7レームりデーノ息弘モ鹿足J・  

ハレー尊皇水音単線刺噛り・  

U〝凰郎－ぁるムへ、鳳ら水音単発直り  

庚釦こ長尾至れる打て机かへと‥♂涌凍り  

締圧7J3ろ、予泳い一丸凍7ト、妻炊ぐけ．  

水素畢賠妻板のRQ且J泰承各町亡、  

眉へる玖かこ牙底力へ埜、、。 7瑚仏和  

り打ヒサムヤ良っ机て斥3，打斗ア月  

、ニー才蔵執心こコマ両外相て釦占、  

ニ碩占糸鋸宅餌げ占と・水食辛の  

郎づヰ血白鼠癒過蹄つ∂・∂′∫β札束  

であフ・血軋旦過払鎗叫〈ま車軸陣  

埠女き／∂∂〝冴とlて∂．〃〝て■■甘倹ぬ  

あよj承払で－よd、、こ才へられる。  

乳って、打エす後丸サこ脚肢余lこ入る  

亨l泄、、こ恕1拙う。以卜花々疋ア〟  

リ＼レ一考星り榔寸社食呵尽かi．  

嵐牟榊戌凧レナけ色且↑る。   
戊）一触、1  

打ちエザ像の〟レ∫り水鮎確髄魂，  

嘲、1モ♀掛こ東食しネ、、とガヘて  

郎。対■永とlて妃成一甘有患夷7J  

占のであるが＼β免上かj占患煉りある   

■●■．    0日．    」■■．    l●l．   ▲  

C．H81I叫C帥ti叩18ti叩Io PLAN【T－A  

卵割アL卵は「小≠印／＼レー彗蔓り  

湘灯仏詮㈲伍バラ〆－／－  
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醜ヵ、うと7〃し7捌肥千木川東桶蝿如、うβへて、抑晒lこ薙トム占  

あさ私こ私心几る■ り仰の〃－αの私闘け0－Iま・てり輯如〈ル上の衆瑚  

よ＝用掩・、△｛、／＼レー彗釦（入離紳ぐ犬せりかス・デスト已頂武子3祈り  

ベ7／デフウントーーり座絶として行フて置くへ、三相泉て■、ぁ孟、   

・′、・千川郎－ニ   

′＼レー彗置かヰ久丈相互lこ珪丁るノ／月榊lこ・ま・嘩斬沌揉町制け  

朗．互脚）′ス触っ明ミに逢了3の乙－、、東側・11こか＼綱扱・こ飽引て  

鷺である，私フて∴り嘩堰血こ．ノ＼レー琴温り御舟祖モ乳了そゼて崩鳳い  

杉行し庚、㍉へて、ぁる。   

C〉7粍割賦  

／／汽用句りハレ尊星の頂Q、ま／・タ〟〟て－あり．底／翻－い鮒l‡■■、机値と  

7Jる∫畔lこけ・水京拳占毒＝・放り明∂さか嘲符うれる。－1東紗硫何と上て・  

庇¶鼠通過放りか・鳳朋拍ソ梱一っRoで】寸書里離破る揚、ヰヵ、～、  

塊汲勒nl㌻史に放か5可能並ぁせ，る。一甘・和虐〕のた勅ど「〟・ハレー彗星り  

兼好振楓lT．㌢g斗J刀川阿互て、、り軸止以後、単軌こ増加了3烏、ごりモネ利と  

机。触lこイ宣＿堰明判凍むl7こ胤晒射け、凝へ糾抽と、楓昧し  

でけ′者へてノ虎孟，   

湖れ藩師朴、い蜜蝋て、■り7権華風浪常に－才・U〝碑一丁を水素争っ  

え単粒細利息っモート■lこて減へるれれ射り袖頗粗かさ軋し前夜j軋れ  

私訂、こりモートての温和′J占可相星力へ、もt、と洛け射。心 川j∫力項．  

ハい蕃妄け．払腑ナ直り街瑚ほ・こ尽）、仰角板lこ庖∫刃‥才力へ．和珂  

カ、i和雄る． ヱ月玖華棚－1り音別吏乙勒栄了5し食餌卿．こ∴り  

前後q一連却）机、ハレー登竜の風呵＝木上子jシナソオモ／孝へるぺ等小めか舶ノ、、〃   

d）Uレ7神髄盛観桝   

′＼レ一書蔓り翻柊言後、U〝り獅㈲如勧1と／孝へてβる。てり限つ  
相和・針端酎鰍1て‘■ヌ碑とけミ岬ケーα／－ら一と了∂。■こ抑こ  

′＼レー割り研一こ濃く教師へ敵わ5サ裾穆臥、こぼ・榊1互助止しり嘲町二  

の／こ5励・lt行）心象ムへある。  
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1－ 2 太陽ノ弧紅組i別巷蔓；笹 （E S P）  

1。観測日的  

惑星間空間には太陽風と呼ばれる超音速の高速プラズマ涜が反太陽方向に吹きながれ  

ている。太陽風は地球や他の惑星の電磁プラズマ現象に大きな影響を及ばし、また、P  

LANET－Aの照準であるハレーすい星の電班大気や尾部構造にも大きく影響してい  

ると考えられている。本装置の実験目的の一つは、太陽風とすい星の電離大気との相互  

作用の研究である。特に、すい星起源のイオンによる太陽風のmaS S lo adin  

gの有無、あるいは、相互作用によって衝撃波は存在するか？、存在するとしてもその  

強さや位置はどうか？、また衝撃硬による太陽風の反射や他の影響はどうか？、等を調  

つる。あるいは、予期せぬ現象が発見されるかも知れない。この研究はハレーすい星と  

の最接近時に於いて計画きれているが、他の探査機との共同観測によってより大きな成  

果が上がるものと期待される。   

ハレーすい星への巡行中や会合後では、本装置は大信風の一般的な物理現象の解明七  

供きれる。例えば、太陽風電子及びイオンの温度・密度・バルク速度を求め、これらの  

変動あるいはHe＝／H十此の変動と太陽自転や太陽経度の相関を調べる事によりそ  

の成因を研究する。また、電子エネルギー分布の詳細な測定によってCOre成分とhalo成  

分の遷移を調べる。更に、惑星間空間 101l  

衝撃波によるイオン加速現象を  

研究する、等がもうひとつの研究  

目的である。囲1は測定エネ  

リレギー及びブラックスのダイナ  

ミック レンジを示す。  

図1．ESPの測定エネルギー  

およぴブラックスの  

ダイナミック・レンジ  

C）PPqrqn†ly decreqsein†he  

view fie用 Of 50x600  

≒
芋
苧
め
．
㌔
。
）
●
芸
■
L
 
 

8
 
 
 
7
 
 

0
 
 
0
 
 

6
 
 
 
 
5
 
 

0
 
 
0
 
 qn†トsunw（】rd．  

flow汗Igion（shock）  

Sun｝□rd fIowlng  

）Fmiごn（shock）  e】七C†ron  

16■l♂  ～5 En●叩（k●∨）   

rqn9e Of  

（30亡∨－16k●V）  
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2。測定原理および方法   

本装置で用いるセンサーには、イオン測定用と電子測定用の2つあり、いずれも図2  

に示すように2700球形静電分析器とMCPで構成される。視野角は50 ×600で、  

スピン軸をZ－軸とする飛しょう体座標で方位角方向に50、その直角方向に600で  

ある。球形静電分析器は、内・外球間に電圧を印加することにより入射荷電粒子を静電  

偏向させ、印加電圧に対応するエネルギーを持つ粒子のみを通過させる。印加電圧とエ  

ネルギーの間には  
2  2  2   2  

Eo＝q（VoRo－ViRi）／（Ro－Ri）  

与○  

の閲係がある。ここでEoは粒子の通過エネルギー（中心値）、qは粒子の電荷塵、  

Roは外球半径、Riは内球半径、Voは外球電位、Viは内球電位である。本装置の  

センサでは、Ro＝42・5mm、Ri＝37．5mm、Vo＝－Vi＝Ⅴに設計され  

ていて、E o／q＝8．03Vである。 

分析器を通過した荷電粒子はMCPで検出され、計数される。このときのカウント・レ  

ートと入射ブラックスの間の変換は次式で与えられる。   

。＝喜アナご■／；・。言♪イ。E・J（Eん，t）律，Eげ；，U） ■印  
加－T／Z 5  n o   

ここで、Tはサンプリング時間、rはuの方向の単位ベクトル、dオは人口の両紙素、一．  

nは立体角、Jは入射粒子ブラックス、亡は検出効率（分析器通過粒子に対する）であ  

る（通過できない粒子にたいしてはc＝0）。  

また、Jをparticles／cm2・S・Sr・keVで表わし、速度分布関数fをs3／m6とすると、  

f＝（〕2・去・10‾Zである。   

計測器設計上で重要な太陽周の性質は、超音速の／りレク速度で反大腸方向に吹き荒れ  

ていることである○その速度は250～750km／sであって、これはイオンの熱速  
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囲3．角度掃引の方法  

太陽方向± 

残りの方向は22．50ずつ14点のデータを得る。  

度に比べて10倍も大きい。このため、角分布のとり方は、囲3に示す方法で行なう。  

これには飛しょう体のスピンを利用して行ない、6r pm－mO d eでのみ行なう。こ  

の角度掃引とエネルギー掃引（後述）は同期して行なわれる。1スピンで4ステップの  

エネルギー掃引を行なうが、これは図3の各角度セクター毎にサイクリックにおこなわ  

れる。   

MCPは一種の2次電子倍増管で、5ケに分割きれたmulti－anOd eと組み  

合わせて、視野角600内の角分布の情報もとり出せるように設計されている。即ち、  

スピンを利用した角分布と合わせて、黄道面±300 の範囲で3次元分布を得ることが  

できる。但し、これは白／R－H（2048bit／s）のときのみで、B／R－L  

（64bit／s）のときは6ケのan o d eを積算して、2次元分布のデータとなる。  

3。観測装置  

A．概要   

ブロック図を囲4、に示す。本装置はイオン測定用と電子測定用の2ケのセンサ、エ  

ネルギー拘引電源、2ケのMCP印加用高圧電源、制御および機上処理用の低電圧電子  

回路より構成される。   

エネルギー掃引は階段的に行なわれ、各ステップ毎のMCPの出力パルスは増幅・整  

形きれ、19ビットのカウンターで計数きれる。 

されて、一時的にRAMに貯められた後、指定されたテレメ⊥タ．丁ワードで地球に伝送  

きれる。なお、MCPの出力アノードは5ケに分割されていて、それぞれ独立に計数さ  

れる（B／R－Hの時）が、B／R－Lの時は、5ケでORをとって1ケのカウンター  

で計数される。勿論、イオンと電子では別個である。   

共通機器より供給きれるタイミング信号には、通常のDPU信号の他に、ACEから  
12 

の2－fsがある。  
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図4．ESP ブロック図  

略号説明 CAD：chargesensitiveamp＝fjeranddiscr申nator（hybrid－1C）  

HV：high voltage PS：pouer supply SV：step vo）tage  

LVL：1evel CONT：controI SEA：sphericale．ectrostatic analyzer  

MCP：lPjcro－Channelplate   

B．エネルギー掃引モード   

エネルギー掃引範囲は、電子・イオン共に30－16800eVとし、この間を対数  

的に等間隔な96ステップ（0，1，2，‥・，95）で構成する。掃引モードとし  

ては、蓑1に示すようにEl～E4の4種類が用意されていて、コマンドで設定する。  
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表1．エネルギー掃引モード   

nl：最小ステップ番号  n2：最大ステップ番号   

△n：ステップ間隔  

（莱）：スピン周期を1・0秒としたときのB／R－＝の場合、B／R－Lでは512秒  

となる。  

囲5．エネルギー掃引方法（El－mO．d．e）  

。′…   
T久＝2‘一夫 T‘＝2ぎ一ム  ．

〇
N
 
d
0
1
の
 
 

El－mOde  

E：30exp（0．086∩）   
n：0．1．2．t一一．95  

－512 8eC－  、、－－L」二⊥＼ 18sp川  
その掃引は囲3に示す角度拘引と同朋して行なう。El－mO d eの例を囲6に示す。  

上部にB／R－Hの場合、下郎に8／R－Lの場合を示す。中央に示すように、いずれ  

の場合も、1スピン問に4ステップの掃引を行なう。この4STEPS／SPINは他のE2－E  

4でも同様である。Ⅰ〕／R－Hでは、観測は連続側に行なわれ、1スピン分のデータを  

一時的にメモリーして次のスピンの間にテレメータで伝送する方式をとっている。カウ  

ンターは電子およぴイオンで合計10ケあるので、10フレームで伝送する。B／R－  

Hでは16スピン間観測を行ない、その間のデータ く但し、2次元分布）を一時的にメ  

モリして32フレーム（612秒）で伝送する。この間の事情は次項で現明する。  

なお、’Elモードでは96ステップあるので、B／R－LではE2とE3モードの交互  

の繰り返しとなる。従って完全な掃引には1024秒を要する。他のE2－E4モー 

では64ステップ以内なので、16スピンで完結する。  
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C．観測タイミングとデータ・フォーマット  

1ケのカウンターで1スピンの間に生成きれるデータ量は88da t aであり、それ  

ぞれ8bitに圧縮されているので、これを％0～彗zヂ）88word＄で伝送する。  

なお、偶数フレームで電子のデータ、奇数フレームでイオンのデータを伝送する。  

（1）B／R－Hのとき  

RAM－1  
RAM－∑  

j敗  鴬  勿l ／▲  

左九  共通．デづ  ‾ァキ  ス雪  うyむぅ   E」∈・－ユうウシIテJ、一夕  

乞．．  10〟－／かうシ′ チ、一夕  

吉…1  共晶データ  7千  ステー 一撃｝  SVtユタ   ∈L昌一之 ぅうシー データ  

た呵  工0〟－1 乃うゝIナ」タ  

ロ  

L†9  工β〟－∫・カちントデータ  

ー 砿 ▲勅ク  れろF  ルわ   

M      十5レ1  十5レ乞  十Sレら  十S鞍  

Sレ／、  

‰  十5レ／  十5レら  ＋S仏  十Slん  

ニエ  一S佑  一Sレ；  一S仏  －Sレら  
くり」且t  

こネ  

ニj  

こ  

（些撃  ‡   ろ  

⊂
 
こ
 
′
）
 
▲
 
 

く2）B／R－Lのとき  

RAM－1  
RA＝－ユ  

7し－q   



B／R－L時のワード配分はB／R－H時と同じであるが、MCPの5ケのアノードの  

出力パルスのORをとって、電子、イオンそれぞれ1フレームで伝送するので、32フ  

レームで16スピン分のデータを伝送できる。即ち、2フレームで1スピンのデータを  

伝送し、SVモニタ（W36一彗9）のくり返しはない。   

D．ステータス内容  

（1）ON／OFF関係（ち仇W／も）  これは朗時値  

Bo：ESP ON／OFF  81：ESP－SV Preset／Release  

B2：ESP－HV－1Preset／Release B3：ESP－HV－E Preset／Re］ease  

B4：あき  B5：ESP－SV ON／OFF  
B6：ESP－HV－ION／OFF B7：ESP－HV－E ON／OFF  

（2）¶4－W55（これiよデータと時間的対応がある）  

ち軋 Ⅴ汁   ち正／W＿咋 

Bo・  CAL ON／OFF  CAL ON／OFPF   
エネルギー掃引モード  エネルギー掃引モード   

園  
Ion  

園  Elec tron     HVレベル   HVレベル   

Ion  

園  Elec tron     Dis．Griレベル   Discriレベル   

デ「タ有効／無効   デー．タ有効／．無効   

W55Bo：SVモニタ ホラリティ  

W35Bl－B7：s tep Ⅳ0・（米）  

（米）1スピンの問で4ステップをサイクリックに拘引するが、その最初のNO．を偶  

数フレームに、4番目のN o．を奇数フレームで送出する。  

E・HI（項目（Wj・）  

換算式   

電．n＋lJESP Jon HV モニタ  （V＝1345．4洲on，＋5．5）   

Ln＋1iE◆SP Elec tron HV モニタ（V＝1344＊Mon．＋13）   

弓川＋3；ESP エレクトロニクス 法度   

ミ、巾まESP センサ温度  

2る5   



F．ディスクリート・コマンド項目  

Ⅹ  Y  コマンド項目   

5  B  ESP・－ON（史）   

5  C  ESP－OFF   

6  C  SV－PRESET   

6  D  HV－Ⅰ－PRESET   

6  E  HV－E－PRESET   

5  D  SV，HV－RELEASE   

6  B  ESP－CAL－ON   

（米）PRESET時にはSV－ON，HV－E－ON，HV－1－ONを兼用  

G．ブロック・コマンド  

B。】Bl  B2t B3  取IB5  B6lB7   

項目  アキ アキ  アキ アキ  u iメモリ エネルギー  

セレクト  拘引モード  

ESP  メモリl・  El－mOde  

（A）  〝 l・  E2－mOde  

‖10‖  〝  3・  E3－mOde  

‖1l‖  〝  3・  E4－mOde   

項目  Ion  Electron  Ion   Electron  

HVレベル  HVレベル  Discriレベノ  Discriレベル  

ESP  0  レベル0   レベル0  

（B）  レベルl  レベル1  

‖101－  2   2  レベル2  

‖11－  0   0  レベル3；  レベル3   

H．外形囲および重量  

5．314I（g  

図6、外形図  
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Ⅰ．消員電力  

＋5V：40mA（平均）  

＋12V：230mA（平均）  

一12V：112mA（平均）  

宇宙研究所・向井利典 西田 篤弘  寺沢敏夫 早川 基  

東海大学 工・平尾邦雄  

東北大学 理・三宅 亘  

神戸大学 工・貨谷 信幸  

名古屋大学理・前沢汐J  

松紫電子（株）・三鷹光器（株）  
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2．；き  ＝コマニ／ド ー データ処理  

≦≧．．■：∋＿ 1  コマニ／ド ー デコーダ くCMD）  

2．3．1．1 耽 晋－  

P LANE T－A  lこ精義モれるコマニノドデコータ㍉1、＝れ  

までの持専断星ヒ基衣帥に、古河続㌧、毒葦毛とを看官る。しり、し、今回通信距臨  

が1A．∪．1メ、上1こ及ぶため．回路i全デリワル虻レ回路の暫定1L乞しつか  

り、撮訳書乃、コ2こえのデジタルPL」乞乱－た構成ヒレている。  

2．3．†．Z キ蔑 紀  

コマンドデ］－ダの森組包乞包ユ・3：ユニ1－ニホ寸。束炎宣しコ受信茂澄汰回   

路，りフ■、ミヤリ了河覇回路，ヒット河窮民路，データ持出回路－デコーダ   
邪見び刹都鋸エリj善良てれ、コマンド剣吉筏（SBR）ク、ち送ら射て（ち   

ほ号乞楓詞。緒言乏した結果乞娼象し、べ、ソプ了包路乞介レてpPU＼出乃  

甘るキ筏能＿も右寸る。i呈尾できるコマンドフォーマット、コヰ言直類あり ∴境目   

教、ミディ 入ワリートコマンドで最入22互∫負呂である。  

各Tl□、ソワ轟竃能Å月下lこ泉甘．  

tl）安息散逸択回路  

‡の回乱コ、Z畠あるコてンド剣吉横のうちコマンド措号t受信し  

ていも剰引稔l台もi皇沢寸も筏乾乞もつ。  
（21ワデモャ＼7同書呂回路  

二の回路1ま、コマンドべ一入ベンド信号り、ら同開検波l二軋専こヤア、  

千丁l了も良三すも回路で、ロ・ソつス千1ワ入も受信横堤沢回路＼．  

り丁千丁リ7】：阿美司したワ□、ソワ乞ヒット同窮回路へ、またバネー7  

ル信号乞デコーダ、郭＼出力する才箆綻1もつ。  

13）ご、ソト同書ヨ回三拾  

この邑給しコ、コ7ンドデータのほ号ヒそ食弘Lこ臥lられるワローノワ乞  

阜呈すら寺設絶乞もつ。  
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lん）データ掃出直路  

この巨ほ臥コ、ヒーノト同報回路ガ、らのり□、ソワも受1†てデータの咤弘  

乞汚1、－l、デコーダに出力寸る筏組鼠むつ。  

（5】デコーダ 耶  

二の回路lコ、プロ“′ワヒ椅出て’◆帆たデータ乞扁＼、、別路纏Ⅵここむlこ  

コてンドデータの撮号処三塁乞行㌧、う毒葦組tもつ。  

（6）削脚部  

この回路、言、デコー ダ郭ヒLもにデータの根号処王旦乞行㌧，た晩、  

PNコード化二れたコマンドデータも棺絶し．その結果乞緬象レてバ  

、ソつ7回岸各も什レD P U′＼岩乃寸も粍綻温むつ。  

2．3．†．3 性＿ 貴と   

11）堅気都性能  

α．入力虐弓形式  

b．入別吉号レベル  

C．酎；絞遺渡波青多  

d．畠Il撤退波阿波紋  

巳．ごツト速度  

f．デカ入ワリ一トコマンド噴岩牧  

9．丁、ロリワコマンド．ビ．ツト敦  

ん．コセンド誤り宰－くEb川0＝＝．】dB）   

i．消費宣乃  

PCM（PN）－P SK  
3．5Vrms．以下  

矩酎波  

51．2 日王  

1 

最大22．ん 項日  

8．ビット  

1八 一O‾5■ 以下  

0．∫1仁山  

（2）攫祇的特性 

j）枝道  

良策量t壬 

lこ玖容でれる。茎根間の持続、1全てシャーシ内郭で行TれMる．  

弓i）寸漬・き量及び外醍屈  

／む∫．5xJ4g．g x／07．∫  （mm3′）  

J、斗∫ ド9  
包 ヱ．3．J一之  

ざ琶引導研 野村蹄乾草  

8 本 亀 泉 （枚）  

545   



国
正
東
成
す
ぃ
－
［
h
ム
て
パ
ル
［
 
丁
⊥
d
．
N
回
 
 
 



ー』才．5．′－～ コマニけコーダ狛転回  

547   



2＿ ：ヨー 2  データ処理謹蔓置 くD P U）  

（1）DP U システム概要  

PLA’NET－Alて蕗戴1るDPU一す．金森亀谷L；のす一  

夕呈纏足のダ■一夕フォーマソト畑蘇哀しPCrl吃透する展解くチーク免密告β〉、  

コマンドデコーダサうのコマンドず一夕色解絶し、デイスフリートコてンド   

し某碕甜コマンド）あよボ 7・ロッフコマンド（莫晴間コマンド）を賂生すう  

機能くコマンド制御部〉、あうネじめ杷上抄うのコマンド積令lてよりフロブラ  

久て肌たすぺスフリートコマンゞ（1・ロケラムコマンドと呼ぶ）邑．定めら叫  

た9イムシーケンスlて吸い各段急に畳鼓し、荻生毯を毎朝的lニコントロー心耳  

る礪結く白和利御辞〉ネち主tて、急転そ帆る。DP U泉亀毘呈包Z．5．2－1－て  

示、マ。  

PLANETrA DPUの負えの物故、盲、碍考虔諭の応具  

乞取り入Ilし鰯渡したPこMデータ1こ超連荘敦盛危lて通した酸り訂正朽ちく  

∨■r亡e「』i De⊂Odγ∩9 Al90r T thm にょる Con－  
u㌧Olulニ丁■0n乱丁 c od r〔望）を呵刀口したこと．あよび虜且鵡の自動  

管制を行行う7ロブラムコマンドに．1BT tの象り訂正試て至る H8呵－  

min9 ⊂Dd e 星打切したニヒてある．  

以下lて．各藤縫の辞瑠を託す。   

（Z）データ熱望書β  

データ剋超詐てl吉、水子のこ乙互所持うJ   

（仇）データのづンフ∵巨ンゲ   

（b）A／D変疎   

（C）デイ ジアlレデータの鏑象   

（d）タイミンケパルス′編鼻パルスの乾生   

（e）フし一人伺羽信号．時刻長考の賂生  

り）NR三－L／NR亘－S 灸項暴   
（き）C．DN＞O L UTlON A L C O DE 符号嘉  

し《）色psK変説皇   

（＝ 一敢宏データの句境   

（」）データレコーダの制御  
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P C目すトー9の最頚・璃島、甘、徒束のエンコーケこ茎本均に信同じて・あlト  

前記け）あ古木（g）の嘱経拭．新規ゝて軋乃□さ叫ている。   

（うう コマンド糾郁塾  

コマンド糾郡毎てlヨ、C「1D†ナ巧のコてンドナータ（D⊂／8C武紬盲ろ，  

DCアドレスデータ 4B盲こ′ D⊂0r BCデータ8b盲t，…RエT∈億  

号，白C T信号）人口後、これら彊考を軒家し、各穏各ヘコマンド朝命の信号  

を鼓¶する。  

宴痺闇コてンドtて一首．大利して DC（ダイ スフリートコマンドトと、  

BC（7tロゾフコマンド）1べある，  

アドレス デーワ  データ  チ■－7  
ス
 
 

恥
如
〃
点
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）
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㍊
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T
－
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噂
⊥
 
 
 

7「し入   

∧○   
∧t   

∧ユ   
A3  

7   

∧ほ   
A仲   

Ao  
A一  

人ヱ  
A主  

～  

A13  
∧l十  

一久）帽頭ヨまじあて皇行（餌ヰ頭冒ごと朗て藍行（し）†碑国の真狩（d）放牧空行  

凰2．3．ユーヱ．DC吏行如作鼠  

DCl葛．従条ネウ便伺～仇ている方式のコマンドであり．犯上からの1回  

のコマンド福々によt）動作てる．示、  PLANE T－A て，）＝、  

コマンド伍う夏勿車を上イるたれ D⊂状最丈15頚巨．3て一息続伍老でさる」   

仏産した最大1ら頑邑きてのD⊂l召串碕P⊂Mテレメー▲夕てペリ77イモ  

れろ。 ペリファイ後、コマンド内海ぶ正しlつ八一ゴ、実行コマンド1同の重層  

ヒよリ■、DPUIJ、メモリした15項目．舌でのDCを0．5秒間稀て・＿仏逸した  

川∈吟て．産米英行マる。  

・DC安打軌倒丈誌を鼠2．まZ－Zlて泉す。   

（a）L3・D⊂15項目まとよて実行マろ揚金で、莫行コマンド建直によ・l，  

コマンド＃1ノ＃ZO．♯†43′♯lq～♯うきで．0．5秒閻塙て臭行7る。  

（』）lコ、D⊂4壇白きとめて実行する場合で、宴行コマンド遽魯によリ、  

コ■マンド＃旨，＃I4′♯200，せ1qノNon E÷十eこtの0舶  
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‘‘0■■ コマンド已アドレス A14 舌て∴ 0．S秒間騙て実行了る。   

（C）一言、DCl頚∃貴行の場合1・、莫そ千コマンド益鳥1てよリ、コマ＞ド  

卓4芙行後、．No n ∈f f e⊂tのC止見りロリコマンドをアドレス R74  

菖で、異行てる。   

（d）lヨ、実行コマンド童属にJ●ト コマンド暮Zl芙行鎮、N011 E－  

｛f e⊂Lの戒且り0’′コマンド室賀汚し、6．5砂疲lて／コマンド脊7を実行  

’する。  

し、了爪の如作にちいても、てドレスAOサケう爾鳴し．A14書て・、0．S秒  

間囁て・実行し．7ドレスq14色覚行後＿ D PU内タイミンケに才リ、自動吟  

lてAo ～A14のコマンド・－．耳べて No n 巨tヰe⊂t♂－舶且‘‘0′’コマ  

ンドtこ．フリヤー さ帆る。  

DCベリファバ後、コマンド乙修丘したし、堵金．略正しRアドレスヒデー 

タ窒DCコマンド「、・重電する。D⊂コマンド項目数l言、最大ZZ4負目てあ呑。  

DCl二lコ．ペリフ 7小鼓、実行コマンド迷信lてよリ、コマンド邑■安吾てる  

NDCと＿ ペリファイおよび桑行コマンドの速尾を七すtく．直ちlて葉桁ご帆る  

EDC乙1犬ある。  

ED⊂l言、コマ＞ドデータ建値だけで、白郭的に実行コマンド状虫刀ぞ爪  

うので、NDCのように実行コマンド東低の住宅lヨねく、在来の衛星で 峰岡  

してきたっマンドと同じてある。  

B⊂tコ■、  づ阜がり（MS一丁5）も、占新色lく便印しセコマンドてあ  

り、糾在n命命邑シリ71レ日．8b†tの＿ NR三－Lデータで一巻夜長に女刀甘  

るものて、鏡真の、、1′′，”0リ コマンドを盛徳之せRものlて増量てる。8♭7t  

NR互－Lデータの内容に才る糾卿の痩埠l言，名葛各卸て・ま差そ≠る。  

BC送電綾、・デq夕Lコ、 DPUに一度払底ぞ爪、P⊂rlテレメータで内容  

示、ペリ7γイ～爪る。ペリファイ後、臭行コマンド崖島lてJ11、あらせじめ  

DCで砥達した董暴lての井、BC DATA ほb．T t NRご一L）、Bこ  

CLOC K、BC A⊂Tを・ぬ¶てら。  

BCデータ 8b r tを数回ユーザー礎基lて盆¶てる場合、B⊂東尾→  

稟行コマンド童尾色数臥簸り壷了ことにより行毎う。  

BCデータの・、ペリフ7イしユ．DP uて・行玲う湯谷と、礁毒側で行毎う揚  

合とべぁ1上 後孟の場金■つ阜嗣のテレメークフォーマット正岡急ご肌1いる。  

コマンド利春P軌言上藍の勒作を行すう化、白軌管叫辞けりの．アロケラ久  

コマンドPcとDCとの遥疋皇行毎い、名4bTしの、コマンドコード乞、  
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すコープ㌧」ンクして．名環急に分配了る荷台旨も台ヨれる。 ギコーチイ ニング  

動作已行毎う り4 T0 1b DEこOD亡R”l言DC 吉ナ古び－ pclて司  

し共通lて偉同寸るのて、クロストー71六賂空でさ短いように鎧訂⊇れている。   

（4）∃勤富糾鼻  

白勤写討括Pてlヨ．二琵皇礁の長朝闇の重岡を包釦的tて行毎わせ台ための 制  

御危号乞あら林じめ、アロケラム～爪たタイムシーケンスーてょり、名虜為lて  

虫刀甘る。  

糾都億号lユ．D〔コマンド1のものてあり、DPU内メモリヘB⊂により  

最丈ZS6項自うて－ 記長させること玖てきる¢  

メモ・）lく乾度したDCコマンド・コフ。ロブラムコマンドPct：呼劫こし、PC  

スタートコマンド一千より、′定時蘭マ穐でメモl）やら象劇虫～帆、DC同展、  

4 十o T6 DE C OD∈R て、ゲコーディングぞ小台。PCぬ刀時間■  

閻軌3、†Zg妙′ ∫／之▼砂，20今8 秒のう鹿頚城、コマンドにさり稚気  

に指定でさるので、自軌雀制吟軌ユ、易マq．1暗闇，j6ヰ野戦′6・一己 と有る。  

DPU内メモ■）に妄己臆したP Clコ．P⊂日子しメrタによ［）、ベ．）ファJi  

ごれ．コマンドデータの正一しいこ亡ば碓乾さ一肌．る扶、PCスタート藤l∃長奇問、  

コマンドず県人て、実行ご此5。  

コマンドデータ1Bitの謹リlヨ・、他のコマンドK象叱てるのて、童同上  

ミスオペレーションザ選生し、システム・宇与える影響l甘ぇさい。  

DPUでl言、PC盆、巾埠コマンドデータ．7Bitの雲集り扶、窺生しても  
自動的にまり訂正扶てぞう、 F。「、〟ard Err。r Cロトreこ一  

い叩 Codr n9 を便解して毎＝・）Jcodin9131n」二亡，「＝m－  

aて」了。n 8♭T Lノこheこk 4bて亡ノ符号化季 官＝2／3 の．  
HFトM「11「J句 一C O DE てあう。  

つDロケラムコマンドPC 8b†このデータ13∴HAHMユN年 E山一  
CO DE R て C巨Ie C k Blt Al∋it ゼミ生残され、PCキータ  

旨♭－t′Che⊂k 4♭一手の訂12Bit状・P⊂メもりである官Arl  

に番手こ喜八も。 P⊂笑ゎ崎lつ、RA什かう統出払ご叫た1Zβitのす一  
夕ーコ、HAMMINキ・D∈⊂OD∈R て濱リボ根査ごれ 

訂正したデータ堅くコマンド制御部〉l二、鏡絵寸る。   

（S）符弓叱Pcrl伝達形式  

PLANE T－A で（言、DPUて・P⊂‖データ邑j冒頭匝覿  

東尾に重した符号叱得度を行毎う。 閂弓軋処理1コVit erbi De⊂－  
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。d－∩9 A190rlしh仰lて古る伺ぇ長k二7′符号化皇R＝l／Z  

の、Co n＞OlutiO rlかI C od eで行毎う、  

Cod e Ge ne r o、t Orl言、仁∋3（Oc t久1）ノ171（0－  

ctql〕堅使耶■る。左⊂ode一言・No〔こロしてCしSt roPhγ⊂ノ  

Non 5yStem玖tiC′dチト巳已 （M久K）こ10 のCddモて   

あ 5。   

Con v0lutio n久1 En⊂O d巳「 の7・ロッフ軍乞包乙3．Z－5   

に在マ。 

DPUて・轟鼻TうPC「1データし一ト8、抵Blt 下ぞaて已ボ、も4   

BPS′竜巨＝t二1R仇t已げZO48BPSであl）、符号叱知卦3但Bit   

R仇te希lての封適飼し、叱戎周辺時の島Br t ？仇telこlコ、重刑し盲い，   

以下、各データレートでの伝達形式にフいて託7。   

n．佃Br t Rat e（ら4BPs）蕗伝送形式  

64BPS痺、PCrlデータlつ符号化栗噴後、BPSに変爵し1伝達マる．  

環査噂倒て・の伝達形式一っ．NRZ－L→NR宣－S→CoNVO」．ENC   

→BPSK→Prl（T「1S於）とf5る。 兜上て・のらPSK彼調時、デー   

タに封し、1800のPhase Om♭－9山ty 拭ろ足するため、   

Conv olut′T On久1∈n⊂Odin9に毛行して、Dてヰ＋e r－   

enlニー仇1En⊂Od†n告各行行う。  

Dトfヰe r e nこ・i久1 Enこ∂d T n9tT＿観測点暴状OFF～叫   

た易合．DPUで・コーー0りこよ為し■■0りの愚生頻夜状高いので、′‘0′ノデ   

ータで、B了t Tro＝1Si 

∨01utてO n久I EトトLO d erて一っ．⊂。d e G・erre r玖亡Or   
を1（D）の訟¶巨象乾して私孟マる。＝山」つ包2．5．2－5のシフトレジスタ  

‘て、0血“0′′きた、言、山辺“1〃のデータ示達氏した湯谷、Gl（D）′   

丘z（D）のぬ仰ヨ、久奴、一0′′ィ概くので、マlレチアレフ久した虫刀伯、山竣   

‖0’′げ垂蔑し、BFt后嘲をとぅための、クロッフ応分藩て巧くねう。  

丘1（－D）を良家すること「こ才リ、マルヰフ。レワえ虫か3、1010‥‥  
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とたl）、フロッ7戚ガ戌省三れ5∫うlく亘る。  

：杷上でl言、BPS Kろ長喜包後、C o n＞Ol以t（O n久t Enこロd＿   

edチーフ已、SyYn♭01 Sy■「こhro nミ三巳「（Bit Sy－「－   

こh r o nlヱe rとも云う）に入口し、■っロ・ソ′フ裁令才由払こデータの貴与叱   

を行毎り。量与叱ご爪た、3Biしのギー●ウニフロックQ、Vlte＿r♭i   

De L D d∈rlて入刀ご帆る。   

Vite r bi De⊂O d erサt3の虹i71つ、P Crl DErlODU－   

LATORでLフLニム同期伏とL；肌データザ彼調ぐ机る。Ph久Se 仏Y＾－   

bT9uT ty戎定のための一 DTヰ＝ferenい久1De（二Cdてn会   
（NR言－S→N R言－」）1ヨ、Ve t e r bi De⊂O de rで・文江漕ご   

uへる。  

短篇、ら4BPSのテレメト十データlヨ、Co n v0lut＝い＝J   
巨nこOdT n9猿、符号叱章ザりZのため、1Z8sp5のデータレート   

に伝う。   

b．急b†t Rorこe（ZO48BP、S）碕伝達形式  
理頑固丑で－て、回席上PC「1データlT符号化し巧いて偲遺さ肌う。ZO4   

8BPS蕗、塚直哉刷での伝達形式l了NR三一L→NR互－S→BPSK   

一→PM（TMS於）と巧る。  

地上での．βPSK複弱卑、データlて対する Ph久Se A叩b了9一   

法lt y一手、Sym b01 Syrl⊂－hr c＝∩一 三乙e rで（N P亘－S －→   

NR三こ」）戎定丁帆る。 Syγ1boI Synこhroni亘erボトちの   

虹労1了、P⊂M DE卜10D UJAT O R で俊哉丁吋＼う。  

（1），（Z）舟共BPSKのサブキャリ7裔及軌つ・写1qZH己てあり、   

こ拙言メインキャリア定席K、信号スペ？トル成分伏、あらこきないよらに、  

選集される。  

国乙∋．Z－4 に、†乞羞7nツワ匂生長7。   

（ら）塙 尭  

DPUlコ上言乙記戴の磯縫以外K．祀戒自動哺碇軒脚起卸のための、1週間   

タイマーべ、別途、円炭ご帆「あり、塚畳承の寺解凍急変し、杷或サらの   

コマンド藩如サ巧く詔フた喝、最大1週間籍過後に、絶滅璃捉の嵐勤を閣施   

させる，  

弓た、J†サルデータしコーダ（BDR）lて珂し、乱鼻息生冬の制御お古ボ  
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子一夕の、インターフ工一ス已もぅ  

P⊂「1宣子一夕の喜已最、ゑ三のチータ切痩互行ロう。  

DPUの三等義元三 貴乙3．Z－1に表す。  
DPuのタト軍属乞 包乙3．Z－Sに私て。  

村宣計貴子年  

目去竜泉（競）  

Parameters of Da亡ユ PごOCeSSO工■  

（1）2CIDa亡a Formaこ 5ドユnds  

I Word  8 3i亡S  

l艮inor ≡■ごa，me lコヨ Ⅵords  

IHaつ○ご Fごユne 2：6 川上n¢r FごユmeS  

B⊥＝ R且こ≧  20118 ヨpヨ【1王’ごユme．／0．5S）  

64 BPS★（1Fra爪e，／165）  

■S⊥mboI R且⊂e： 1コ日 SPS  

Fごユロ丘 Syn⊂．  ユ 打ords  

（2〉 PCH Hodlユ1a⊂二On N只＝－LハTRニーS／BpS芯  

（王or 二Z－048 ヨPSl  

ⅣRZ一ユ′′ⅣRヱーS／  

C〇nV．Code／BPSX  
（fっr 64 3PSl  

（3）丸／D Cこ〉nVeごこer D⊥9⊥ミュ18 B⊥亡5  

L⊥neaご Cod土爪9  

Seqlユent土．al⊂ompa工土50n  

C⊂lnV．T⊥皿e lコ8リS  

Input Vtマ ミ 0～3V  

Inpu亡Freq．； ロく4・5Hヱ  

p＝巳C．ニ 三0．銅 ざu⊥1Scユ18  

工nput坤．＝ 200 戚  

【4）工nput工虐Vel An8lo9： 0√J V  

D19ital： ●■1■t 4．4も5．5 V  

‖〇－■ N．1V  

（5）Ouてpu亡 kvel Di9ユtal“1け 4・4～5・5 V  

川Ol● M．1V  

（6）Bubble Datユ  
只ec〇rdeご 工nこ巳ごごユCe  

（7）己rrく⊃r ⊂○＝■ご巳Cこu9 Code  

Convolut土onal C〔】de  
（Vi亡erと止 Decod土n91  

X＝7  

R∃1／コ  

Ma）く，Free 工）is亡ance．  

Nonc占亡ユSこrOph⊥c．  

Non5ySてemaこ土⊂ ⊂ode  

Cコde Gdnerユt【LrS： ■一171■■．【1ココ■■ Ocミュ1  

（8）Discごe亡e Command  

（D．C．）  

224 エ亡ems  

（うlちlo⊂k C（⊃皿d  

（B．C．）  

8 a⊥亡 Seごia⊥ Da亡a／エ亡em  

CDn5亡ごu⊂tion： DATA，Cこ□Cさこ．A⊂で′ E‡JA旦LE  

（10）pro9て珊hle ⊂8md  

224 工亡巳mS  

AlユtOmat三．c C（〕ntrO⊥ で山me  

l）128S）（N（9＿1h（⊃urS ndX．）  

2）S12SxN（コ6．4 holユrS maX．）  

コ〉 2048S六川（6．1days max・）  

N： 1へ2三6  

1）～ユ）： Seユe⊂亡巳d by Comand  

三ご＝Or  

C□rごeく：t⊥n9  

C（⊃de at 亡he  

Execu亡⊥on  Ⅹa皿m土ng Co由  

エnfoma亡土On 8 B⊥亡  

ト凸′  4 R－十  

1・Ol寸（maニく．〉  

3．丁て、√ ′lノ  

292 mX202 mXl17 m く即   

Rec〇rd  
S⊥9［al  

Re；】rGd．  

5i9nal  

20≡：器≡）NRZ一乙  

20 
三：器；）ⅣRヱーL  

（11〉 Pqwer  
Cons皿呼t土on  

（12）We土9ht  

（1コ〉 Sl＝巳  

示二：←一 ＿う．2－－ t  
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ワ・′…り   

凪2・3，2－⊆ DPU 外観図  
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2＿ 3． 3  データレ＝コーダ くD R）  

（1）硬．看  

PLANErr－A に喪覿ごれるデータしコーダ（DR）は  
ハレー彗星のu＞邑垣データち名缶PC「1テレストl）データの訪鎧．再生き  

行年ウニ乙各日的としていう。．  

彗た  PLANE T－A（言、低温し一卜腐64bitノie⊂．と  

低く、監線審雪1犬、1卜1bltS∴【て服定丁【れていうため、咲来のチーフPレコー  

ダに叱べ但消骨電力′小型′■単量イbl真司帆う腐乱Jヾブlしズニヒリ乞く妻珂した、  

バザlしデータしコーダである。   

デー9レコーダl⊇・絶虔開始コマンドによリデー タフ。ロセ・ソ？くDPU）  

廿づの一2（〕4g BP S 又Eコ 64B PS のNRZ－」テL，メトリデータ  

・星乳う魯文一っ4．4舜間にのモ7て乾壊しノ   且空間始コマンドにより記鏡  

ご肌た楕簸をZO4富BPS 天応 b4BPS のNR王－しデータとし  
て属壊し、  もPUlて出力1為。   

（Z）轟 能  

データしコーダ・コ主にコントロール辞′ドライバ帝ノメモt）辞tこよリ  

痕乾さ軋る。鰯巨悪統包を包乙5．ヨー11。泉下．以了にデ＿夕しっニタ  

の動作親専を禿て。  

（α）コマンド釦咋   

（i）いか尺5丁βγ′′コマンド止よりか尺の電源が川丁へ、、々とC S押斤丁′′コマン←  

によリ 20仏∂占P∫ ヌ・才 占乎βP5の〃尺Z－L テLメトリデータを  

託餓寸る。チ」フし一ト13DPリサ与の岳ほ払te信号（フロッフ塙与り  

ヒユリ制御ごれる。  

全島阜（川玩t5）を託儀巧ると自動呵に巧せL、一朝亀疲とげ戸する  

（8々 ∫丁βYモードと宿る）。   

（iiいか尺5丁即′’コマンド兄上リガ斤の奄寂ポロ〟才れ．†結P古郡々丁〃コマンド／＝」リ  

記厳才れた崎毎号2∂粥β和文一言占4βP古の〟々冨一⊥テレメりデニタ  

として鼻邑了る。チ」フ㌧イ・富野∪㊥与の飢斤久控痔号（フロッフ信号）  

によって制御才れるp 全乾俄伺為（…bit5）を再ま守るこ、自動的′て  

停止し、一辟常夜毛OFF寸る（錐5柁Yモードと巧る）。  
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川i）、・か尺STβY”コマンドーてさt）0斤の電象ゼミ∂〟～れ．’∫朗尺C〃ざ瑚灯′‘コマ  

ンドにより．舐虐象．良三窒巧ウニと巧く、テ㌦タブロッフの塩屋乞もへ  

畳のろこてげ（てそ呑。   

（N） 託儀一鼻呈．サー今酢作中に、、か仔5rβγ′′コマニ「呈正一るここLてより か斤－∂  

ヤの覿j7富碍止し・か々の電；便と一都βF戸守る‘  

マ、、・か斤ク戸′”コマンド′＝かノ♪斤一つ金色森え∂FFするd   

（∨）りq姐 CL∈A Rりコマニドにより、全「の記鏡データを喚問的  

にワl）アて・・jる。  

昂旦′サーキー了テしメータのタイミンゲと一言鼻蘭魚にえクートノストソア   

できう。 ヨた畠已轟l了、囚ロボいうスタートし、仙z7一て、ストツアマ5さ   

（b）コントロール抄  

コントロール辞q．コマンド制御回路，タイミンヴ′ヾルス埴生旦路ノー  

ビット¶ウシ9ノウロッつ希生回路′磯籠Iヾルス蚤生国払ノ加細萱回唾ノ  

デー9し一トバ、ッファー愴ら轟裁手れる。  

コマンド制御］回路1コ、DPU†ナちのコマンド僑弓巨久蜜L、DR已堀  

定のも一ドに設定寸う。（「斤∝S榊打”・■やP珊町′■∴s叩C〝甜餌「コアンド・言  

草尺ぶ巧Y蕗の万歳如ヒ得るよぅーく制御才れる．）  タイミンブ  

Jヾルス蘇生包∈蕗lコ、モジューJレ¶ウシクとプロ．7フロウシタ骨う底板ぐれ、  

モジュール¶ウンタlコ4個のバブルメヒリモジ1一ル邑鉄則し、ブロッフ  

¶ヤングl了各モジュールてのマイブーループ上の了ドレスモ政利7る。  

ビット¶ウシフlコ各】ヽブルメモリのメジャーライン上のビット数をカウン  

トてる。鶴綻Jヾルス悉誓画賂、ユ代ブルメモリへのデータの書込封′窮乾  
し邑行田った・めの スワ、ソプ′ジ工∴昇レーク′リブリワート及ボコパル  

、駆動電熱＝1x，HY）の各′nしスの佗ネ軌ヾルスを終生丁急。タイミニンつ－  

げ－レス藤生回路て・養生さ爪うタイミンケ痛罵ヒ磯乾ノマルス藤生回蒔て・藤生  

寸う他称ヾ・しスをカロ畳して、バブルメモリ1アワセス年－くlすをなタイミ  

ンヴ店名を碍う。 バブルメモリ′ご・て蟄壷工象上、卦1」；軋匂し＼矢嶋ルー  

プ武藤生マる。ニのK縮ん一っP已、データの各込肘∴ま止し埼lてマてキン  

づ寸るた 

1ミサルメモリの毒さ吏虻／乾ぶ拡し直卦7、らS53らH．zてあり、  

DRの錦／鼻生産雇l言204篭B？S／ら4BPSであも。このデー  

タ蕗夜の相室旦葡正てる回路扶、データし一トバッファてあう。絶鏡信号  

亡してのZO4旨BPS／64BPSのデータ・ヨ、バブルメモリ竜込壷凄  
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てあ5らS55らHzのギ一夕に秦頼ごれる。 看たJくブルメモリサウ、  

免ぬされモらSSう6H三のデータ・つ鼻生信号として2048BP5／  

占4BPSのデータtて豪頼ごれう。   

（C）ドゥノくバーー吾P   

ドラ巾ヾ一瓢了亀乳ノヾルス発生回路′モジ⊥一ル題瞑回軋 コ小レ罷  

豹回路ゼう慮載さ爪う。  

密売パルス乾生回路1コ＿ コントロール辞林うのスワップ′ジ1ネレー  

タノl）プリワート危考を電急増巾し、バブルメモl）のスワップゲートノ  

ジ工ネし一ワ′ り70リワートゲrトに庚絵了5。  

モジューJし産衣回路一つ、モジ’ユール刀ウシタの信号によ－）、メモリア  

ドレスに吸って 4偶のバブルメモリの1個星置瞑丁う。 コイlレ薫逼訪回  

議1つ、qOOの血相星邑希っ指糾、畠形頑亀武邑バブル大王りのXコイlレノY  

コイlいて積金し、バブルメ乙り色魔軌マる1てlせ寄巧臨雇遼界を藤生させう。  

回乾j政界の周衣教lコらS55らH三てある。 三コイルl了バブJレ大王りの  

鼠線データ乞消去（ウリ7）するのK夜伺す急。   

（d）メモリ蔀  

メモリ詳l∃4慣の碕昂バブルメiリと4灸絶のセンス7＞プ包蒔せづ  

鹿成さ軋る。  
ペブルメモリの託俵プープし3、ゲィチフターの盛者遜永別最邑利周し  

1、鼻勤婚巾し壕放てる。猿払で机たセニス嬉号lコ、適切持タイミシブ  
（ストローブ蔦葛）で、卑生データとして姐¶ぐれる。Jヾブ／レメモリの  

セニス億号しべ／しき最週lて紹整了ろため、セニス了ンプ包冨各を名バブルメ  

モリに印象して∨＼う。  

盗泉バブJしメモリー了、Z5らk』軋メモリを使何丁う． このノぐブル  

メモリlつ埼－て新星庖戴周として評価式線色稟乾し蹄賂したものて・あ急。   
虚痛バブルメモリの主客窮屈逐素2．う．3－1，チップ噴戚回壬、0  

包2．5．5－う に存す。  

（う）性 経  

（n）亀嵐的桂鮭  
。菖乙線審量  104宮S7ら ♭；tS（2SらkB托 X4）  
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0家β象1互弓  D玖tq．Forn、灯し  NR三－」  

D択久 払te  204Bb†tぺe⊂（島遺言〔慮）  

64bT％鑑（低速記虚）  

Dc代q Fc．rrnat  トユR三－」  

Daて久 仔aてe  204宮biシもec（高直島宝）  

ら4伸長eく（偲重昂且）  

宅．ヨ 缶  （義盛記鏡）  

0卑生信号  

0吉己録埠頭   

0卑生蕗問   

。消音電力  

44 時閻  

間
 
 

伐
埼
 
 

8．う  

4．4  

亭丁5Y晴  

寵廠崎  
舟五戸肴  

サーチ吟   

OR STBY   
Re⊂Dr℃lStart   

Reprpdu亡e S也「亡   

S氾「⊂h S払rt   

Bu』bk月＝〔lear   

DR OFF  

〃
〃
吋
〃
 
 
 

ほ
7
二
7
7
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て
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こ
ぅ
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j
 
 

○桝御コマンド  （一部ノ亀ラ夜ONスI言動咋浄血）  

（舌乙健闘一胞一合亀ラ及0山）  

（且星間1后．佳句及0〟）  

（サーチ綿々留．全句薇0〟）  

（組子エア絹も）  

（動作停止′令色5政DFf）  

0テしメトリ  
キ、一夕  

∂尺 ∂免F  

∂尺 〝○‘ね ・蹄ぶ乃γ  
■∂々斤空C  

■β々々どP  

●開脚斤C／′  

バブlレメモリ通夜  

00′、＋500c  
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0、性矩確埼過度   

（b）境域的性醍  

oT玖・形状  

0重 量  

外観周を国2．3．3－Zlて私マ．  

2409き  

専宙耕菅原見所一 軒寸研究旦  

日本電気し秩）  
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CしOCK IRJナにTlON  

ニュTA CLOCKl上ぐ∋るH＝ノ12らHz）  
Cし0⊂K ⊂ONTROし  

l  

l⊂」鼻A ICしKヨ  
ス≡こミにNAし くa上皇≡PS／ら丘2〇S）  

⊇uFF；言 H≡HOR▼   
こ三三らさI15 x 2）  

；∪芦⊃－や岩■●ご5こβ  

軍≡P SI6日Aし（き〇エ8∋PS／昌■ヨPS）  

図～、5．うー1 データレコーダ 礁乾ブロッフ図  

t醐動  

㊤－  

⊥   

「【l・・   

㊤．   

■’一∫ ■ ■ ク 

粧 しコ「ダ外観屈  
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泉乙5、ゴー／  圧プルメモリ  i手話定  

ー0「g抑iz∂tion・‥‥－－－－－・－  2mejor一座S／minorloop≡  

－M両「lopp n＝mbe「‥－・－－－－－て・て284t・00PS  

－〕se仙mmo「100P＝Umbeト・－－・・＝264 沌ops  

－Mけ沌「「egister bit numし）er・‥1051bits  

－C叩aCity －－‥－ －り・－＝－‥・－  292804 bits  

－〕sefuf cap∂Cty∴一－－＝‥－－－－  272184bits  

－P∂Ckag size ‥－…－＝h＝・ ヨ110x27．3xlO．5＝mm  

‾Ch座Size －－－－－－－‥－－－‥・・ 5．8x5．8mm  

－Weight －‥・－－・－－エーー・－；・52g  

しP  

［コ  ∈VEH一三IT；  

142か100PS  

伽小汀11れe 

硬  
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G；：⊆erler8tOr   

SG：5v叩G8te   

ヨS：SG テ0r BOOTし00P  

回Zj、5－j  

▲DA：Å⊂tづvel】eごとこt＝r  

OD：Dumy Deてe亡こO「  

RG：Rep11⊂己吐Gat≡  

8R：尺G for8DOTし80戸  

川ブルメモリ．チップ鳩武図  
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3．手芸  境  岩十   沌l】  袈妄  笹  

こ∋．1 ハウスキーピニノ ク、（11K）  

河‘立詰；、 車公下  

1 徒  費  

人工衛星は字音空間において太陽光の直射や紆空間への放射、あるいは搭載蝕語の発   

熱により濃度か変勤し、各ぬ窯の動作状態や運用に与える彪軌ま大きなものがある。   

また衛星の電源は大農電池の発馬のろでまかなわれており、′く7テリーを含めて竃頗  

の動作・状態を監視することは衛星の運用上重要なことであ．り、搭載機芝の高圧電源   

や動作状腰のモニタは各ぬ器の動作妃穿に必要である。   

HXはこれちの温度・電圧・最茄等の蔓婁計郭を行ない、衛星および拓哉虚器の動  

作状腰与知るためのものである。   

本衛星に汚虻されるHKは従来のHKに比べると、システム重畳軽減の目的から、   

人力信号に重畳のかさむシールド線そやめてツイストペア織を庶用し、人力段を差動   

安国謁として干渉を受け透くしている。   

測定項目宝は校正電雇（CAL）2点を含めて84CHであり、蓋3．1－1・．に  

朗定項目を示す。  

人力信号はアナログスイッチによりDPUからのコントロール′くルスで切り替えて直  

列信号となり1曹幅部で増幅しているが、前記のコントロール′くルスにより増幅度・バ  

イアス写そ新前している。  

回3．1－1に7ロック区を示す。  

2 電 気 的 性 詑   

2．1 竜三盈q 定 系   

（1）盈l 完 範 囲 ： 8－十3V   

‾（か 測 定 方 法 ：差劫貴国路  

仏）人力インビータンス：1Mn±20％  

仏）出 力 電圧絹度 ：三0．06V（0V 23享2℃ 〉  

三8．O gV（3V 23三2℃）  
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2．2 濃度封定系   

（山 温l 完範 ■ 囲  

② 渕 

：TL・・・－5（〉－十80℃  

TH・・・－150一十158℃   

：白金温度填出芝による  

（罰 検   出   苦 ：   

（心 検 出 彗 尊 度：   

（9 出力 電圧精度 ：  

Q O516PT S O n   

O．35±0．81％／℃   

±0．86V（8V 23±2℃ 〉   

±0．O g V（3V 23±2℃）  

2．3 重宝  A   

（U 周 波 数 帯 性；  

懲 出力言J王温度ドリフト   

（3 出力言圧護持ドリフト：   

（心 出力インピーダンス：   

（罰 コントロール′くルス：  

由 出力立上がり時間還れこ   

打）掟 jE  電 圧 ；  

（心 拍 発  電 i荒 ：  

DC・－2（】0翫【・【！＝ d腋 薫摘ほ＝   

三30【■Ⅴ（－30・－＋68℃）   

±10mV（300Hランニングテスト）   

188Q以下   

‾l■・・・3．6－5．5V   

‾0‾■・・0．0－0＿7V   

lO O〟Se亡以下（g O％）   

CA L－A・■・0．5V三3％（－30－十60℃）   

CAL－B・・・2．5V三3ク右（－30～十68℃）  

十12V…●14dA以下  

一12V・・一80℡A以下   

十 5v・・100月Å以下   

HK ON   

打K OF F 

（g）コマ ンド項 目  

3 織 機 的 性 能   

（D 外 形 寸 法 ；・185×144×75d■（コネクタ・ビスを除く）  

② 重  畳 ：1」ト5餌以下   

Q）ケース 材 質 ：A5052P   

仙 ケース重石処理；EPICO 2000 窯色半つや虫望  
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泉J・／一ノ  バK判定碩省長  

CH  項  臼   S／S名    CH  項  目    S／S名   

CAL－A  プラットホーム上面4温度    機 体   

CAL－B  
1  5  

BUS一電圧  PCU      プラットホーム下面1  

SCP一電流  CUS  2  

4   B．斗T一電圧  B・AT  3  

BAT－電流  1    皿   4  

負荷電流  CUS    38   E  ESP   

十 5V  CNV  S  1   

＋12V  1 Ⅰ  UVI   

十15V  C C D  

十28V  （ア キ）  

－12V  

－5 V  

N2 内圧  RCS      上部プレート  構 体   

HV－t  ESP    46  スラスタカバー  RCS   

HV－E  スラスタA  

SHNT－E 温度   PCU      スラスタB  

B A T  BAT      サブストレートAl  SCP   

18   CNV－B  CNV    50  A2  

SBR－A  SI∋R  A3  

T M S  TMS  Bl  

D   R  D R  B2  

S T S  STS      スラストチューブ上  構 体   

STS取付坂  中  

タンクー1  RCS  下  

タンクー2  計装用パネル  

配   管  N    D  N D   

ⅣD取・け麗  

ペデスタル  下部プレート  構 体   

プラットホーム上面1  鳩 体  SHNT－R  PCU   

2  光学系本体  UVl   

3  63   ミラー駆動部  
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1．概  要   

INS－SAは加速度・振動あるいはモータ燃焼圧力等を計測することにより、衛   

星が打ち上げ時に受ける環境や、ロケットの飛翔性 

部定項目は、最加速度計（施A）、横加速度計（YsA）、3段モータ燃焼圧力   

計（P。）、キックモータ燃焼圧力計（P餌）、振動計（V5，V6）である。  

ⅩsAは縦加速度を計測するものであるが、DPUにはアナログ出力をそのまま   

出力している  

YsAは横加速度を計測しており、その感度方向は機軸を向いていて、地上にて   

データ処理することによりプリセッションを求めることが可能である。   

なお本装置にはYsA処理装置は含まれていない。  

P。、P甜は3段目およびキックモータの燃焼時の圧力を計測するもので、データ   

は切り替えて1項目でDPUに出力している。   

また燃焼時以外はYsAのデータと切り換えるようになっていて、EPT－SA   

またはコマンドにて制御している。  

V5，V6はそれぞれ縦方向・横方向の振動を計測しており、本装置でインピーダン   

ス変換・増幅した後、B2－PL部に信号を出力してTM－3にて地上にデータを伝   

送する。  

ⅩsA，YsA．P3，PK虹はコマンドにより、Ⅴち，V6はB2－PLからの信号で、   

それぞれ校正を行なうことができる。  

V5，V6の信号、およぴP3，‰検出器の電源は、モータ切断後生きた線がSD   

コネクタに出ないよう、コマンドまたはEPT－SAの信号によりOFFするように   

なっている。  
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2． 電気的性能   

2．1 XsA   

（1）測 定 範 囲   

e）測 定 椅■ 虔  

（3）周 波 数 特 性  

仏）投  出  器   

（5）出力インピーダンス：   

（6）出 力 電 圧  

口）校 正 出 力   

（8）出力電圧温度ドリフト：  

（9）出力電圧鍾時ドリフト：  

qO 伝 送 速 度  

一2～＋15G  

±3％ 

DC－100打z（±0．5d8）   

7265 ENDEVCO   

lO8Q以下   

0～＋3V   

＋2．6V   

±200mV（－10～＋50℃）   

±30mV（300Hランニングテスト）   

100 sample／sec  

2．2 YsA  

（1）測 定 範 囲   

α）測 定 精 度  

Q）周 波 数 特 性：   

伍）検一 出  器  

（5）出力インピーダンス：  

（6）出 力 電 圧   

ロ）校 正 出 力  

（8）出力電圧温度ドリフト   

（9〉 出力電圧経時ドリフト：   

q⑳ 伝 送 速 度   

－1～＋L G   

±3％ FS   

DC～100Hz（±0．5d8〉   

7265 ENDEVCO   

lO OQ以下   

0～＋3V   

十1．45V   

±200mV（－10～50℃）   

±30mV（300Hランニングテスト）   

14 samp・1e／sec  

86 sample／去ec（P3，PKHと切り換え）  
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2．3 Pい PKh  

（1）測 定 範 囲  P3 ・・・ 0～70Kg／cm2   

P甜・・・0～70Kg／cm2   

±3％ FS   

DC～100Hz（±0．5d8）   

PDCR60 100Kg／cm2（air）   

100Q以下   

0～＋3V   

P3 ・・・ ＋2．8V   

PKH ・・・ 十2．7V   

±200mV（－10～＋50℃）   

±30mV（300Hランニングテスト）   

86 sample／sec  

は）測 定 精 度   

（3）周 波 数 特 性   

（4）検  出  器   

（5）出力インピーダンス  

（6）出 力 電 圧   

口）校 正 出 力  

（8）出力電圧塩度ドリフト：   

（9）出力電圧経時ドリフト：   

q□）伝 送 速 度  

2．4 V5，V8  

（1）測 定 範 囲  V5 ‥・ ±5C   

V6・・・ ±5G   

±3％ FS   

lO～3000Hz（±8．5dB）   

2220C ENDEVCO   

200Q以下   

OdBm   

OdBm（1Kuz 正弦波）   

－40dB以下（Od餌 1KHz）  

佗）測 定 精 度  

（3）周 波 数 特 性   

班）検  出・器  

（5）出力インピーダンス   

（6）出 力 電 圧   

口）校 正 出 力   

（8）歪  率  
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2．5 縫  合   

（1）消 費 電 流  十12V ‥・66．5mA   

－12V・・・15．9mA   

＋ 5V・・・  4．7mA   

INS－SA l ON   

INS－SA 2 0N   

t NS－SA  OFF   

P3  MOD．E   

PKH MODE   

YsA MODE   

CAL ON   

CAL OFF   

P3 MODE   

PKH MODE   

YsA MODE  

（2）コ マ ンド項 目  

Q）タ イ マ項 目  

3  機械的性能   

（1）外 形 寸 法  195×114×44．5mm  

（いずれもコネクタ・ビスを除く）  

本 体‥・617g  

検出器‥・359g   

A5052P   

パフ研磨  

（2）重  量  

Q）ケ ース 材 質  

（心 ケース表面処理  
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▼‾〝「  
5．耳軋 i昌  一  与箸 琴勢 和J 子細 系  

働村、松尾、二宮、上杉、日電、冨士通、三重長舶 －  

「
－
」
 
 

∴
 
 

5． 1 聴覚  要き  

二宮研、目電   

∫．1瓶専  

PL州∈T－A r吉花束脱出軌卦て放人さ爪「て後．スピソダウン、  

奪替マヌーバ、などの別御と経卜一昔過面垂且尊勢と保ち与力ごら′、し－智星‘こ向う  

蕗星間軌道と敏行していく。街星l‡本射srp叫㌣打払マせち入ピソ年足才式  
ぐあろ0ご・ハし一撃星撮イま吋亡 宙星本体to．ヱrp巾tモスロースピソ了せワけれ  

け写ら7いミ・ソション上の草薮♪、ら、モーメソタ∠いれ1－′しと捲威しhデュ7′レ  

スピソオ武と席申していち。   

上述の瑳脅別御心よい・スピソ速度別御lてl打べてRcざスラスタ♪ご針、られて  

い1。 王h・卑啓【まサンセンサヒスタース雪アナーlてよ1て繰出ごれ．兄上の  

入射丁阜毯のソフトウニ71てよ，て郎机埠射：東えごれち。   

衛星からのし．ンジンげ一夕あ、よひ傭星から。電波のトノつ一ラー謝餌、ら同じ  

く地上の大型計草埼qリフトウェ7ドよ，て宙星の軌遣わご凍え了れち。ハし一  

書星lて向う目標軌道からのす、れやごあ1ト場合．婆替制御半夜，r。のし同じくRC  

5スうぇタ包皮－て街星の速か咋正かご行な右れも。軌道疹丘【エ癖星の打上lナ・●紳  

胡l～ユ句集施されも子えと7，ていも。  

本帝ぐlま・以上q  PL…∈T－A の窃密別抑ぇ、笹啓絆札軌  

温生鋸互・軌過渡え．レンジニンフい、軌且碑正について、韓柑の 左石栗毛址す  

る。   

ヰ・岳神学石育 南村研究生、永見腐免皇、  

二宮研究皇、 上和砕免皇  

官本旬丸（稗）、鳥士通（礪」、   

≡堅守1〈裸）竜骨丘船叶   
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5－ 1－ ュ 姿  辛卦  籍り  守屋印  系  

二宮石Jf▲、   

J・1・1・1 硝ヒ．卑  

PLAN∈T－A の守勢奪えオ式拝、ハし一書星鴇イ紬づと■lきデス′了  

ソ了ン〒ナヒ宙星本庄（ノミナルし－トsけ肌）lこよろデュ7ルスピンオ式ぐあ  

も。 また・略軋っれt‥b、モーメ：／夕∠トホイール（ノミナ′しユ000り仇）  

lてよらバ17スモーメンタム方式の橡弛ももつ。この桔．衛星本体のスピソL  

－トlま0、2rp机（／ミナ〃レ）で・あも， 上号乙のオ式lこよ，て削御丁れろPLA  

N∈TA  の尊卑制御木lこ専泉ざれる職能ほtフ○リセッション別邸  

、スピン速度別卿、軌温速度別酢及げ尋那ナ刺ド大別了れろ。 そこト本碩ぐ  

は・これ号の現像t講托す窄替玉の穣戴．磯絶と述べ、最後に退甲シーナン入ド  

っIlて女運すも。  

∫．1．ト ヱ 機能専轟こ  

p」A〟ET－A のミッショ ンいら埠努別仰木lて好すも要求しま、  
シ久ての碩81こ要約されも。  

（りまビン抽と太暢方向いら90。土3。。拉園内．て別軌維碕するとと  

もlこ、こ町各庁と諦持す東経てスピン軸q向きt変更ぐきち。  

（ユ）スピン軸と青嵐面章丘土30の免園内【・錐稗すち。  
（3）スピソ由t軌道修正11故曹ワオ向t∵向・トまたこ句淡路いら（りよ美  

lま（コ）ム戒酎こもどす．  

匝）スtごン速度モ、え牢統行巧い㌣、ハし一塊低吟0、ユrpれ‘て飢御す  
ち。  

〔∫）スピン紳のニューテーションと減衰丁せもこじカニモ・きも．  

ぴ）導管計測tり，て雫替凍え‘て淡雪なデータと得る。  

5，1．1．5 導管余榛東  

．p」川亡T－A の姿勢余は・前線lて竜乙述した専友梅花と満足す  

もーこのlて、｝火7のサ丁一システムlてより構成丁れも。  
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く瑳智東と積載すちサブーシステA＞  

・謹啓せンサ   

・了フナユ エータ  
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；スピン型サンセンサ   （  
ヽ
ノ
 
 

∫
 
 

月
 
 

〝
ユ
 
 
 Vスリ・，ト型スタースキ▼ナ（ぷ丁∫）  

；アキシ▼ルゾェット  （月－′月ヱ）   

キ▼ ンテ中ソドリェット   （C．～e嶋）   

モーメンタムネ」－ル  （M〟A）   

ニューテーショ ンデ’ンバ （〝D）  

；誓替制御エレクトロニクス（ACE）  ・別呵工しフトロこクス  

の婆脅木の磯患紀監と留吉．1．1－1‘こ．ま  

．ト1－21こ示す。  

PL∧りET－A  

た．導管糾御本ブロッフ回と薗∫  

FOVo†STS  

固ど・1・1－1肇智東璃思弘畳  
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g・1・1．4 婆替制御機能  

PLANEトA ほ．前項ぐ示しト賓啓上み鹿戴lてエリ、以下切  

線な奪替別御機能と布すろ。  

くフ○リセウショソ別御〉  

がスジェ、ソトlこより、ン★下のふ70り亡ッショ ン馴御と行7フ．  

（8）オーフ■ン′し一フ○劉押  

ぇラスタ過払確軒パルス鴫．積射回臥和才紘相主砲上中、らの、  

ナロ、ソ7コマントドより才旨えし．70りヒッション別卿も行ワう。  

このヰ、碩射吟明敏酵詑は100仇5eC（30；いァ肌）、p朗丁比  
和掛韓首邑lエ再度クロックと弔いた軸0．βぎgO（暗周フロ・ソフ  
と伺い†こ湯谷は・7・g仇∫亡C〔8t二≧∠ト三○；∫rp巾t】）ぐあも・  

自動入梅捕捉別邸  、（b）  

了キシ7ルジ■ニットしβ‥卜月ユ）と嬉射パルス幅了00根eいてて、  

サンバ′しスヒ同舟て。軸丁すもことlてより．スピン紬と太略との為す  

角〔β∫）と900土30【て別御すち。  
（C）妃戎サーチ別邸  

鮎＝ 900 土jO と緯拝し与わごら、スピン軸とプリヒ入させる。  

プりセ入速度ほ．略モ100／H㌣あち。   

〈スピン速度別櫛〉  

キャソテトンドゾ1・ソト〔Cヱ十C・）【りり、軌且投入時り1子0．rp′れ→   

30rp吼の入ビングウンと行ワト こqえピソデ、ウソ馴御【1、ブロッ  

クコマン「により漣線種射吟唱モ謂えすらこいてり喪施すも他、サソ  

′ヾ′レスり同期ヒスピンし－ト小紋え櫨（30卜P軋）か接しくワ、R画こ   

入ピソダ■ゥソも碑止すろLllう稔絡も有すも。 まト初期太暢捕捉刈  

御縁の30卜P帆→∫卜P叫スピンダウン・及びt・見学航行蹄の入ビンレー  

ト詞藍lま．丁ロ・ソフコマント■に上り．積射時間と苛臥することlていト  

吏施さかち。宙星本体のスピンし－ト設え外線絶lま・0．0年rp叫て・・   
あち，   

くスロー久ピソ糾御〉  

新星か本の持っ再通知阜（へユ0帖吋〕とモーメソタムオり－ノ叫てよ，   

て吸収し、ホトノし朗云数と－えし－トド別坪するこいてより、街星本  

射一息の低スピンナートl．て別卸すも。ネ・イール踵軌ェトユ000   

rp机土300卜P札内て・設定丁れら（よ1一′レし－トり設ぇ精度；0．37  
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へ0・‘7卜F巾t）。   

〈軌且速見別邸〉   

了キシ，心ゾ1、γト、キ，ソティット■ジ1ツト、又はこれ隼のゾエツト  

の組みふそド上り碑えオ向Iて街星句遠慮峰正と行なう。   

く肇勢計測〉   

スピソ型サソセンサヒスターセンサ半∴L町．スピンし－トう†卿及甘・壕密   

計利わ：丁行なゎれも。  

‡・1・1・J温甲 シーケン入   

戸川〟∫7・一一月 巧AoCぶ遥飼シrTソネを厨5・1・1－3「こ示す。月  

OCぷ遭即ま、組下の十境目いら㌧る抑坪lて大別ざれも・  

（a）初期埠脅締足利坪  

†ユ0卜F′帆→30トP仰の入ピソデウソ・初期投入確密から鮎＝90て  

へ句婆称フ。リセス及げ30トr巾→いp机勺ス亡。ソデウノ  

紺町＝れう．（青嵐包主且刷物再′穿い又軌且再三衡÷東端て小う．）   

（い 軌通Å鋸坪  

第1フZ軌道速度別卸ヒして打上・r後年、∫日夜．駕ユ穴軌且速度別  
卸ヒして灼30日後lて史施丁れも．  

∽足帝劇行別御  

礼追追加J衝突施か、ら′、し一剰象蹄lて亘ろ 

与いル7（主ヒして入時梅軒声）。影響か、ら導琴t條斤すももlて、  
スピン軸乞貴且丘lて灯し？00±3 01こ制御すも と笑lて、スピン速  

度璃撃t行写う。  

u）伯スヒ。ンレート別坪  

ハレ雪亀穐イ象。†二れモ．－メソタムれ1一ノレトえし一トlて別御すろ  

こいてよlト衛星和本t他人ピンし－トlて削御すち。  

宇宙朴嘗朽 二宮師免皇  

8 本 電 気 畔）  
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スピンタウン  

惚呵和一30「p汀－  

スヒ●ン細別楷P  

∂ぶ一¢0●   

車凡退講定  

スピンダーウン  

30「p椚一5「p汀l  

加算臣要撃・欄■捉  

爪メールスピン7ソプ  

（揉査撤去」お叩一叫  

PJ」のゼdCとJ爪   

軌盈速度別昭   

スピン牢由削権ロ  

0占＝qOO，∂EヲqO●   

軌．追沃・乏  

伯スヒーンレート  

オり－ルスピンア’ウソ  

（擢全線肋2？カーJr戸川）  

アンテナデスノヾン  

データj去追  

幸助■自 如  
．太刀烏．棉、j且  

l  

」＿＿＿＿  

一色知人碍渦了見は   

飢亡六甲桐そある・  

固ど・1．1－3 AoC5j旦岡シー丁ソス  
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‾‾‾▲‾ 

「‾′‾「  

5＿ ユ ＿ 2 孝賢   靭   角尋   折  

一一一 二宮蕎拝、日魔」  

J．了．2．一 手乾 草  

PLAN亡トA  の奄替検出かよ、スピン要すソセンサ（Sl仁∫  

）とスタースキ，ナー（ぷT．r）‘てよ・，て櫓成されてお、リ、Å暢ヒ星と基準1てL  
て属性空間内その恕星奪勢力ご泉え丁れろ。  

ぷ月ぷ．、ぷ丁ぶのデータも含む療星からのテレメトリデータは．KぷC見きた  

l三日田為㌣受桔され、阜甲回線と且じて駒鳴局lてほ速されも。蘭揚局の大型許  
阜磯〔M－∋占OAP ）上て√勧咋する”孝智東かノ7トウエア〃ほ、拝送了れ  
てく．ち〒し一メトリデータ句中から塗勢喝碩のデータt才由出し・ふ砲の7∫しブリオー  

んも蕗て療星沓努の最速推えと行甘う。   

1久71二，街星の沓督検出条ヒこれlてより帰られちデータ、これらりデータ互処  

理L奄替凍ぇも行ワう導管洗足＿ソ7トウェ71て「．1て寺乙述すろ。  

∫．1．ユ．ヱ 沓智除虫余り与られろ冬勢データ   
捉東の地球同回廊星ぐ地坪センサ（HOぷ）一粒虚礼センサ（G月ぷ）一ぷA  

Jの婆脅縁組賭戌モ・花球と入線王墓年・てして新星尊敬かこ凍え川て＝このとは  

異Ti・巨  pLANET－A ㌣は1AS－STSの希玖；・・大略L星t  

基準lて衛星等密かご凍ぇ丁れもい、十鼠て・．原碑的lて星亨，たシステムヒワ，乙い  
な。  

ぷ．月ぶの粗野はスピン軸ヒ且再り方向から土㌢∫○の鶴城とかバーすらフアン  

ビーム粗野と、 まトぷTぶはぇヒ。ソ紬Lj且勺方向いら『○～100の錦城与力バー  

ーすち∨スlト，ト型絶好と有していも。痺に∫丁ぶの粗野配見け・街星の足摺  
航行あ・よび組判時の倭道南奮冬季軌てあ、いて、カいア入も丁艮旭時の中央‘て蹄  
とうも穣一軋置Lな，てしlう。衛星座標条1てあ・けもぷ月ぶ、∫T．どの砲労組且  
と区＝ト1．ユー1tこ示す（新星へのぶ月ぷ′∫丁ぷ取付酪農lてついてlま・函∫．  
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1．1－1奉、吸のこと）。  

∫月ぶは．人格ヵ：∫月ぶの絶好あと通過する吟tて・い）サン′ヾ・レスと（ユ）スピン○  

Å暢角データ 85 t出力する。 ス亡。ンー太梅南データβ51エ・デし一っードt  

や、ら写る粗大賜角データ（デ1ジタ′レ）、痴人暢再∫エ〟データ（アナDり・増  

大梅南c05データ（了ナロア・）か、ら穐戴モ爪ていら。  －オ、ぶ丁ノSl言星βこ1月ス  

リット またlまBスり、ソトと通過すも痺ド（りスター′ヾ′レスヒ（カり一路度桔ち  

（了ナロ7、■）と出力 

鶴上㌣lま．サンバル入から放りサンノヾル久まごの削郎†刺【りる入ヒ・ン朗月別  

丸、サンバ．レス参、らスターノれしスヨ己で・の埠闇討測、みよげ上遥句ふ鐘の了ナロブ‥  

桔ちりA／D更凍ウご行けわれ、P cH桔号ヒしてテレメータ条lこ繕逢されも。  

シー人上∴鞄上島ぐ蔓指されち各智韓抑て英雫ワデータlT・ン文句射てまとめら九も。  

幻 05：スピン一入暢南データ  

♭ノ TsF川：スピン同朋  

c）TL：サンバル入電皇いらスターパルス発生ょそ・の経過吋絹  
（こ＝■■ユー…・〟）  

d）VL：上手己スター′ヾルス【て対応した星の濾息〔こ；I‥ユ′・・‥N）  

サンバルス、入卜Jヾル入、スター蕗長持きのタイミソフー▲の碩練と屈ぎ・1．  

ユーーコlこ示す。 ま巨、これらのデー．夕のテレメトリフナ－マ、ソトlて「し－てげ一  

泉5．2．1－2と拳ヱ亭、のこと。  

∫．1．2．3 婆替 凍え＿ ソ フト ウ1了  
PLAN∈丁一月／Mg一 丁∫印の埠勢凍えソフトウェ了l‡・大きくか丁てシ久  

下の磯免官布すち。  
可 控与奪勢の洗え  

星かごケなくとも】個以上線虫丁れていち軒て・ぷ月ぶのデータヒいち7  

っ。リオりな導管病臥なしtて衛星奪努も洗えする。  

♭）粗導観象え墳絶  

星ヵごサワくじも＝固以上線虫丁れていち崎‘て、缶星導努の丸帝ヰ・非え  
専吟と今の、 導脅データの旦桔に盲映して粗し、奄努泉軋t行なう 
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0 埼奄密議且ヒ′ぐイ了え掩え境施  

術星○こえ常的なぇピン過勤としてtlろ場合のデータiこ好L‘て鹿計処理と  

施し、宙星の璃頚努諌良ヒ衛星のライ′レト免官どの未知バ■う了え号の最  

速碓えと行なう。  きた・長崎軌こか「てち′く・1了見殖え  

の錆色ねlてり碍られち高精良の凍え値と使，し丸厚相スピン退勤碕  
の莫吋錦とq錆蚤替凍えi行ぢう．   

｝火上の磯託t有すら窄癒凍かノ7トウェ7の峨花泉故国王国∫．1．ユー3∫て  

呑寸。 ふ中旬機能はI丈7句通り㌣あち。  

8）前処理申  

子レメトリデータのL OC K－ON／0〒F嫉■絶と副ぇし．LOCK－  

O Nデータと利息されR塙息、衛星暗別データと曾ぁて窄容f削木のデー  

タt碑出し、j∴4ぷデータ前処理卓ト ∫Tぶデータ希英媚郡へ送＿ち．  

b）ぶAぶデニタ前処理印／∫丁ぷデータ前処理即  

g月ぶデータ前処理朗で・はスピン人格再の換算、粗太陽内申ヒ埼太楊再  

坪のデータの谷戎モ行なう．∫丁ぶデータ前処理申そほ・人格・衛星  
○ご他戎辻挿にいも碕。把戎甘ビり明い・え体の検出の判も．星とサなく  

とも1掴繰出していもいりいの判え．Tら汀lていくついの入クーJヾ′L  

入と線虫していち瘍各のlてせノトレスの瞼去．正規ノ～ルスの具象の絹瑚な  

ど句∫丁ぶデータの抒処度t行りう。   

C）星の伺え郎   

÷  

†て星の伺えt行なう。  

d）粗塗智決足御  

上寵の伺えイれた星ヒ大崎いぇい・幾何尊叶耳・てより・姿勢の粗経えと  

行なう。 靂吉黒も風塵リストヒして終朋する． また、グ・ラフ1t，7デ  
1ス70し1（＆D）、ラ1ン7●リソタ（L P）甘ビlて出力丁も。  

わ 錆礎替凍ぇ坪  

衛星℡こ息停泊？入ビン温飯としてし・ち場合、バ・ツナ．処理7・ロデ●ラムしL  

て弔意了れち婚婆専決え鼠ベイ了ス推足っ。ログラム㌣ぬカされちベイ7  
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え経え1互い史，て精確勢推息と行巧う．寅吉具と凰屠り入トlて軸内すも   

i「こ、GD、」P寄lこ虫カすも。  

錆碩努凍え7∫レブリズ、ムヒして・逐次最′ト台東法王強辞すさ。  

†）埼誓勢凍えいヾ・イ了ス希え7。ロブーラム  

新星℡こ軋尊拍なスピン運動tしていも鳴令て－、しかも一入ビン中一て枚駄   

佃の皐月ご検出されていち塙各のデ■一夕乞長和恥わ巨，て格納しhデー   

タフ7づルとベーえlて婿寄替の凍ぇヒ壬知′り7ス阜の凍えと行なう。   

長軸哺にム†てちデータ互錆色わもことによりノり了入碓えの璃友と上・r  

．莱苦t已）へ句入力データとして虫カすち．  

宇宙科学蹄 二宮押ぇ象  

8 本 電 気（疎）  
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サン′でル久  

スター′しし入  

・∨！1在  

スターち三度ほ号   

画5．†．2－2 筈朝一覇権子ニケのタイミンワ■ヰ々一I  
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l▲▲‾▲‾ 

‾一－‾‾‾’‾t                l  

i賀二  生  成  5． 1 ＿ 3 軌  

所木寸石井、 奉公尾石井、 冨＝1て過 」  

鼻音棚払且笠菰アロナチ 

せ曙橋レて好奇鳴の運動ネ碓和宣勧且頚小如J，て計射ヲ大≠摘7。ロ 

であり、隠疎牒層額署の為命じ－7本せ均K賓ち亀り…二戒用土腐えていち。スーぞ  

くlコ冬略，月、ヰ睾・ネ号音内藤婁■の．富力、乞考透．し、また鰯h入塙KJさ膏か塊  

の五つ・・ガ官房友一㌍一段刑罰紛知見乏つイ加ぇさことであり、才り匡軍属以上薮  

鼻tニhJ3こ名跡句ミッシタンK虚各項ろようk萄旦の扱縫針耳7－レフーリズムま承  

句匂うことであち．ニれりの窟、卓・i助壊し穴れ乱王威アロケ■ラム（丁斤丁タ）乙冒で  

11乳戴し宮司K原Iていちタ ブKT斤了戸畑打者鍔塚ま刹牒lて、ケ■ラフケア・  

ざ－ィァ 

て、・る。  

J／）艮．如オズ算布  

妙じ才一且産務弄・（／9古（上昇－〝＝ど‘L′）kJるガ垂承句虜線乞アざは．7ニヱ．掠り．〃丁  

ヒ句九17∴Ⅳ互鵜の旦ぁう雅称ユ  

J   テ∴ノ昌一羞〃J  
巧∫  

覇  

｛
一
Z
．
両
 
 

†
 
 

け  
ご r＝匠l可牒戚  （J）  l

げ
 
 

丁
 
 乙記正子｛ち。ミミでメ，ルーフ他痛あ・J〟虎夫作句琶わ定軋 万富砲兵伯勺虐据  

と召山プ‾ 市ゴト考′ん‖せのか且虜碩で吊る，上司矛皿グコ竣∫掴ちiん中  

・じか知鈍色セK∫ろ加点虐頑）であり．．フえ中勿宣乙写内の動プふ略、月．恕蔓わど旭  

手持けJち伽度有頭であ｝ク（．灼k軌列の乎の才コ確■ヨ他見搾が且濾好奇礁トム  

J招■司伽盈鼻で．才之頑1り即＝孝折摺戒lごス・J摺・・マ帥且方頑であろ。   

な）ロワ且磨滅  
l ‾‾l  

（り如令ヲ小うゎ速見頒乞列争≡  

1ルげ以下のJうH命顔でざう∴  

i）大嶋，伺ス・Jぴ・碓井乞食む9．   

恕暑lウJう膏ガわ毘康  一  

こ山トl∂＝釘のユ′ 之頑であろ 

サ（、こ｛り真作の度贈号・つ、  

〝月J月日タりのエフ王メリ．  

ス・フ7 ノ＝レ（東仔ノ智）王恢嘲マ  

ろ．  

1i）中一じ矢作の非力1払戎枚舟ふk．   

∫う少且雇碩鋼か蝕羞如亨柚d  風1．∫、一レイ穿蔓ヒ PIANEトAの動適  
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fir）大砲丸在中   

日加君主名の洩見場正マヌー′†一   

y）一般禰餌鈴如果IしJち加速度   

yj）大丸水塊ルJち小鼻泉  

リj中毒砂軌崖沖仲条の賠磨い卜7K∫うクー五度  

こ｛り勺加且虜頑けJち彩管i庁・せげ成ろJの如く  

であう。嘲ふlつ懲戒司温での卓専一J加温虜官．耀  

Iじ鹿飯王碑脚とlて斤、し欠も功であり、才k固8  

、つ冬鳴れ．嘲り之紗人でいう軌て抑｛うか温度頒乙 

大略中りの汲薇と篠紬ヒして芳一Lてあう。欠打レ 
1  

恕帥晴朗けr，てヤ∧新郎て冬ち失わ嫁いてわ！  
ろ。亨kゑ1レく．阜帥旦舟頭pヾ7－ウネヮ りの列  

乏だ・（＝り＝り巨＝紬｝炉・てヤ 

琴五万・句．飢のもれつ…り瑚翫仇踊五  
薙正銘サ嘲I÷ム）と月であ，て．†．小雪‾れ～ク万年ロー  

1  

軍務ハ餞左官呈す●ろ。ニ｛17壬ヒして瑠委譲n鳩   

薙政弘痢小鼻虔領ゑクく領ネ了れ医ものであう．級  

－1●一  川■  1q■  

01●岬t和一rt上 Ib小  ．  

の容量－フえろ＝〉ク♂‘トキPでこ〆l勺才号℡（・／弓占ク”  

キ。、㊨琶ヤりク＝キ。．勉《鹿暑が・～♪。拍辞’  
序で井手∧都留ヤヾ一番大」、、．き医大鳴寛鬼灯■J  

．
…
．
－
－
i
－
 教
．
ト
 
 

㌢
里
 
 

チクタク毒口栗産であ・い屈相弔鋤景JJ′ククヰ  

他戎晩山号の天象兎凪ウrJ二如‘キロ、利衛嘲炸狗  

一っク（教白子口勺頚ゑt与えろ．   

餅仁教逓裾か名   

乳l宇和踵べ穴JうK泰阜伺感得一っ、牛耳月を  

耳Iうh・J，つく●長掛句句軌且芳村壬朽わ〃り勅ナわ   

ナJいので・（小屋‰う雅哉の碩牟 

痘証乞えレナつ打算釦恥痺渦句｝k佃．卑 恥入鳴醇㌃噌存材‾‾→‾▲‖‾－ 

沌沌令該ハ蕾打lシり細ルの戎もサ（丸山ル丁川止りゴアJり丁い、．丁斤コ。ア7・琢牒トトれ  

セキ試れ特徴β凱乱戎牛かk吋一灯仲川拍車右削、摘正子諾ふJ打類本スラブ  

て●と剃甲7さ局椚負ゑ勧断aヒいえをサ〈、り咋ぞの鰯鹿1列車巧打で1ノア＝■■  

とく でわち．  

i）巧奇払の権吉倉繚lてか て138セク〃相′の千野尋ス・J打払〟g〟句碑正子  

ii）摺五戒り戚艮及耽K呵tて■＝也帰一ん蘭餌如㍉新手し腸困一作〟／お∧¢  

踏正号  
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ii噂搾射ね酎旦の計如之如似で永’♪うγ・き六・コ㌢超．d斤仰矛仁一小柳多ま壬  

珂、、う。  

i－）痛⑨久子，て・内畑廟l句甘碑l句冥ぺl亡一う   

y）碩ネス子ッ7・一寸イズ■一っ成長ズチサ7●サイズ■KJう掲小ヒ局内子安鼻茅一牌王朝  

いて扮動的ド可奮スキプ7。・サイスーヒ’マラフヒベ可能であち．   

嫡lケV）の局所薇鼻劉御戎の戎覇ドf，て、7■ラ弁，トカq九鬼1質例一亡ヒル－ゴニ  

和銅の足顔l～閉ろ符臥埠蝕且¢ち巡航胡の大略の才品り∧スぞり礪円れ丘lづ蚤う  

チでi斤プ7●、イヤイー㌃・Jノク秒かちノ・9・8きて・容イヒレ、7ヶ巧J句如丘箪威■Jて尊号う  

勿富和句■了〃－～クク前者戴1ほ痢Iて教妙超虜と飯考巾長い7・ロワ1ムと仏てttち。  

即 吟斉、入・Jひ一度嫁泉   

丁斤ユPで薇朝子｛て、㌧ち碕軋のi専乃奇のtユエフユノりス・タノーム（モ丁）よ・ノ首  

ユタ／ヾ一サlレ・ダイム・コ才一ゲィ希イサブド（UT亡）であ智。前局■J呵弁行宮K  

痢l、わか、緒方1コ亘ヒlて入鼠お灸庁、l㌢戎官＝いトて月り．宙り予ん重点－コ慮蜃K  

脅如琵ヤJ・て糾わ－りりナていろ■虐庶た一三伺－てIコ三7J初の・ほ点間虐聴  

許みJ状督且初産夜露でカリ・．座標の虎痔．け雅戎中w．久鴫アU．割算いtコ他『  

貴書アーじとマラニとⅤて可能であう．ヲ欠柑軸内プ鼻遭知hJろ舟屋斬の何乾i角  

度lて一h亡 ガ daモそス・∫れ－ノ，古クー〝ど勧｛何局d象牙、クぐ銅とであラ．行灯レ巧  

密計質1一句へて蕗磨∧虐碑呑で朽，てい与．   

（幻 諸五称痛報玖ヤアロ7‘ラム（5Cエ〝り   

丁斤エアIりろ針簸き言賓t殖ぇ綺け兜鵡有子穴のバ、ク■ラフイッ7・ゲ′ ズ7・  

レイ先方痢の∫ごヱ〟77・ロケラムが月表～小て‥る．．（ウイン・γリンク′ ズーγ  

7●ロック中イ更何可能）ヤの£ヤ1大別マれば  

i）ぼ互承句パイント措額酵盈碓仇可成牒刻してヱ二ノ1二埼創部  

ir）碍畳鰯弁才打壬招《軌旦婚準  

iii）好意載壬アIレしマう角虐通釈  

ル）池上周け幻1う好重弼∧掘額（レイン  

止
ロ
…
 
 

轟
］
T
返
よ
 
 

ン千丁仰角弓僧絹）  ジ．レインジ・レー ト7   

5亡n81tlvlty ofローblt v・r・t・如eeler8tlonさIPl且n■t一入I  

Obl  恥○れ   Pl■nOtt】  SRタ  A♪G   GR   

】10  201   2】  9   】．5   0．1   

い1000bI  

泰1．1・ウキ，川へれ且イ風見   
■  亡■一二・†          L一一－－－－－－－－－－－－－－一●－－－一－－－－－…■－■－－－－－－●－－一●一一一J  

幻ヰ．天碑頑、／7トうー7小利詔   

4□1  



V）ガ置場レ如小う加息虜の頑留別婚敢  

ii）lクl引し てlつ違ぇ虜碑泉－すかりで1ワくヶ7・うー尊泉尾斤．、穆β戒歳庁、、抒豆頑  

の8席末搾lク嘲官う栃要旬虐線路′β・r′β・斤〃d孟斤、彰可髄て・ある。  

面息衝．赴風前＼富士見（准）  
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1
一
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．
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■
一
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▲
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■
．
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■
■
■
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■
 
－
 
一
 
■
 
一
 
 

「▼－▲‾‾‾  

5 ＿ J＿ ∠1．尊兄長芋妄二大■貢ごと L′ イニノミノニノーグし  

一一－一－－－‥－－－・－－－【－｝  西イニこ↑丘け、 ヰニ，主上．1宅マりi・、 て妻∴ゴごi感  

【り・レイ ン三ニンつ  

好牢窃好象為の軌凰誘定一て夜前ぞ｛ろ碑薇源一J卓ヒL T電熱痛棄て｛ある．矩疎・  

周l互】新書れ鴻ふ1つこの7Lアンチ丁∧秀作角、仰角7Jビガぐ痔い、  

塙令、；イの塵発触∧k力lて一言ヒんと搾にせ欠7フい．電波塘棄■；  

ク根 山中ド7・う一∫りrJきクr．斉ざ宙の鴇ふ一㍗牙j一刀の厘  

サて鳥、、たのIウ便羽子小ちニヒー∂サーい、。チkレイン㌻メリ甘  

招lウ亙っハlフ柁戎庁＝ヨ新星＿の戎ノ針と質，ていろ．レかレ向眉  

小火怒結婚ちレ、二れ壬トランス訳ンタ‾に才，丁且り追lて  

句tヒ，一て距魅入・∫仇・産轟婚葡乞ヒリ立lてぃろlリわ呼号つ  

り少しろ玖●．孝卑．、冨り  

レインジノ レインジ■・レ←  

以ヤr7・ラーIJ布虜  

レインシニ・レー ト の ネタJ▲  

ヒ甘粕上rリノ弥ゼウ  

！医者∫ゴげろと乏凋  

ヒr レント7〆言号戎  

よラ乙五和lて・い多．を・，ウ碕吸クぐかト きkギれk7猪方初句上【て∵ろ．レインシガ  

シ1キムの八一「■ウ17虜裁・Jくついて逓■ヾろニヒtJ手碩｛8埠で－プ7フ・・す て一席略  

すちヤヾ、二｛ヤ1●トランス択ン㌢ユ鍔で立り盈コれてぞk碕h頂上局トス‥、て者ぼ  

頚調光L許イそ委倒戎Lの詔屑セと，て雅上月かりげ五感タで句党敏之ヤの埼伺且  

hサち埼蟹ド弁別司る．亨kレインブ・レートけ基手持り′7頼立誘トか乏ち｛k「7ケ  

ちワト壬発信感じ酎官斉巾伺夕方蚕脇命中、ち介泉下ラ．、、ケル｛揚倉＼I÷和書孝イ富ちと  

啓信行ろLり拷何のす｛i戒、弘句ちたれの痛屈7J密計が．炒膚でわを．  

筐）乱逆確定ヒ施定．ヾうメータ   

れ虚施定で覇トち小ろ鹿昏ノヾうノーターコ．室ヒし丁軌旦占尊意アて・ヤq屋あう  

澱もlプ舌・／・Jの川ギT音乙止才れる。tサ・しヤれ涙デードも、押上月仔登でぁろ  

と小魚協え圧力、金蔓ェっナノリズ・あち、、甘痘ガ更意ん比・句館鼠yヾ拭カり小多ン  

レむあり．こルち乞一席して九認知イワいレズで㌧わヲヒ∵マち．ヤの〃古．／・3  

で延べトJう7J患巧くの加速屠頑阜．襟足司ち定教アてわり、こ｛り1一兎レてCT  

ワト∫レヒ句ルー了－、ガ五感｛産もうす皇◆ん■コー殿的にlフ宏武巧～・とく舞茸ご｛う．こ  

｛けスト旬1う一仔非務離舷か虜好武でわろ．  

X＝／（X・ノC）  （之）  

ミの式i舌・／・j β）で滋へ・れ教砲碑林弦JてJ，て激低額命と朽，て軌適乞末弟ろ。   

（j）登別値ヒ官命・オ詑電  

雀犀‖直・コネ軌1）で立～穴JうK宙破婚我が卓／手しり写クヾ．′戯，てこ止り1P法力  
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ベ∵7トlレyじ才t‥れか・で′－J々・7リー′ いて句司ろ非政調巧者対で勉逆▲Jれろ。   

y＝んくズ′C）†仇  仇：親掛りス‾  臼）  

軌旦推定L17好局この／宣旨えら小TJ電線乾すろユとで釣ろせて（れβノぺ∫つ象る  

r勺1ケ句者ヒも非線離う辞鋸であろかり、呵卦；射線わ救え呵臥二時点可み。こ  
小t兼敏ド解くごと■フ圃艶ぐ、通常け基奉れ且鳥乏足助彗ム針ノて一子一うー戌嘲L好  

一認笹ノ伊里l竿】司ろ線敵方栗武Kついて経机強風虎盲紛一過痢乍み。、、ブyiンの‰  

で胎紛々、司れ17－、   

月；光三j㌫・晋ニ〃亘在γん）  
払）  

とノか解でぞろ．月三蔵利行列し呼灯至托ノ冴ぇ七夕tちも才で●q濾珍府列と吟J∴ 蜜  

13宣．／．卓の・（り武乞Y（り一てついて挽碗かlて  

∋ぎ払あ）  

細ご読了（∫）絢＝7・   三戸圃膏化も）．空（も．も．）ぎヱ（‘）  

了ご 崖夜桁列  

∂も  

甚拭五感か号移㌫い、い．遽兼行列重けこの隻小者斉ざ緑i扱適確介す3ンヒKr  

っ1∵択一八一＝ト賃h  

以上け施定（分／叱－ん）ノヾうノーターてついて滋二へ1k】バ．ヤの外秀ゑbハ争才ひ）′ヾラメ一夕  

tl、，て．哀感鹿足lチレナい、珂天命灘解れ虎男解承了化lて佗糾う′ヾ？／一夕■－  

あり、ン｛りlコ借上周作毘，動押倒熔掛巨ク、催好色ガ非弔辞林射衷心乃レクぐ  

かl、施せIヾウメークヒ堵イて古β頻度JクりJりそ定であち．し舛が，丁（‘）先の衆  

．か巧発射りケくじも‘xわてJククナの一席今あ政府、斉謹裁1確かレ〃り山3‾乃ウ7れ   

匹）フィ ル才一   

ミミでいうフィルターいユ強風パうノー タ句ダイナさクスpく●¢）和で宇土ち｛．老  

刺青牧丁持の後身‖直〆0）鋸で与乞りれ大和くXの最適兎定植t紅のろ了ルつ・リズム  

のンヒであち．考小′t÷－い、ろいう．りう就か・歌うク、∴ 矛アロウ●ラムて・lコ．首脛的JJ  

嵐右打女玖i拍止レh」ヾイでの琶封つぞ鼻．卜自虐賂t庁卜ち。考しで射線都政良  

lウ解牲1うみの務・l且レ（混血川う観衆互絹乞ケ．   

人ユ冊星∧れ五経定」ウ針・らんろ巷多的り名和lコ、勃吉崎動も王免椚てこれ宣  

え朗（と戸山）L呼h∴ ンの缶一ケス・、†う叔・飽拷7飢モモ∧座れ一灸卿可巧手‾－ヲ′と伺  
いて鳳凰してヤ、フリえ卿シ入・†う哀の触且ズ壬知ろウL句る…でわソ、キの隠  
ぽイルナリス・んl川下ハブヒくであ各′  

ズく○〉 
＝X。  くク）   
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ズ（刷＝ズく′｝ナ（罷一■†爪西日招‾′（y一招くり）用→とズ。一ズく′J刃  
げ）  

ここでズ（／，【了ムー／J男βの／ね植づ′♭ハノく打りろ基才知見抜期レス、イろ）苫泉レ．ろ．コ亮  
lう有み弓子知卵黄′針散であート ガ∫；或劉／イス、の犬〃、叡で割ろ．（り拭乏勿朗趨ヒ  

lて（才）邦の岸り息レ計首も所見｛判定後孝iゥ政，て鹿足猛打般丸すチチで官行  

1る。ンニで最終伍互㍍；X‘りと司｛イ．   

ア＝甘十…‾‘叫 
…■  

（9）  

lつ碓僅確の手強長か殿ユーあ｝．二こでも。かり痴牙4碕剖∇へ。チ刺．コ規定値lつ倒  

してl与．   

X＃；プ（ズ薫′C）  ズ人仏）；ズ＃  

句教腹痛命t朽卜、∂穴子創痕の莱命斬IJ〔り郡の重壬伺いて   

ア㈲＝塵払も）P（七．）否’（t．古。）（り：P（も）ニP （？）和∫て才る  

（ル）  

手K糾おd朽列へ皇女け報卦はの度々かち凱外の乎の行列の朽列和一（♂ノウ立くわ  

リレーれば呵窮乏如－ろ｛て－、扱値計算上奉れているスクエア・Jレト方礼王磨珂可う  

予見でかを。  

任）認劃その補正   

竣剰風粥■ケ蜜諸碑藤）の禰立■コ．冴卑宙瑠亘礁の軌道兎鼠内乱ニス・いて最大の呵  

殿t”うン℃ヤ（●ケ憩プ小1．粛正仇卓丁〃垂日t孝、T■頼7∴嘲吾轍。屠．電私用み  

J瑳大筋7うでて紳正．大乱国見殆㈲正孝であろ．穴L乞■ナ胡布廟如孝で■J，つ。  

う募サト只の到尾崎－ウス＝、て月旦釣夕命何句老成イえ毘lシカ1う痘ル1？奥手ロlヶ彰  

産匂うじチでi｛、チわ種或の入略如鳴動うわ7う公鹿ス・J小一白兎ドJち鱒上  

鋸曹葬舶っ留針7レインジ頒宜で患メ丁トルん塵十メールー二足司ろ■チk愛  

鹿屠′柏尾廟立も句じく数†／一トル■ウ慶ぶ 

， 

神甘ウンレクイム）℃わろンヒえ禿えみ1ナ、、二の毒乱創考の励、丘〆■′蝮膏7J釣t．尊号  

有フゝクヾ射る。   

以上、敬創考｛粛正一命わK軌盈沫宣「・ロケラムIJ、・痩琶り孝衛舶Z絶て8  

乍．同番ヤγあ各．  

4ロ5   



しい15SCP（和泉牙痘ノウトう‡了シフ千人）  

茅タフテレ一丁、も♂白妙モ遠謀瑠3仔かi二芽乍の鹿乾も為す名。  

1．如宣≠、／q前解凍都絶  

・軌如一？う宕温忽才リ入力ゴ中仁巌嵐プーマ吼軌且戎症？pワ’巧い申・フ線燈す与－  

・緬鮎小鴨軌通デー9の㌢身良注症露t′侍－わ，   

阜覇か頭身卸滋子■t－7離レート赦紀  

罰通辞鼠プロ7・∫hで確郎小う才一9もれタロ＿観劇砲声一視剰ダー？の繚娩   

観暗闘も卦。産綻し＿デー9蕗劇痛にソートす号。   

j．卸遁辞定後衛   

一卸息荻窪忽のL飽と叱奄中身≠仙ニケワト瑠富む  

・バ、イジ7ン最小包顔披見い∠l∂銅彪フ＝レ9も軌、て一鉢風音葉色で倉婚  

．ヾろメー9の稲立t々了rよう。  

・戎匠直り牽窃薇億も化魯？癖ゑ一lハマ・ソで／で7写．  

叱榔或嫁絶  

．如録弦針緩－＝卸盈摘－も′庁イ才う、  

・軋鼻臥；祈耳電卓／レ中点僻耳縄キ和良J・了ソティ指摘鋤・lt行けう中  

・剋適任隋し宰鯵県にチリSん？i才色紅7‘メソスの仔か拍げう。   

州加P工S（舶窃雛並ゑ庁、？ロ↑うh〕  

オ1叩りい宗レ・才卸如■一9もαpいシ薗動√メーぢゼ泉斥j也ろよめ℃＿条挿頭個  

臥す塊肉痛棒団・御臨≠t－9固t東岸す七ろ緻茫ガ・あう，泉下tニ急舶の象印t  
／行びう○  

し両手痺用財団泉赤線鮭   

患臣．月・声協、穿琴・迄J・ニ巌の軌並t比定っ山仁廃木封印・表示圃軋中  

lご莱昭、痺膚魚＿薇鮎（可動二液ち乞ケP上lニ郎つろや   

象赤釘半値■才フて石レり象打盗汀．むP上で喀申亡者ち．泉石う乾け勿ダ＝ニ   

餅原の居ての私通痩経で表示伸・私．て衷吊頑癖l。′足って舟輿官財しrJ々い   

ら．嘲恒雄健Lて′者羊蹄の組t単線ゼぐ拍■っ1、、∠．   

β物伺周東百．電′斤†より1‖う健ヒ＿卵即虐キ＿乞呼，て忽り逝けt々、サ．＿桑吊ゑ  

梓も特番しわり＿成布もス・・′・ん、7、りプで竜ろンヒ〝出束号。   

触幼。毛布ス†一ルけ守，ヾモ年々ウ名手臨細いJ盲担も象手出来ろよう′ニ自転  
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的■ニ女音ユ小号や 倒′＿差島中lごり如シも農務ざ七う蕗合i才一者警句組も展久  

離掛射欄像庸一才す・巧ヶ   

緑甘り 轍払允デ7L  

軌釦縞ノi箱埴  

軸萎；建埴 ；諒～ル 

穀ス   風塵声タ  

∂∈印i盲Ji  

7旬ブラム   
Ⅰざ∫∂P 謹話用麗怒声丸   

〃∂仰〟 髄如拙録底  

軌適確息埴   

′∂′J 戯ソ7り；7  

PユQJJ  
円〒■り社主チ九九  月か古 事智竣屋7もブ丸  
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回t．エSSoPLくセ沼‡hLク・イン9－7トス   

し♭頂礼痺16櫛頭思東森能   

一弘の駐繊細顔・ト紘綽り好勿の北碑も・楓針机恒絹拍牒鳩．ぶた＿偲刹助  

乳；倭11如い⊂房ネす与。鮎鼻辞如、線、tつ，青嵐であ机．指定了れ  
た鹿卯島々、わ如才兇酪孝可嗜好t肇絃祓・フつ、－七l司軌二建拓セぞ3。   

ノ・へ、ソト軒戎Lしい年産のβ†隼サリ‥冊十川イ離し、らのβ力乳五境  

め感勿卜邑乙姫り綺机滅ん仰角t故広4思市7うニt才女㌢い  

虻）剃匝プン9薗最新頼経  

妨の功断一9～り、つイいそ叫P上・フ断て匂t 各紺坪如つ7仙  

√り象抽打一陣上d・鞭七曹ちも春希ち呵l碑孟諾え「■ロ↑弓人にIl鋸て、、ち  

ゼ、．顆I馳・ナで専∠一考好＝壱沌伺卸二鳥責了せヨニヒ4・、・出来3，   

多まつれ乃l動れパ・′hつ‖′γ耶シしも栗東i。  
‾ 

高畑y舶軋富士見く凍）   
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5． 1● 5 軌  i主星  

l． 概 要  

軌道修正作業は、主要作業坑れ図（窮1図）に示したように第3～第4可視の間の不可視時に開始きれ   

る．第1～第3可視時に行われる軌道決定作業及びRCS性能の較正のためのスラスター哨射の結果を人   

手次第、許容きれる使用燃料の最大値や速度幡正時における姿勢決定、通信、電力、勲等に閏する制約を   

考惜した上での最適な軌道修正方法の決定がなきれる。この糊問には更に決定きれた軌道修正を実行する   

ために必要な姿勢変更マヌーバー、速度修正用RCS噴射及び巡航姿勢への姿勢撲帰マヌーバーに対する   

コマンドの作成と、シミュレーション・ソフトウェアを用いての各マヌーバー の碓認が行われる。この過   

程で用いられるRC S性能は、較正後の最新のものである。第4可視に入ると作成済のコマンドが盾ちに   

探査機に伝送きれ、只CSの咽射が実行される。基本的には速度修正方向に探査機の反スピン軸を向け、   

アキシセル・スラスターAl．Aユ の連続噴射（アキシ十ルーモード）によって速度修正を行った後、巡   

航姿勢に戻すのが最も軸率も良く、所要時間も短くて済むが、一般には前述の各稽制約があるため速度憤   

正時に探査機が指向可能な方向はかなり限られる。この場合速度修正はアキシヤル・スラスターの連続咽   

射とキ十ンテッド・スラスター（C）＋C2、又はC3＋C4）のパルス噴射の合成によって達成される。   

このキャンデッド・スラスターによる速度修正（キャンデツド・モード）では1票義旗の1スピン（6・：ヨ   

rpm時9，5秒）に】パルス（800【1岳）の噌朋となるため、アキシ十ル・モードに比較して所要時間が  

大となる。PL久．NET－Aでは軌道修正に必要なRCSの哨射を2可視にまたがって行うことばせず、  

前後の姿勢変更マヌーバーも含めてすべて第4可視中に持7きせることを予定しており、この点も最大速   

度修正塵に制限を招く場合が有り得る。この軌道修正結果は窮5可視以降の軌道決定によって評価が行わ   

れることになる。  

2． 最適軌道修正方法の決定及び実行  

図2に軌道憤正方法の決定シーケンスを示す。まづ軌道決定プログラム（1SSOP）から得られる明   

在の軌道データが、軌道誤差解析プログラム（HOMAN：旦eIiocentric旦rbitロ塑UVering■program）  

に人力され、軌道健正をしない場合のハレーと探査機の最接近（t8）における相剛立直ベクトル栴、t8に   

おけるハレーと探査機の相対速度ベクトル仏、及び軌道修正時刻（七0：第4可視の中岡崎則を仮定）から  

tりこいたるまでの到達距離誤差に対する速度感度を表わすトランジションマトリクスヂが得られる。これ  

らパラメータに加え、人為的に決めた目標点のハレーからの相対位置ベクトル侃と許容速度幡正奥の最大   

値l△Wl胴はをインプットして速度修正墨、修正方向等の算出がなされる。これ以降用いられるソフト  
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ウェアはPOPS（Planet－A嬰eration蔓Oftuare）と総称きれている。修正重、修正方向の算出は、許  

容速度修正重が小きいことと済算時間の短縮化を考直して、ヂを用いた線型解析によって行う。具体的に  

はハレーに原点を持ち仏ベクトルに垂直な面（A－pla n eと呼ぶ）にl△Vlをパラメータとして到  

達点を表示し、一方 黄道座標系中心に原点を持ち少－ユαに垂直な面（V－planeと呼早）をハンメ  

ル図上に大円として示すことによって、A－Plan e上で目標達成点を定めれば、速度鹿正方向をⅤ－   

pla n e上において一対一に定めることができる。ここでA－pla n e及びV－plan eを用いる   

のは、これらの面上で目標点からの距離誤差や、△∇を考えることにより到達時刻の変化に対し不惑とす   

ることができるためである。なおハンメル図上には姿勢決定、電力、熱からの探査機姿勢に対する制約も   

図示きれており、これらを考直しながら速度修正方向が定められる。  

次のステップとしては、定められた速度修正方向の近傍をサーチして、速度修正方向への姿勢変更と巡   

航姿勢への棲帰も含めた全所要燃料と到達誤差に夫々重みをつけて線型結合した吾平価関数（重みは任蕾に   

選択する）を表示きせることにより、最終的に実行する△Ⅴを決定する。  

この結果ほPO P S内のシミュレーションプログラムにかりて確認すると共に再度HOMANに於いて   

検証が行われ、線型解析の妥当性が評価される。  

検証を経て碓定した軌道値正方法を英昭のR C S咽射コマンドに者き下す作業が引き続さ行われ、その   

結果もR C S運用シミュレーションプログラムによって確紀がなされる。このコマンドは他のコマンドと   

合成されて狗唱から臼田へ伝送され、第4可視が始まった時点でMS－T5へ送られる。  

R C Sの噴射中、探査機の姿勢は姿勢決定ソフトウェア（AD QL及び＾D S）においてモニターざ   

る。一方所定の速度修正が行われ目標軌道に投入されたか否かは第5可視に行われる軌道決定を待つこと   

になる。  
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主筆作業  

スピンダウン（120R PM→30R PM）  

太陽・地球捕足（β5 ＝90）  

K S C局トラッキング  
I  

U DS C局トラッキング  

レンジング   
l  

スピンダウン（30RPM→6．3RPM）スラスタ較正を含む  
l  

姿勢決定開始  
l  

レンジング  

軌道決定作業  

正
 
 

較
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ン
 
 

レ
 
ス
 
レ
 
 
軌道決定作兼  

修正方法の決定   

シミュレーーション   

作成  

第1国   運用初期 主要作業妄禿れ回  

41〔）   



＊：人脚の判断を要する  

R C Sコマンドシーケンス計画  

R C Sコマント  

第2囲   軌道修正方法決定 シーケンス  
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軌道 一 澄棄却指りji印彗春子考 （A CIミ）  

ーニニ宮石升、 E】官；宣   

‡・2・1・1 概ノ卑  

ふ張見け′佗糾√…  の軌道綿別卿＆げ、篭密データ計測と糾うトめ  

の装畳て・・あも。 A CEは、良庵．サンセンサニ スタースキ▼ナー．モーメンタ  

ムホ1一′レと「ライブ」．遡専尊宅強電圧・別御楕うと供給し．ふ磯急かちの出  

力データあも、・は、モニタ楕う七郎推すも． ま巨．ジ工・，ト入ラスタの竜虎峰  

ドラ1丁■痛苦と出力する。 モ♂＝也に、ニ1一子一シiンダンパ．スタースキャ  

ナー、ジェ、ソトスラスタのヒータと0トJ／OF Fすも磯弛も有すも。   

∫．ユ．1．之磯．籠  
I） ネイー／し到斥P  

ハし－すIt星の最低のた 

％に條埠す3よ摩8ご凋も。 覧巧，為伽〝打、う・て・はホイー・レ句風乾らラモ±り・アr戸川  

Jこ宅畠士七吉；稔絶盲 竜毒さ   ホイーlレ句田島故は．ユ飢＝）r？〝士 封わ′ソ〝・句  

範嘲で、任意句風範鼓盲プロ・ソ7コマンドlこよバ已足すう。恵良は、クーヲレ∫／／ぁけ  

の分埠維モもち、ク．ク㌻～β．√爵卜′椚句埼在て日経象可能て一取る。  

ユ）ゾ1、ソトスラスタ即坪  

輝全称て格式丁れていも．‘っのジ1・ツトスうぇ夕とトラり－し■丁書乙巧  

新札温網岬t桝うr  

。軌凰並足別御  

。スピンし－ト利昭  

。ス．ピッ阜由制御   

このうト．入ピン軸制御lてついては．沃巧うっ巧別御句オ緩○ご可能そ・あ   

ち。  

。ナロ・γウコマン「lりり、．朝りイミンク∴碑吼 釘放と設え  

すう．  

。自動大略補足モー「  
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。陶．威サーナモードー  

7小口・ツクコマントードよ与RC5軌野毛－ド●け・5「のブロワ7コマンド  

㌣設ぇされも。  

ぇぅ入夕確射鳳凰掩えコー「コ♭；tl王、ゾ工、ソトスラスタの制御化  

りの1リ7t示す。  

メモリエリア  

1  

ヱ  

5  

ヰ  

コード   

0 0   

0’1   

ioo 

11  

正和プロ・γク鶉えl＝．サソパルスかち．ジlェット積打iぐの時間と・再  

見ウロヤクぐ吸えすもい．ヰ璃7ロ・，フぐ設定すもぃと薫えす．ち。  
位相フロック端え  

1   服プロ・アブ〔c・0門？de才／1♭了t）  

0  時間プロ・ソフ（7．PlれS巳C／1いt）  

この吟の角度プロ・γフほ、Dc亡から横路されら2杜夫毛皮申すら。ま  
た，これらのプロ、γ・フlこよ，て計測け爪ち埴祁再・BしOCK COM－  

M月NDヰヒ∫lこいト 0～≠∫∫5∫句傾ぐ設えそ・きも。  
漣疲積射モー「ヒパルスヰ射モー「l壬．8」0（二K CO卜＝イA〟β  

lの4∫Bと吸えすも．  

速度ヰ軒モート・－  

パ′し入植紆モード、  

1
 
∩
）
 
 

漣線種射モートの埠lてlま、8L OCK COH MA〟Dlの∫∫Bp、ら  

BLOいく COHHA〟DユのL58夏ご句1ユ亨■－γト沌拍子周と  
視えする． この埼各．1ユJ仇∫虻／1」てt て・、0－JJユ∫比きぐ吸  

えモきも。／ヾ′レス積射もー卜のヰlこlT、8LOC K COト1HA〟D  

lのJ∵S8．‘ざB．モ・積祈ペ′しス幅と箱えし・7∫βク、ら烏LOCK  

CO卜＝1A＜＝pユβ」5 

）t設えすも。  

放えユー「  パルス櫓  

0 0  10（〉州は仁C  

Ol  ユ001れ∫亡C  

lO  400けIJ巳C  

ll  ぎ00れ∫eこ   

B L O C K C OMMA〟D】～‡iモの午0ビ・アトで・，1っのゾ乙  

lγト制御♪；才盲も7・・iこも。 ALEのコマント■メもり【訂、こ几らのゾエツ  
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ト判野を＋鐘穐ストアて・ト ⊃マントードより、ヒ㌧ェり7のジ’ェ・ナト別  

呼モスアートさせもい埼＆すら．   

白勧人格痛風モードごけ・了キシ†′レジ・1－ソトとサン′ヾルスの出力丁  

れたタ1ミングー㌣直射し、大略再（β∫）♪∴ 900土501て収iろよう  
tてスピン紳と別卸する。秋野鞠理は、7之の動こ櫓成し、サンノで′レスカご  

発生しRタうミングーで臭行する．   

了キシ†′レジい㌢ト月ユt碩対する．  

7千シ†′レジェ、yト月†t斬丁すも。  

ジー1・，トま村t埴土すも・  

前の水姥盲傍線する。制御乎ぐあ肌けての  

iま施行すろ。   

50 く釦く曾70  

？さ’く 鋸く17∫○  

曾90  

g70  
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；言；：）  9／○ く ∂∫  

kだし、入ラり積村時喝【‡・30卜P仇㌣、ユ00れS比、‘．3咋何で1言け  
100疋eC【こ切替とも． この切替とlT．AcE内申そ匂如つlて行瞥う。   

白和久略痺終軌こげ、三つ句サ・ンセンサ＜、ツト（AヒB）句柁ラモ南   

古笑取りもみ、どちら刀、－オのセンサの絶好内lて巧み太格が弟詫してい   

も痛心は．鷺のセンサの絹ち乞追払しt向オのセンサpご太略t砿もてIl   

ろ塙谷lこけ、コマン「モ・才芸良さ九ていもEンサの庵5も使う。  

姥或サーチモー「ごけ、サンバルス洛生のウイミンケて・・ ・キー   

ン〒ィドジ1・ソ トCl、C3t同時lこ100仇無。適材すも． このジェッ  

ト糾御1こより・人格オ向∇、 

の日乾し－トlま・6・3卜Pれ動こ・  38dり／180q 卜あち。   

絶家サーナモードの最中丸暢向かご、900 ±30 の絶圃と逸痕LTこ掲合   

一てほ．ふ略碕凰t並行して行7う。   

3）スターセンサデータ処後   

月cモモほ、スターセンサからのスターノヾ′レス、スター7ナDクー佗ち   

t鼻lトサン′ヾルスヒみ．入声一∫ヾルスの詰問間晦と咋稲データヒし・入  
クー7ナロγ■咤う電凰tA／D史．換し．摘も丁のデータヒしい・ち。   

スターJヾ′レス1胤てつl・て繰られちデータユヰ♭了t（如百l（♭it．   

咽もさP b；t）も最大32チタ取得し．モの後 喜 テレメータほ適する。   

珪相データlて「しlてし丁．WHモE」の画転埼、痔上村ヒて・計測フロ・y  
クモt刀管とも。 WHE E」回串埠1てlエ．1ユ冒Hェの7ロ，，7と使い   

停止時lこ1言、ヰロ？‘H王のフロックモ使，て行なう。  こ爪lこより㌧   

0・009JJe官／丁』＝程Åの舶掛埠精度♪こ射れも。  
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メモリエリア  碩射止相計刺ウロック指え  

つ－－ロ・V フコ マ ン「1  

連続増肘時間  
∫58  」ゞさ  

暗打田紋  

3ゞ8  L∫8  

アロッ ブ コマント2  

スラえタ  ス ラスタ  

才盲えモー「才盲えコード  

⊥ ⊂「∠Lr   モード、一T O－→コー「－lOの入ラスタモ0卜J  

モード〟01－→ユー「－0りのスラスタとON  

モー「’’00巾→車軸  

モードー′11’→薫物  

ナロ・ソ ブコマンド3  

H；8  

ヰ打虻胡  
gざβ  

［［皿  丁ロ、ソ 7コマントヰ  

p貪射止祁  
9印  Uβ  

［ⅡⅢ工］工］  
γロ、ツ ワ コマンド∫  

画∫・2・ト1ジェ、ントスラり制御のhのり・1－Y7・コマンド  
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5．ユ．1．5 性 免  

官気的′li花  

りコマツ「－  

A CEモ・使帝すろコマン「tA打そ『親臨と泉J・2・1－11て示す・   

ヱ）テレメーク7才一マ・ツト  

4CEから出力っれもテしメータデータ巧フォーマ、ントモ表∫・ユー 丁  

ユlこ示す．   

3）ホ1－′高畑F木・  

回転揖生え乾田  

回転数設えど、ソト数  

回範数敬え礪及  

蜃え及  

長谷曙橋   

ホ1一′し戒逢卑哺1   

右イール減速吋嘲ヱ  

之000←叩土300rFワ  

7‘♭it  

O・0∫へ0・0『卜FM／1♭  

土0・1？「叩以下  

7朴以内  

（0rr川→8・虎し一卜土1茅きご）  

‘令以内  

（ヱ000rp…→5てヱトF…）  

1ユ分土5介  

（∫7ヱrpM→0ドアM）  

ヰ）ジIlツト糾坪余  

ジ、1ツト別卿メモリ久喜  

積射止祁カウンタプロ・ソ7  

碩射踵‡8設ぇ免田  

漣施確射ヰ喝浅見範囲  

連続碩射呼喝絶え帝展  

′ヾルス格好吟礪  

／て′しス権田回数設え乾簡   

J）導勢データ計判  

コース入場牒‘データ  

77イン大略角データ  

スター止祁データ精度  

スター明ちさデータ  

ヰ0』；t X午  

角度グロ・ツタ D・OP＝佃  

時間フロー・ソフ 7・冒1加平  

0へ‘J∫3Jクロック  

0～∫Iヱ ∫亡亡  

7ユJ珊ざ亡C／1♭ir  

lOO憫几∫亡C，ユ00ホS亡C  

ヰ00仇∫eC′ 曾O C〉≠∫eC  

O～1023回  

旨♭1t 7■■しイコートー  

CO5結う   曾♭1t A／D  

SIN橘ち  P♭1t A／D  
O・00？JJe甘／1♭1t  
曾♭r t A／P  
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‘）頚骨電力  

十12v  30偶ノ＝爪1  

－1之7  3 ざ叫A以7  

十Sγ  150｛、A 涙丁  †  

打 7．ヰ3VI吠T  

十1JT  IJO仇月以下 （ビーフ時のみ・）   

こ射せ－て・Ac亡lては・十8uS・十字曾Ⅴ専務♪ご入力ご爪も♪∴篭爪ら  

lエ・ヒー，、サゾセソサ・スターセンサ、ネイー／し．ジェット スうス，夕て・・  

頚骨されろ。  

承能伽£経  

り形状  

l曾0ニ肌Xユ午OL≠X†之ワニ仇   

ユ）重量  

4・如 k官  （DCE盲含も）  

宇宙村営研 二宮稗史皇  

8 本 電 気（稗   
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長一．ユ．1－1 ACEコマンドー碩8（l／ヱ）  

コマン「鎖罷  コ マ：′ド1   

A C亡の電硬とONすも．丁モ丁制御メモり  

と絹五すも。  

月CEの電源とOF Fすち，  
ぶ月5－Aの官源盲0〟すも。5月S一月り  
データ互選押すち。サンノヾ′レスCノ＝一とOFFすも  

SA5－B功電源盲ONする。g月S－8の  

A C E－ O N  

月こE－0下：F  

S A S一月－O N  

S Aエー B－O N  

5月S－ C月 L－0〟  

S A5－A－O F F  

5月S－ B－ O F下  

5Tざ －0卜I  

S T5－ O F下  

〟H E Eし－R OT八 丁10N  

W H亡Eし一ST O P  

W D E－ 0手下  

R cS－C O NTl－S TA R T  

R CS－C ONTユ．－ST月 R T  

R C S－ C O NTち －5丁4RT  

R C5－CO N丁年－5T A RT  
R C S－C（〉N T－ST O P  

S UhJ－A C a U15－ E卜J  

5U N－A cQ］lS－ DIS  
E A R T H－ S E A R CH－ E卜J  

データを選課すも。サン′、■ルス（」しとOFFすち．  

ミA∫－A．ざ月5－B句データと禁止し・  

似サン／で′レスと尊王すも  

S月■s一月の官我と0下F Tち．  

5月5－Bの音源とOF下すも。  

S TSの電頚とONすち．  
5TSの電源乞0干Fすち。  
w工）E／MwAの官放とOIJし．木イー′Lと  

口達すも。  

WHEE Lの舶と鰯臆すち。  
〟Pモ／MWAの官漁モ0下下すら．  

ジ1、，ト封＝坪メモリのエリ了1q．内乱ド楓，  

‡ソェ・ツ＝紺呼と絹給すも．  

ェリ7ユの内各ド線，てミノ1・，ト軌卯と鵬恥  

エり73q内永ド絶，てソ1‥．ト制御と嘲臆すち。  

1り了年の内忽lて徒†てシゝワト制御乞絹街する．  

ジェット馴坪t確立すも．  

台勧人格繚見．宣絹せすも．  

白勧入梅癖政利櫛互停止すも．  

地球サーナモートとENノ圧 L Eドすろ．  

P P Uから の0〟E 〟【E K  IM ER  丁
 
ヽ
ノ
 
 

絶ちlてふり地球サーチと嘲塙すち  

佗戒サーチモードtD】S A BLE  ドすら。  E A R丁目－5E A RC卜1－ DIS  

B⊂－EN A8」E－午  

B C－E NA8L E－∫  

RC S別卿qたのの7■ロ・ツワコマソトも入力すち．  

れイ－′し回転数放えのたののナロりブコマン  
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泉∫．ユ．1－1 A⊂モコマン「項8（2／2）  

コマンド  コ マ ニ′   

スタースキャナーの入ピンし一 卜吸え．スレ・ソシ  

ュル卜しぺ′レ報えの丁こののフーロワワコマソF盲人  

B C－E Nノq B L E－ ら  

かすも。  

RC5糸のラッケソデ′てルナAモ錦く。  

R cS長のラッチンアバ′レナAを璃じも。  

R CS怠のう・′ナンデベル丁βと鯛く。  

R C5束のラ・ソナソ丁ノご′レナβ宣閉じる。  

R CS患の配管のこ一夕ーtO目すろ．  

RcS条の配宥のヒーターとOFFする。  
R c S条のスラスタ′ぐルナのヒーター互0〟する  

尺C5条のスラスタバ′し7、－のこ一夕ーとOFFす  

う・ソテソ7’／ぐル丁●A－OPEN  

ラッチンクーー′ごル丁’β－⊂LOSE  

ラッチンγ／（／しナB－OPEN  

う・ツケンフー／トレナ8－CしOSE  

托せヒーター0トJ  

乙管ヒーターOF F  

／てル丁ヒ ー タ ー 0トJ  

バ■ルナヒーターO f F  

ち．  

Rc5泰のクンフのこ一夕ーもOI）する。  

Rc5祭のタンクのヒーターとOF Fする。  

R cS粂の触媒用のヒーターとO Nすも。  

RC5ゑの殆鴫局のヒーター互0下手する．  

S T5句ヒーター（10Ⅳ）とONすも．  

S T5のヒーター（Jw）と．O Nすも．  

S T5巧ヒーターモO F Fすも．  

N Dのヒーターモ〔）〟すも．  

N DのヒーターモO F Fする．  
βsニ好ヰ30喜作5布から．丸亀に向かフて  

仁c〟元向へ 午，S－スヒーン軸三回転てで呑．  

8・5ニqO’チ30盲條ち研・‾5・大喝・こ向朴）て  

Cw方向へ 4．5■スピン事由苫田艶子せも。  

鮎こつ00士30盲根出し 尺CSついD・ツつ⊃マントlこJ5  

噺一軒盲艶停1的lこイ与止Tt5という鶴能  

（R⊂SβuTO STOP磯能〕盲動イ乍てでる．  

RCS AUTOSTOP磯能モ解除寸5。  

クンフ ヒータ ー0〟  

タンつこ一夕 ーO F F  

スラスタヒ ーターO N  

スラスタヒーターO F F  

ST5ヒーターHIGH－ON  
5T5 ヒーターL O＼〟－0トJ  

5丁5ヒーターO F F  

N DヒーターOJJ  

N Dヒ ＿ ダー O F F LD ．⊆．．一夕ーO F F  
㊦MANEUV∈R ON  

○卜1AトJEUVER O卜J  

RCS AUTO STOP EトJABLE  

庁CS AUTO STOP DESABLE  
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最∫．コ．1－2 A C Eテしメータデータ（F o Rトり丁 4）（ソヨ）  

F＋〃し   F十れ十1  Fヰ仇十ユ   F中札十う   

Wユ1  

Wユユ  

Wユう           RCS別電坪   RC5制御  Rc5制御  RcS別働P   

W珂   メモリデ」タ   メモリデータ  メニヒリデータ   メモリデータ   

Wユ∫  エリ 71   1 り7ユ  エリ 75  エリ7年   

〟ユ‘  

川ヱ7  

最S．ユ．1一之 ′4CEテレメータデータ（2／3）  

下・4肌   Fヰ仇十1   F午仇十ユ   一斗仇十3   

l〝2丁  埼5A5－∫川   朝LSA5   5月5 －5J N  

帆／ココ  

〟ユ享  ぶTS温度   ネ1－′し電乳   オ、イーJレ韓皇  

仇／2ヰ  ステイタス  RC軍モニタ／訂Sモート  利一′レ敬え   

WユJ  ∫TS波高止  包卓え杖   5TS波高岨  

Wコ占  ∫†S拉胡   ふ1－′し臥軽紋   

〟ヱ7   もニフ   

泉；．ユ．1－ユ A cEテレメータデータ （3／3）  

千年礼〟I午   干ヰ札十l勅十   Fヰ≠十ヱいカヰ   

B。  AC E － ON／0下 戸  R・CS駿御ON／OFF  スラスタ⊂一夕  ON   

四  5AS－ノト0〈／／ク戸F  人格暗攻．0∧J／0戸F  タンクヒータ C刷   

Bコ  5AS－β－0〟／OFF  哀痛硬．E刃／Dl∫  ヾ1フ。ヒータ ON   

83  STS － ON／oFF   兜戎痛堰＿ 0刊／0戸F  ／ヾルTtこ一夕 ♂N   

B十  WDE－○卜」／oFF   5AS選択＿1 （C卜1工））  5丁∫ こ一夕A OJJ   

Br  wHEEし急或温ON／匂FF  …sAS選′玖Z （⊂HD）  ぶ丁■S ヒ一夕β 0〟   

8も  ライニウ1ヾ、一しTA opEN／⊂」05E  sAS畳択AUTO 兢  NDヒーブ 0〟   
B7  ラ●ソナニケ枯レアβ opE山々LO5ミ  RCSA〕TOSTOP∈N／bJS  spl高sr7qTUS（7．∫，P”以下）   
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5． ＝2＿ 2 モーメニノタムホイール  

（～1WA ／ Wn A）  

。二宮柑ト F∃号；宣、  

J．ユ．2．1 粍 草   

本装置は、スピソ卓由甘軌二再遭勧号と老生丁せろのlり臭わ爪ち、寄脅別御のた  

のの7ワチユニークーであろ。 PLANEトA  モーま、ロⅤエlてよちハし一組  

刺モードで 入ピンし－トto・ユrp爪lこ操っのlて飼いられち血   

∫．コ．2．2 線材   
本渡置tま、フライホイールヒ号れと駈勧すもモータから戌もも－メンタムホイ  

ール7セ・ソナリ（MW月）阜び、モれt「ラけ●する「このの電き簸畳で・あちホイ  
ー′しドラり－■嚢置（WDE）いら碑戴ごれも。  

F，ユ・2・3 敢絶   

日付A／吋DElま．丁先の埼籠互もっ。  

u）HwAけ．ての回虫軸方向lてトルワt発生丁せ．圭一て句遭勧量のえ卜し－ゾ  

t行7う。  

（ユ）町DEは・．A CEからムホ1－ノし紳御繕うド比例したト′しフも発生すちよう   

lこM〉V A七別即すろ。  

（∃旭転敬t示す丁月CHO－P uLS已と出か丁も．  
（ヰ）温度．ホ1一ル電ラ免．ホ1－ル電厚のモニタ絹うと出力する。  

5．コ．2．年 櫨 絶  

（り拘娼吋櫨花  

ホ1－／し画反故抱囲  

ローター朝・F訊生モーメント  

再通知骨  

董生ト／しフ  

モー タ ー  

娼えトルク  

ユ000rpれ土300「pれ  

0・0？純音午 k訝′㌦  

ユO N仇S 一（ZODO′pm喝）  

0．OJN仇以上  

D C T■ラ シレス■モ ーター  

0．017＜／机レ久下   
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CCW（H〟月和才ぁいノ象「て碕）  

取付由垂丘オ向半灯しト仇自沈下  

回転方向  

再連動号オ向精度   

（ユ）電気的′杜絶  

ト／しつ斤娃  

硝骨電力  十ユ曾ア  

十1ユⅤ‾  

－1ユア   

（5磯城的櫨祖  

外酌・寸法  

色盲  MW八  

州D E  

0．0 丁 八／仇／1v olt  

25■Ⅳ以下（ヒ・－7ヰ）  

JW以下 （え尊ヰ）  

0．1∫仰山了  

0・1∫町y人下  

画∫．コ．2－1  国吉．2．ユー 2  

7、3？ k冒  

1．d6k冒  

宇宙科学蹄 二宮碕見皇  

日 本 電 気 昭）  
三 色フ。レンジ…  ソ 味）  
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‡】一■■■‾‾‾◆‾‾‾‾‾山■‾’▼」」‾‾  

1  

5． 2． 3  リアークシ三才ニノニュニノト 亡コナー・・ル装岸  

（R ⊂二 S）  

し．｝＿】＿、＿岬】．＿－】▲＿＿＿＿－＿＿  －れ  」二木多  

1． 概 要  

RC Sに対するミッション要求において従来の観測ロケット岡，及びM－3S用サイドジェットと大き   

く達う点は、長掴保存（寿命）性（約1年以上）と軽量化並びに高悟領性である。これらの要求を満足さ   

せるため燃料にはヒドラジンを用い、供給系の簡素化、スラスタの性能向上及び配管系の溶接化を基本と   

して設計を行った。その概要は次の通りである。  

（1） 燃料供給方式としてはブローダウンによる圧送ガス方式を採用し、ヒドラジンと圧送ガス（窒素〉  

とをプラダ一によって隔離し同一タンク内におさめる。  

（2） 6基のスラスタを3基ずつまとめてエンジンモジュールとし、一方のエンジンモジュールでも要  

求性能を満たせるよう配置した。  

（3） 配管は遠心力方向に対し液溜りがないようにレイアウトし、荷授継手により洩れに対する信頼性  

向上と♯に重畳軽減をはかった。  

（4） 那品のレイアウトは重心をシステムの幾何学的中心に一致させるよう対称に配置した。  

2． システム及び構造  

2．1 システム  

RC Sのシステムは押ガス（N2ガス）系、燃料くヒドラジン）系、エンジン系、ヒーター系及  

びセンサー系からなる。そのシステム系統図を囲lに示す。  

（1）押ガス、燃料システム  

重量軽減と信頼性向上の観点から窒睾ガスとヒドラジンとをプラダーを介して1つのタンクに  
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まとめ、従来の圧力調整弁を省いた謂ゆるブローダウン方式としている。この方法は燃料を消員   

するにつれて圧力は下がり、燃料流量が減少、燃焼圧力も下って発生する推力は小さくなる不利   

な点があるが垂豊及び信頼性の向上の利点が大きい。  

（2）エンジンシステム  

エンジン系は6基のエンジンを3基ずつ2モジュールに分け、lモジュールでも速度調整、ス  

ピン調整及び角度調整の操作ができる。即ちデグラデーションモードが可能な方式としている。  

（3）ヒーターシステム  

ヒドラジンは＋5℃－＋60℃の範囲で温度制御が必要である。低温側は凍結防止より、又高  

温側ほ安定性よりの制限である。一方スラスタは安定した燃焼特性を得るため、作動開始前に、  

分解重曹五度を100℃以上にする必要がある。この温度制御のため、タンク．、配管、電磁弁等の  

液ライン及びスラスタの分解室に加熱用のヒーターを設けている。  

（4）センサーシステム  

タンク、配管、電磁弁等の液ライン及びスラスタの分解室には温度管理のための温度センサー  

を設けている。又、押圧の低下及び残燃料の監視のため圧力センサを設けている。－これらの情報  

はHKデータとして人手する。  

2．2 梼 造  

（1）全体   

（ア）衛星システムのレイアウト及び親立に関する要求からRC S全体を1モジュールとし、且つ  

幾何学的中心に閲し対称な配産としている。図2に示したようにRC Sは単体のサブシステム  

としては剛な構造となっていないため、その組立、軸送、衛星への組込に閲し、以下の方法を  

採用した。  

（イ）工場での組立は、衛星機体と同一のインターフェイスをもつ組立冶具上にて行いそのまま  

専用コンテナで輸送できるようにした。  

（ウ）衛星への組込はRCSを分解することなく組立てたまま吊り上げが出来るように工夫した専  

用の吊冶具を用いて行う。  
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（2）タンクモジュール  

対称性の要求からA‥ Bの2モジュールを有する。タンクはチタン製で内部にプラターを内蔵、  

蒋接シールしている。タンク各1偶の容量はヒr■ラジン5．13史．、窒素2．90見である。又、  

タンクには加熱用のテープヒーター及び温度センサーを貼付けその上をアルミ蒸着マイラーで巻  

いて断熱している。  

衛星のプラットフォームへのタンクモジュール取付けは高き方向の著干の重心調整が出来るよ  

うに多少配管にフレキシビリティーを設けている。又、取付部は集中荷重を避けるため6ケ所と  

している。  

（3）エンジンモジュール  

A．Bの2モジュールからなり各モジュールは3基のスラスターとフィルター、ラッチンゲバ  

ルブ、テストポート 注液ポート等をアルミ製フレームに組付けた形状となっており、タンクモ  

ジュールと配管系によって結合きれている。  

スラスタはヒドラジン分解室、ノズル、取付け部、並びに電磁弁等からなり主な材料はハイネ  

ス25、ヒドラジン用触媒はシェル405である。スラスタの分解室及び電磁弁には加熱用のヒー  

ター及び濃度監視用の温度センサーを設けている。  

3基のスラスタのうち1基は衛星のスピン軸方向に推力が得られるよう取付けてあり、他の2  

基は衛星プラットフォーム平面上左右に30度の角度をなし、且つ推力が重心線を通るよう約2  

0度の仰角をもって取付けられている。注排気弁と注排酒井は各1個ありA，Bモジュールに分  

けて対称位置に配摩している。注液及び注気作業は、衛星のウアクセスドアーを通し地上設備か  

らの配管を接続して行う。特に注排気弁は燃料を2つのタンクに均一に保持バランスできろよう  

に、注気後2つのタンクの窒素系を遮断する機能を備えている。又、テストポートはラッチング  

パルプ下流から電磁弁までの気密検査等に用いるため設けられている。  

3． 性 能  

アローダウン方式であるため性能は燃料の消費に伴ない変化する。ここでは打ち上げ時とミッション末   

期の主要性能を示す。但しミッション末期として、残燃料が0．5kgの時点の値をとった。  

なお本蓑は機体重量137kg、燃料搭載10kg、Z軸慣性モーメント3．061kg・m・S2として計算   

したもので、衛星最終実測値とは若干異なる可能性がある。  
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㌦「  

5．2－ 4・ニューテーーミノヨニノターニノバ  

くNl⊃）  

日電 」  二二宮五什、   

∫．ユ．4．一 概尊   

ニ1一千ーションデーンバ・（以下NDと略称すも）t；、 
． 

，．．．＿＿」 の硬努  

と錆度よく卑見丁せろたの－て、安勧馴勿オ式tりろニューテーションダソピンフ、・  

和己と有し・N Dド打入されト作動孟ヰの退助tてよ－てエネノしダー．と講放す古も  

の モあち。   

すなかちND【エ．卒勢別御泉の蕗城磯風の1つとして、外乳トルワ．別御トル  

ク写lりり浄発されち癖星のニュー千－ショソ退勤邑減衰丁せるトのlて冬退弔朗  

絹lて右トトて NDの工ネ′しぎー消散lてよもバ、ソシフ小・ニ1－テーシヨ．ンデ、ン亡■ゾ  

7、、乞棄行すち。   

Pし卵ほ丁－A  でけ、スピソ季動こ竜旦な面内ド円環型ニュー〒一ションデン  
バも白乙置し、 ＝【てデ・ンパの打じ・とスヒ。ン細か、らオフセットさせ・有知な城東痺  

櫨と得ている。  

；．ユ．4．2 構成   

ニューラーションデンべ【エ・ 

句泉射り蕗屯丁れも 

l）円環即  

使弔辞料  7ルミ各金  

円環絶  ゃ5冒－0肌帆  
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5）取付71・ソテ1ンデ●  
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材八竜  

り－7量  
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Fi＿ ：∋ 婆  蓼聾  革葵  出  装  笹  

5． 3 ＿ 1 太陽センサ （S A S）  

二宮石拝、 日号宣  

J．5．†．1 職者   

本装置は新星スピン卓由ヒ入時の甘す再度宣剰ぇすうス亡・ン型島錆友人掲センサ  

子・あろ。1 
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包5・3・巨2 ■椚雛ンナ 象頃部  
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囲5．3十3 見得セン丁セシア帝   



5．：∋． 2 ニスタースキャナ （S √r S）  

二宮研、 日闇  

ざ．3・2．丁 凋己阜   

本装置げ．尊称凍ぇのたの1こ用いちれもスターセンサーそあり．街星のスピン  

と利而してえ堅とスキャン丁でも。 センサゎ視野lま、Ⅴ亨酌のえリット戒lてな  

，ており、得られ辛星のパルスの絹賂と甘利すれば．蜃の 

計草でト きたサン′ヾル入ヒ星。′ハしスの周暗から、長の了ゾマス如こ●ゎゥ、も。  
稗史急ぎほ．シリコン羊草体と用いてあ・り、感度tT．フォトマルナフ。ラ1ヤード  
比べて低いカご、高風l‡使岡セナ、焙郡司の大略先の隠軌こ汀しても・痺別甘味浸  

けキ草であち。  
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本麓五lエ、T記の機能tもつ．   

u）星と緒絶しトタ1ミソフ・と示すスターパルス、及びそ。星の 
了ナロア電声i虫かすも。  
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卜しベルt設えするこ享かこでき、モのレべ′レ以下『ス，⊥′ヾル入の出力え  

禁止すること血：可能モあろ．   

β）入，一入キャナーのヂテフタ郡掛の過度＆げ．電源ON／OFデモニタ結  

うと出力すろ．  

J・3．之．’3 ′I五首L   

刑た学的桂施  

視野 
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カノ ー丁入（－ユ00c－十ヰど●c）  

十1・ユ等級いユ00ゥリ人T）  
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各パ′し入間の位相変動喧  

（推音【こよるモ・り）  

最如ヨ甘止胡設ぇ（覿正隠）  
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